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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　社交ダンス──それは社交を目的として、男女が二人一組で踊おどるダンス。

　ヨーロッパの宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう会を起源として発展してきた、紳しん士し淑しゆく女じよの嗜たしなみとされるもの。

　燕えん尾び服ふくなどで正装した男性の『リーダー』。

　様々なスタイルのドレスを着た女性の『パートナー』。

　この二人のダンサーが手を取り、一つの『カップル』を組む。

　握にぎった手と手、身体からだと身体、二人の間の空間さえも使い、意思とリズムを疎そ通つうさせ踊る。

　そんな、相手を信しん頼らいしてこそ成り立つスポーツである。




　＊　　＊　　＊




　二月某ぼう日じつ、東京都・後楽園ホール。

　本日、ここではアレックスカップ争そう奪だつダンス選手権大会が開かい催さいされていた。観客席に囲まれた競技場──〈フロア〉で、美しく着き飾かざった女性と黒い燕尾服を着た男性のカップルがワルツを踊っている。

　特に観客の目を引くのは青いドレスのパートナーと、そのリーダーだ。

　パートナーの名は璃り子こ。璃子とそのリーダーは、圧あつ倒とう的な存在感で観客たちを魅み了りようしていた。観客たちは彼女たちこそが理想の男女カツプルだと信じて疑わなかった。

　その時までは。




　ぱあんッ！




　突とつ如じよ、小気味よい破は裂れつ音が響ひびく。

　火花が爆はぜたようだった──否いな、ある意味、爆ぜていた。

　宝石箱のように、色とりどりのドレスが輝かがやき蠢うごめいていた会場全体が、瞬しゆん時じに硬こう直ちよくした。

「もう一回言ってみなさいよ！」

　フロアの真ん中。そこに二人のダンサーがいた。

　その片割れは、あの青いドレスの璃子だった。

　彼女が、自分のリーダーに平手打ちをかましたのである。

　他ほかのダンサーたちは、既すでにフロアから捌はけている。観客たちの視線の先には、真冬の湖のような青いドレスを着た璃子と、黒い燕尾服を着たリーダーの二人しかいなかった。

　殴なぐられた目つきの悪いリーダーが、目を血走らせて喚わめいた。

「ああ!?　なんべんでも言ってやる！　お前は、オレの言う通りにだけ動いていればいいんだ！　テメェの意思でなんて動くんじゃねーよ、誰だれもお前に動いて欲しいなんて思ってねー！　お前の力なんて必要ない、お前は、オレに、合わせてればいいんだ！　分かったかッ!!」

　あまりの出来事に、観客たちは頼たのまれてもいないのに沈ちん黙もくしていた。曲もかかっておらず、しんとしたフロアに、二人の声がよく通る。そのやり取りが、最さい後こう列れつの観客にまで届くほど。

「……しょうよ」

　俯うつむき、わなわなと震ふるえていた璃子は、化け粧しように彩いろどられたその顔をきっと上げた。

　そして、リーダーを見み据すえて、一言一句はっきりと言った。

「カ ッ プ ル 解 消 よ ッ !!」




　＊　　＊　　＊




　桜の花びらが二枚、ひらひらと目の前を舞まい落ちていく。

「……ふう」

　過ぎし日の苦い思い出が、璃子の脳のう裏りを過よぎった。

　あれからちょうどふた月。あの日、後楽園ホールの外では雪が降っていたけれど、今はもうすっかり春だ。あの凍いてつくような寒さが噓うそだったかのように、あたたかい。

　入学式で、この高校では社交ダンスで競技する『競技ダンス』が盛んであることを知った。部は長い歴史を持っており、かなりの強きよう豪ごうらしい。以前なら喜んだだろうが、もう競技ダンスをやらないと決めた璃子にとっては、どうでもいいことだ。

　もう二度と、男の手は取らない。男なんかとは、踊らない。

　そう決意を再さい確かく認にんし、入学式の終わった体育館を出た時だった。

「わ……」

　風が吹ふいて、璃子の赤いリボンとポニーテールが吹き上げられる。体育館脇わきに咲さき誇ほこっていた桜の花びらが、ひらりひらりとワルツを踊るように幾いく枚も舞い落ちた。

　ワルツ、璃子が大好きだった踊りだ。小さい頃ころから慣れ親しんだダンス。大好きだったのに、嫌きらいになってしまいそうだった。

　けれど、花びらは楽しそうに舞い落ちる。璃子の気持ちなど、微み塵じんも知らずに。

　思わずその光景に見とれ、璃子は足を止めた。

　その瞬間、身体にどん、と衝しよう撃げきが走った。

「きゃ……！」

「ひゃうっ」

　足元で尻しり餅もちをついた衝撃の原因に、璃子は目をやる。

　少女だった。どうやら走ってきて、璃子にぶつかったらしい。

「いたた……」

「ごめんなさい、大だい丈じよう夫ぶ？」

　お尻をさすっている少女に、璃子は慌あわてて手を差し出した。

「こ、こちらこそすみません、ちょっとよそ見してて……ありがとうございます」

　一枚の紙を何やら大切そうに胸むな元もとに抱かかえたまま、少女が小さな手で璃子の手を握った。璃子には彼女が小学生くらいに見えたが、高校生だと分かったのは自分と同じ制服を着ていたからだ。リボンの色を見る。えんじ色。彼女は璃子と同じ、今日入学したばかりの一年生らしい。

「あ」

　手を握ったまま、璃子の顔を見た少女が目を丸くする。

　呆ほうけたように口を開けたままの少女に、璃子は「どうしたの？」と訊たずねた。

「あなた、アレックスカップの時の、平手打ちのパートナーさん！」

「なっ……!?」

　璃子は絶句した。少女がくりくりとした小動物のような目で璃子を見上げてくる。

「何であなたがそんなこと知ってるのよ！」

「わたし、あの競技会、見に行ってたんです。前から三列目くらいの席で。すっごく美人なパートナーさんが自分と同じ年だって知って、それでよーく覚えてました」

　璃子は頭を抱えた。まさか、あの失態を見ていた人間に会うなんて……

「あの」

　凹へこんでいる璃子の前で、少女はにこにこして言った。

「よかったらダンス部に入りませんか？」

「……あなた、ダンスやってるの？」

「はい！……とは言っても、始めたばかりなんですが」

　自分を誘さそうということは、競技ダンス部の人間だろう。璃子は、首を横に振ふった。

「ごめんなさい、競技ダンス部には入らないわ。競技ダンスは、もうやらないって決めたから。それじゃ」

「競技ダンス部じゃないですよ」

　足早にその場を後にしようとしていた璃子の足が、その言葉に止まった。振り返れば、少女がにっこり微笑ほほえみ、手を差し出す。

　胸元にあった一枚の紙──部活動承認届を見せながら。




「シャル・ウィー・ダンス？……一いつ緒しよに、踊りませんか？」




　風が吹いて、小さな少女の髪かみがふわっと揺ゆれる。

　少女と璃子の間を、くるりくるりと桜の花びらが舞い落ちた。
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　入学式からひと月が経たち、新入生たちも心なし落ち着く五月。

「新入生諸君、我が部に入部しないかッ！」

「いやいや、是ぜ非ひうちに！」

「その獲え物ものはうちのモンだー!!」

　……現在、落ち着きなんて、皆かい無むだった。

　響き渡わたる、叫さけび声。怒ど号ごうだったり悲鳴だったり、もはや校内は阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずである。

「嫌いやだー！」

「誰かタスケテー！」

「お前ら、ここは俺に任せて先に行ギャアアアア！」

　一人、また一人と、一年生の教室から新入生が担かつぎ出されていく。その姿は、もはや売られていく米俵だ。実際、簀す巻まきにされる者までいる始末。

　本日、埼さい玉たま県けんの県庁所在地にある、ここ、さいたま高校──通つう称しよう〈たま高〉では、落ち着きなんて言葉とは無む縁えんの『部活動勧かん誘ゆう祭』という催もよおしが行われていた。

　部活動勧誘祭──それは、「学校中どこでも自由に新入生を勧誘したい！」との在校生の暑苦しい声により、十年程ほど前から設けられた部活動勧誘期間だ。

　期間は三日。この間は、屋外だろうが教室だろうが学食だろうが、果てはトイレ内まで、学内ならどこでも部活の勧誘活動が認められていた。

　宣伝のビラ配りなんて当然の行こう為い。運動系ではスポーツお試ためし体験コーナー、文系では展示会などが、部室や空き教室を使って行われている。事前の衛生検査を行い、お茶会的なものを開いている部活も少なくない。が、それは表立って言える勧誘だ。当然、キタナイやり口の強ごう引いんな勧誘行動も珍めずらしくはない。

　実際、この期間には、突とつ如じよ失しつ踪そうする新入生が少なくなかった。だが、大たい抵ていどこかの部室に連れ込まれているだけなので、人一人消えたところで新入生以外誰も騒さわがない。教師たちも慣れたもののようだった。みな、職員室で暢のん気きにお茶をすすっている。

「だから、それはバスケ部の入部希望者だッ！」

「どこに目ェつけてんだ！　こいつは俺たちサッカー部のもんだ！」

「やんのか！」

「ああ？　望むところだ！」

「「「戦争だー！　やっちまええええええ!!」」」

　現在、新入生を争って、あっちでもこっちでも勧誘部員たちのどつきあいが勃ぼつ発ぱつしていた。獲かく得とく部員の人数に応じて学校より奨しよう励れい金が付ふ与よされるため、どこの部活も必死なのだ。部に所属する生徒の数が増えるということもあって、学校側もなかなか乗り気なこの勧誘祭は、今では学祭並みの賑にぎわいを見せる一大イベントとなっていた。

　朝、出欠を取られた後、農場で放牧される羊たちのように、新入生たちには丸一日の自由時間が与あたえられる。ホームルーム終しゆう了りようの鐘かねが鳴ると同時に飢うえた〈狼おおかみ〉たちが入り込んでくるのも、全すべて学校から承認済みの行為だ。羊たちはすぐに乱らん獲かくされていく。

　そんな中、

「ふいー、おっかねえなあ。あいつら、人攫さらいかよ」

　桧ひ野の雪ゆき也やは、中学の頃からの友人である須す藤どう春はる樹きと一緒に、狼たちの侵しん入にゆうにより無法地帯と化した教室を脱だつ出しゆつしたところだった。

「先せん輩ぱい方、目が本気だったよねえ」

　雪也の呟つぶやきに春樹が苦く笑しようする。あのまま教室に残っていたら、意思とは無関係に確実にどこかの部室まで連行されてしまうのは、東から昇のぼった太陽が西に沈しずむということより明確だった。

　雪也と春樹がとっさに窓からベランダに出たのは、本能的に身の危険を察知したから。何人か同じように逃とう走そうを図った者たちもいたようだが、彼らがどうなったのか雪也たちに知る術すべはない。

　バーゲンセール会場のように荒あれ狂くるう教室を後に（当然品物は新入生である）、雪也と春樹はベランダ伝いに他教室から廊ろう下かへ出て、校舎と校舎の間にある中庭へとやって来た。

「……ここは大丈夫みたいだな」

　校内はどこもかしこも部室として使用中で、校舎前広場や校庭では運動部がＰＲ活動を行っている。学校中で安全なのは、どうやら運動禁止とされたこの場所だけらしい。ここには植えられた花などがあるので、手て荒あらな勧誘活動ができない。なお、花を折ると手入れをしている筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした用務員さんにシメられるらしい。

「抜ぬけ出せたところで僕は写真部行くけど、雪也はどうする？」

「俺はいいや。適当に時間潰つぶしてるよ」

　春樹には一応、覗のぞきに行きたい部活があるらしい。が、雪也にはそんなものはなかった。勧誘祭の日に真ま面じ目めに登校してきたのも、朝夕の出欠確認の際、教室にいなければ欠席扱あつかいにされてしまうから。それさえなければ（誰だれがこんな煩わずらわしいイベントに参加するか）というのが雪也の本音だった。

「そっか。じゃあ僕行くわ、気をつけろよ」

「お前もな」

　手を振りながら、春樹は校舎に戻もどって行った。

　まるで戦地に赴おもむくかの如ごとく去っていく友を見送った雪也は、花か壇だん脇わきのベンチに腰こしかけながらえんじ色のネクタイを外した。狼たちはネクタイの色で新入生を見分けている。ここに来るまではどうにかする余よ裕ゆうがなかったが、それさえ外してしまえば、ひとまず安全だ。

　三階の廊下の窓を見上げると、どこかの部員の肩かたに担がれ連行されていく一年生たちの姿が見えた。ドナドナ、という言葉が雪也の頭を過よぎる。渡り廊下を、看板を持った柔じゆう道どう着ぎ姿のパンダと某ぼうテーマパークから訴うつたえられそうなネズミの着ぐるみが通り過ぎた時、雪也はいよいよ「面めん倒どうくさい」とその場に寝ね転ころんだ。

　こんな時は眠ねむって時間を潰すに限る。

　雪也はどこの部にも入る気がなかった。部員というくくりで束そく縛ばくされるのも嫌だったし、そもそも部活動というものに興味がなかった。滅めつ多たに存在しないようだが、一応このたま高でも帰宅部は認められているし、それでいいやと思っていた。

　思えば、これまで何一つ打ち込めるものが見つけられなかった。

　小学校の時に親に入れられたピアノ教室や塾じゆくは三日で行くのを止やめ、中学の時、担任に勧すすめられて入った部活（何部だったかすら忘れた）は、気づいた時には幽ゆう霊れい部員になっていた。習い事も遊びも、長く続いたためしがない。一つもない。

　だからせめて、と中学の時から学校だけは真面目に通うことにしていた。それ故ゆえに今日も真面目に登校してきたのだ。雪也なりの「何も続けられないわけじゃない」という意地故の行動だった。

「はあ。たるいなあ……」

　気持ちのいい天気だった。初夏の風が、中庭にも吹き込んでくる。

　青く晴れ渡った空をぼんやり見上げると、二羽の鳥が戯たわむれているのが見えた。雪也はそれを無意識に目で追う。鳥の方がよっぽど自分より楽しく生きているように見えた。このままつまらない人生を送るのかな、と思って少し憂ゆう鬱うつになる。

　その時、顔に人ひと影かげが被かぶさった。

　春樹にしてはやけに早いお戻りだ──そう思った雪也は顔を向けて、ぎくりとした。

「……」

　一人の女子が、無言で雪也を見下ろしていた。

[image: ]

　黒くろ髪かみを真しん紅くのリボンで結ゆわえたポニーテールが風に揺れる。表情がないせいか、少し性格がきつそうに見える、つり目がちで大きな二重の目。横になったまま見ても分かる、とびっきりの美少女だった。その小さな顔の下は、子こ鹿じかのように細い首、さらに下に視線を移せば、出るところは出ていて、しかしきゅっとくびれたウエストにすらりと伸のびた四し肢し……何かの運動をしているのか、やけにスタイルがいい。横になった雪也の位置から、スカートの中が見えそうで見えない絶ぜつ妙みような位置に立っている。手にはビラらしき紙の束。

　勧誘だ、と雪也は身構える。女子が桜の花びらのような唇くちびるを開いた。

「あんた、新入生よね？」

　口調は第一印象の通りきつめだった。雪也はそっと視線を逸そらす。

「いや、俺二年だけど」

「噓うそおっしゃい。始業式であんたの顔見たわよ」

　流れるようについた噓は、あっさりと否定されてしまった。

　雪也は（どうしたもんか）と寝ねそべったまま考える。

「…………………………見み間ま違ちがいじゃね？」

「往おう生じよう際ぎわが悪いわね。そんなに視力も記き憶おく力も悪くないわよ。あんたはどうか知らないけど」

　大変口の悪い女子だった。かわいいのに刺とげ々とげしくて残念すぎる。

「ちっ」

　不快だったので聞こえよがしに舌打ちをすると、女子にぎろっと睨にらまれた。

　ほぼ無表情なのに物もの凄すごい迫はく力りよくだった。絶対零れい度どの視線に凍こおらされる気がした。冷気が彼女から[image: ]ほとばしっているようで、土下座して謝罪したくなる。

「うわっ……」

　彼女がさっと手を閃ひらめかせたので、雪也は思わず身を竦すくませた。殴なぐられると思ったのだ。だが、

「ちょっと、なんでビビッてんのよ。はい、これ」

　不ふ機き嫌げん顔の彼女が雪也の眼前に突つきだしたのは拳こぶしでも平手でもなく。

　手に持った紙束からの一枚だった。

「えっと……部活の勧誘ならお断りしますけど」

「別にいいわよ、入らなくたって。あんたみたいなの、これっぽっちも入って欲しいと思ってないし。あたしはビラの数減らせれば、それでいいだけだもの」

　微み塵じんも粘ねばられず、雪也は逆に肩すかしを食くらった気分だった。しかもかなりひどいことを言われた気がする。いや、間違いなく言われた。

「何のためのビラだよ。そんなら捨てればいいじゃん」

　怒いかりを堪こらえながら雪也が言葉を返せば、彼女はバツが悪そうに視線を逸らす。

「それは……だめ」

「わけわからん──あ、捨てたのばれたら先輩が怖こわいとかか？」

　よくよく見れば、女子は雪也と同じ新入生のようだった。胸むな元もとのリボンが雪也と同じえんじ色。つまり入部してまだひと月程度ということで、部内での地位も高くはないはず。

　だが、女子は首を横に振ふった。

「違ちがうわよ、そんなんじゃない。そんなんじゃなくって」

「じゃあ何だよ」

「……作った子に、申し訳ないもん」

　真面目に部員を捕つかまえようとしない奴やつがよく言うよ、と雪也は内心で思った。思ったが、言って粘ねん着ちやくされても困る。

「受け取ってくれるだけでいいから。どうするかは好きにして。それじゃ」

「あ、ちょっと待てよ」

　立ち去ろうとした女子を雪也は呼び止めた。女子が怪け訝げんな顔をして振り返る。

「何？」

「あのさ、なんで俺の顔、覚えてたんだ？」

　雪也には特段目立つような特とく徴ちようはない。身長、体重など全体的に高一男子の平均の値だし、容よう貌ぼうだって典型的な日本人顔、地味な作りをしている。どこにでもいる、普ふ通つうの高校生だ。はっきり言って〝背景モキャラブ〟ってやつだと雪也自身思う。主役じゃない。

　その疑問に、そうね、と女子は涼すずしい顔で、

「綺き麗れいなお尻しりの形、してたから」

　そんなことをのたまった。聞き間違っただろうかと雪也は一いつ瞬しゆん、硬こう直ちよくする。だがはっきりと聞こえたので間違いではないだろう。

　しかし、それにしても……尻の形？

　訝いぶかった雪也は眉まゆ根ねを寄せる。女子に恥はずかしがる素そ振ぶりはない。

「あの、まさかお前…………………………………………痴ち女じよ、ってやつか？」

「は、あ？」

「だって普通、男の尻なんて見ないだろ……」

　男の尻なんて見ても何にも楽しくないだろう、と雪也は心底思う。

　何だこの女子、尻フェチってやつか？

　雪也の探さぐるような視線に、女子は呆あきれたようにため息をついた。

「あのねえ、あたしは真ま面じ目めにスタイルの話をしてるのよ。あんたたち男子みたいにいかがわしいこと四六時中考えてるほど暇ひまじゃないの……ああ、それでも普通は面と向かって言わないか」

　一人納なつ得とくして頷うなずく女子。雪也には何が何だかさっぱりだ。とりあえず「別に四六時中いかがわしいこと考えてねーよ」とは男子代表で反論してみる。しかし彼女の目は「噓おっしゃい」とでも言うように眇すがめられたままだった。

「……まあ、いいわ。気にしないでちょうだい。どうせもう、関かかわらないだろうから」

「さいですか。それは安心した」

「は？」

「いえ、何でも……」

「……じゃあね」

　凍こごえるような冷気を残し、今度こそ女子は颯さつ爽そうと去って行った。

　雪也は遠とお退のく背を忌いま々いましげに見送る。しかし、彼女の美しい後ろ姿は、どこか一輪の薔ば薇らを思わせた。

「刺々しいあたり、そっくりだな……さて」

　校舎の中に女子の後ろ姿が消えていくのを見届けて、雪也は思い出したように受け取ったビラを眺ながめる。紙は普通のコピー用紙で、翳かざした青い空が少しだけ透すけて見えた。

　ビラにはイラストが描かいてあった。わざとなのか本気なのか、幼よう稚ち園えん児じが描いたようなかなり拙つたないタッチのものだ。お花畑らしきものを背景に、なんとか判別できる二人の人間らしきものが描かれているということだけは辛かろうじて分かった。そのイラストの下に、可愛かわいらしい丸文字が並んでいる。部の名前のようだが──

「──……社交ダンス部？」

　縁えんもゆかりもない名めい称しように、雪也はビラを置いて行った女子の姿を思い浮うかべる。どうりで綺麗な体型をしていたわけだ、と雪也は一人納得した。

「社交ダンスって、確か男と女が一いつ緒しよに踊おどる奴だよな」

　手を握にぎり身体からだをくっつけて。ドレス。くるくる回る。そんな漠ばく然ぜんとしたイメージしかないが。

「……ま、俺には関係ないわな」

　特に興味もない。

　ビラをアイマスク代わりに顔にのせて、雪也はそのまま目を閉じた。




　＊　　＊　　＊




　鐘かねが二度ほど鳴った頃ころ、雪也はうっそりと目を開けた。

「腹減ったなー……」

　アイマスクにしていたビラを取り、腕うで時ど計けいを見れば、ちょうど昼休みだった。春樹が戻もどって来た形けい跡せきはない。特に待ち合わせしていたわけでもないので、次に顔を合わせるのは帰りのホームルーム時だろう。

「昼飯、どうすっかな」

　先さき程ほどの女子のように、顔を覚えている奴がいないとも限らない。学食でのんびり定食を食べている場合ではなさそうだ。

　そう思って購こう買ばいでパンでも買ってこようかと身体を起こした時、どこからかいい匂においがした。

「これは……カレー、か？」

　玉ねぎを炒いためた甘く香こうばしい香かおりと香こう辛しん料りようのスパイシーな香りが混ざり合い、空気に乗って雪也の鼻を撫なでていく。くんくん、と誘ゆう惑わくする匂いの方向に鼻を向けると、一人の女子が金色の大おお鍋なべを持って、えっちらおっちらと渡わたり廊ろう下かを行くところだった。

　だが、その格好が妙みようちきりんだった。

　女子は、制服とは違う、オレンジ色とクリーム色を基調としたツーピースの可愛らしいアイドルのような服を着ていた。後ろ髪がみを括くくった犬の垂れ耳のように見える緑色のウィッグかつらをつけている。まるでアニメに出てくる女の子のような──否いな、確かアニメに出ていたな、と雪也は記憶をたどった。「キラッ☆」とポーズつけて言っていたっけ。超ちよう時空シンデレラ系アイドルとかなんとか。だが、何のアニメかまでは知らない。

　その女子の小学生のようにちんまい身体に対して鍋が大きすぎて、足取りが何だか危なっかしかった。左右にふらふら。鍋の中身をその場でぶちまけてしまいそうな不ふ穏おんさがひしひしと滲にじみ出ている……雪也が他人ひと事ごとながら、はらはらして見守っていた時だった。

　その少女とばっちり目が合った。

　やばいと思った雪也が目を逸らした時には、既すでに女子は雪也の方へと足を向けていた。とてとて、と近づく足音。

「あのう」

　ガン無視を決め込んでいた雪也に、女子は怖おじ気けづくこともなく声をかけてきた。仕方なく雪也は顔を向ける。

　女子が小首を傾かしげると、犬の垂れ耳のような緑色のウィッグかつらがふわっ☆と揺ゆれた。犬というよりハムスターに似てるな、と雪也は漠然と思った。ひまわりの種をあげたくなる。

「何？」

「新入生ですよね？」

「いや、俺、二年──」

「新入生ですよね」

　断言されてしまった。

　雪也が否定できずに黙だまっていると、女子がくいっと鍋を持ち上げてみせる。

「カレー、食べませんか？」

　女子が手に持つ大鍋から、いかんとも抗あらがいがたし芳ほう醇じゆんな匂いが零こぼれ出ている。生なま唾つばが空腹の雪也の喉のどを伝う。ごきゅり。

　だが、女子の格好は明らかに「部活勧かん誘ゆうしてますよ！」と言っていた。迂う闊かつについて行けば軟なん禁きんされるかもしれない。何部なのかその格好から全く見当がつかない分、余計に心配になる。下手へたすれば超時空シンデレラ的な歌を聞かされるかもしれない。

「いや、俺腹減ってないから──」

　──ぐう。

　空気の読めない腹の虫だった。

　情けない声を上げた雪也の腹を見て、女子はふふっと笑う。きまりが悪い思いをした雪也は、頭を搔かいて訊たずねた。

「……何部？」

「え？」

　女子は目を瞬またたく。

「部活、勧誘のために用意したんでしょ、それ」

「えっと……しゃこ……だん……」

　そこまで言って、彼女は何かを考えるように口を閉とざした。

　雪也は頭を捻ひねった。声が小さくて良く聞こえなかったが、しゃこだん？

　北海道の地名？　改造自動車？──それはどちらも『しゃこたん』である。

「……………………………………………………………………………………カレー部です」

　散々時間を費ついやしたのち、彼女はそう言った。

「今の間ま、何？」

「カレー部です」

　言い切られた。雪也は目を眇める。

「そうじゃなくてさ、間……」

「あ、わ、わたし入部したばかりで、部活の名前ちゃんと憶おぼえてなくて」

　んなわけあるか、と雪也は思わず突つっ込みそうになった。

　憶えてないなんて言うが、カレー部はたったの四文字だ。しかも手にはカレーの入った鍋。なのに憶えられないなんて、どれだけ記き憶おく力が悪いのか。そんなの、この高校に入学するのが無理なレベルだろう。

　胡う散さん臭くさい、と雪也は思う……思うが、この香ばしいカレーの香りは本物だ。

　考える。昼食にカレー部（らしき部）の作るカレー……悪くない。

「部員は何人？」

「あ、わたしを含ふくめて女子三人です」

「少なくないか？」

「今年設立したばっかりなんですよ」

　たま高の部活動承しよう認にんは、なかなかに緩ゆるい。人数制限などなく、活動場所と顧こ問もんさえどうにかなれば、用紙に必要事じ項こうを書いて提出するだけで大体が部として認定される。生徒の自主性を重んじる校風故ゆえだ。

「とっても楽しい部活ですよ」

「でも俺、どこにも入る気ないんだ。帰宅部になるつもり」

「あう、そうなんですか……」

　女子はしゅん、とした。が、すぐに気を取り直したのか顔を上げた。

「で、でも、カレーおいしいですよ！　食べるだけ……食べるだけでもいいんで部室に来ませんか？」

「本当に、食べるだけでいいの？」

「う……ほ、本当、です」

　噓うそだ。この様子は勧誘する気だ。顔にもありありと書いてある。

　雪也はカレーと勧誘を天てん秤びんにかけた。カレーを食べる時間を多めに三十分と考えて──

「……分かった、行くよ」

　結論は、食事の時間三十分──その時間だったら話を聞いてやってもいい。タダ飯食わせてくれるのだ、三十分くらい付き合ってやろうじゃないか……入部はしないけれど。柔じゆう道どう部や相撲すもう部相手では厳しいが、もし強きよう硬こう手段を取られたとしても、相手が女子三人だけならば部室からの逃とう亡ぼうはたやすいだろう。

　そんな雪也の内心など知ってか知らずか、女子は、ぱあっと笑え顔がおになった。

「それじゃさっそく行きましょう！　こっちです！」

「あ、おい」

「わわ……!?」

　女子が何もないところでけっ躓つまずき、転びかける。雪也はとっさに鍋に手を伸のばした。女子の背後から抱かかえ込むように、彼女の手ごと鍋の取っ手を摑つかむ。

「ふう、危ねー危ねー」

　大事なカレーを地面に食べさせてしまうところだった──と安心したところで、雪也は己おのれの手が何を摑んでいるのか理解した。

　自分の手の中に、鍋の取っ手を摑む女子の手がある。

「……っ、わ、ご、ごめん！」

　雪也は慌あわてて女子の手から手を離した。女子もゆでダコのように顔を真っ赤にしている。

「あ、い、いえ、こちらこそすみ、すみません、えっと、部室、ご案内します、ね？」

　女子は引きつった顔であははと笑い、そのままぎくしゃくした足取りで歩き始める。

　雪也は女子の後を追いながら、自分の行動を思い返してみた。

（女子の手を握るとか……マジか……）

　自分の手のひらを見て、雪也はおののく。とっさのこととはいえ、なんという大だい胆たんなことをしてしまったのか。

　異性の手を握るなんて、雪也のこれまでの人生にはないことだった。カレーを守るために手が勝手に出てしまったが、すごく恥はずかしいことをしてしまったと思う。握った小さく柔やわらかな手の感かん触しよくが、まだ手のひらに鮮せん明めいに残っていた。相手は小学生みたいで、妹みたいな女子。これがもし同世代に見える女子だったら、こんな恥ずかしさじゃすまなかっただろう。

　雪也は自分よりかなり低い位置にある小さな女子の後頭部を見てため息をついた。まあ、今回のは事故。今後女子の手なんて握ることはないかもしれないな、と。それくらい、これまで女子とは縁がなかったのだ。恐おそらくこれからもないだろう。神様がいたずらでもしない限り……と考えて、ちょっぴり悲しくなった。泣いてなんかないぞ。

　そうこう考えているうちに、雪也は部室棟とうへと連れてこられていた。

　たま高の部室棟は、校舎と同じようにコンクリートで作られた立派なものだ。そこの四階、一番西側端はしっこの部屋の前で女子は立ち止まった。

「着きました、ここです」

　何故なぜか部室からは音楽が漏もれ出ていた。ドコドコドコドコと重低音が響ひびいており、かなりの大音量で流しているのが外からでも分かる。周辺の部から騒そう音おんの苦情が来ないのだろうかと心配になるレベルだ。

「あの、この音楽、何？」

「び、ＢＧＭです！　カレーを作る時の！」

　カレー作りにどんな大音量でＢＧＭをかけるというのだ、と雪也は首を傾げる。

　あれか、寝ねかせる時に音楽を聞かせた方がおいしくなるって奴やつか？

　しかし、そもそも別の場所で作って持ってきたのではないのか？

　疑問を抱えたまま、雪也は女子に続いて開かれた扉とびらを潜くぐった。

　部室は思いのほか広かった。新入生を歓かん迎げいするためのものか、壁かべや窓にパーティー会場のような装そう飾しよくがされている。しかし先客は誰だれもいないようだ。部員もいない。

　部屋の奥、窓まど際ぎわの棚たなに載のった黒いＣＤデッキとコンポが音楽の出所だった。木でできた簡素な長なが椅い子すが窓際に置いてある。そして、硬かたいフローリングが敷しかれた部屋の真ん中は、まるで何かを行う場所であるかのように、がらんとした空間になっている。

　だが、特筆すべきは部室の西側の壁。

　一面が鏡張りになっていた。まるで部室全体を映そうとでもしているよう。

　雪也が入り口で呆ほうけていると、女子が「こちらへどうぞ！」と長椅子に招いた。だが、雪也は微び動どうだにしない。

「あの、こちらへ？」

「……ここ、カレー部なんだよな」

「は、はい」

「噓だろ」

　断言できる材料はなかったが、部室の醸かもし出す雰ふん囲い気きが断じて料理系の部のものではない。

「え、えと、とりあえずカレー食べません？」

　ぎこちなく笑って女子が雪也を促うながす。だが雪也は入り口から動かなかった。

　膠こう着ちやく状じよう態たいで見つめ合う雪也と超ちよう時空シンデレラ。

「……やっぱ帰るわ」

「えええっ！　ちょ、ちょっと待ってくださ──」

「タダイマお戻もどりしましたー！」

　雪也が踵きびすを返し、部屋を出ようとした時だった。

　元気な掛かけ声が部室に飛び込んできた。と、同時、弾だん力りよくのある柔らかい何かがぶつかってきて、雪也は「ばいんっ」と部室内に弾はじき飛ばされた。

「いやア、白い衣装はダメだネ。カレーがはねちゃいマシテ、早はよ洗わないと……って、ハレ？」

　入ってきたのは全身ピッチリとした白いボディースーツ──確かプラグスーツと呼ばれていたと雪也は思い出す──の衣装を着た、これまたコスプレ姿の女子だった。確かこのキャラは青みがかった銀ぎん髪ぱつに赤い目だったはずだが、彼女は金きん髪ぱつのショートカット。どうやら地毛らしい。さらに目の色は青。こちらも地のよう。

　中ちゆう途と半はん端ぱなコスプレ姿の彼女は、つまり外国人だった。

　雪也が見上げねばならないほどすらりと身長が高く、モデルのような体型をしている。彼女は雪也を見て目を瞬いた後──ぱあっと笑顔になった。

「おオ！　いらっしゃいマシ！　ウェルカム！」

「ちょ、うわ、待っ──」

　プラグスーツが破けんばかりの豊満な胸むな元もとに「ぼいんっ」と顔面を押しつけられ、雪也は熱ねつ烈れつな歓迎を受けた。先さき程ほど、雪也を部室内に弾き飛ばしたものの正体に窒ちつ息そくしかける。どうやら彼女もここの部員の一人らしい。天国と地獄って隣り合わせなのかな……などと雪也が酸欠に頭を朦もう朧ろうとさせながら考えていると、

「さっそくの入部希望者じゃないデスカ！　嬉うれしいデス！　感激デス！　あなたはわたしが守るモノ！」

「──ぶはっ、何の話だ！　守ってもらわなくていいし、いま逆に息の根止められそうだったし、それに俺は入部するなんて言ってない！」

「はれ？　さようでござりまするカ？　じゃあナゼここに？」

　すっとぼけた片言の日本語で喋しやべる外国人を引っぺがし、雪也は呼吸を整えた。

「……そっちの子に、カレー食わないかって誘さそわれたんだよ」

「ほお、ボクの作ったカレーですネ！」

「あんたが？」

　雪也は外国人を上から下までじろりと見回した。偏へん見けんかもしれないが、カレーと言えばインド人だと雪也は思っている。だが、彼女は北ほく欧おう系の顔立ちだ。それに加えてすっとぼけた言動からも、とても料理上手には思えない。

「イエス、ボクが作ったデスヨ」

「美味うまいのか？」

「トーゼン！　イギリス仕込みの料理の腕うで、抜ばつ群ぐんデスから」

「イギリスってさ、料理の不味まずい国って言われてるよな」

　一気に不安になる雪也の態度に、外国人は不服そうに腰こしに手を当てる。

「む？　そんなのボク初耳デスヨ。ささ、おいしいデスヨ。召めし上がれー」

「お、おい！」

　がっちりと肩かたを摑まれて、雪也は長椅子まで連行された。問答無用で座らされると、既すでに傍かたわらには皿に盛りつけられたカレーライスを小さな少女が持って立っている。

「タマちゃん、多分『あーん』してあげたら彼、喜ぶデスヨ。男性は古今東西、老いも若いも問わず『あーん』に弱いという話デス」

「ちょっと待て、その話の情報源ソースはどこだ」

「そ、それじゃ、あーん」

「いらん、そういうの俺はいらんから！　自分で食べれるから！」

　小さな少女が、恥じらいながらスプーンに載のせたカレーを差し出す。

　が、雪也は頑かたくなに断った。皿とスプーンを引っ手た繰くるようにして受け取る。

「さあ、お腹なか空すいてますデショ。どうぞどうぞ、がっぷりと」

　がっぷりでは相撲になってしまう。多分「がっつり」と言いたかったのだろう。

　女子二人に見つめられたまま、雪也はぼそっと「いただきます」と手を合わせた。とっとと食べてこの場所を後にするに限る。そう思ってライスに突つっ込まれた状態のスプーンを握にぎり、カレーを口に運ぶ。

「……っ!!」

　その味に、雪也の身体からだに電気が走った。

「どーデスネ？」

「…………………………………………………………………………………………美味い」

　大変不本意であるが、事実だった。

「本当デースか？」

「ああ。本当だ」

「わオ！　ヤター、ヤッタヨー！」

　外国人がくるくる回転する。とても安定感のある回転だった。むちむちしたお尻しりや腰こし回まわりに思わず雪也も目がいってしまう。おみ足が素す晴ばらしい長さで、芸術的な美しさだった。

「それにしても……」

　喜びに舞まい上がる金髪プラグスーツ娘むすめを無視し、雪也はカレーのあまりの美味さに閉口する。日本の家庭でよく食べられているカレーに似ているが、スパイシーでいて深いコクがあり、それでいて甘みとの調和もしっかり取れている。

　こんなまともな料理が、あの変てこなコスプレ外国人の手で生まれるものか？

「フィオナちゃん、料理とっても上手なんですよ。カレーはインド人のシェフに習ったって言ってました」

　雪也が悩なやんでいると、隣となりに小さなハムスター少女が腰かけた。やはりインド人の仕し業わざか。なら、仕方がない。

「名前言ってませんでしたね。わたし、宮みや畑はた珠たま実みって言います。好きに呼んでください。で、あっちはフィオナちゃん」

「はァい、フィオナ・シングラー言いますデス。イギリスで生まれたイギリス人デスヨ。キミは？」

「……桧野雪也」

　少し逡しゆん巡じゆんしたが、雪也は素す直なおに答えた。別に名前を隠かくす必要はない。

「雪也さん、ですね。あ、ささ、カレー、冷めないうちに食べちゃってください」

　にっこにっこと微笑ほほえむ珠実に、雪也は「それじゃ」とスプーンを動かした。

　食べれば食べるほど食しよく欲よくを増進させる魔ま性しようのカレー。雪也が舌した鼓つづみを打っていると、フィオナが料理中にカレーのシミを衣装につけてしまったとかで、制服に着替えて戻ってきた。

　雪也の前でしゃがみ込んだ彼女は、上うわ目め遣づかいで雪也を見上げる。

「な、なんだ？」

「ウフフ。入部してくれたら、ボク、ユキヤにいつでもお料理作ってあげるヨぉ？」

　どうやら勧かん誘ゆうタイムが始まったらしい。雪也は口からスプーンを抜ぬき取り、口内のものを嚥えん下かした。

「確かにこのカレーは美味かった。けど、他ほかの料理が美味いかは分からないし」

「オウ。ボク、和洋折せつ衷ちゆう何でもイケますが？」

「フィオナちゃんは三ツ星レストランのシェフに料理習ってますから、プロ級の腕うで前まえです！」

　珠実の後押しに、フィオナがエッヘンと胸を張った。制服に押さえ込まれたグレープフルーツのような見事な丸みが弾はじけんばかりに強調される。何だか爆ばく発はつしそうだった。

「でもさ、いつでもってのは無理だろ」

「いつデモ？」

「例えば、毎日頼たのんだら作ってくれるのかってこと」

「んー。部室に毎日来てくれるなら、いいデスヨ」

　いいらしい。呆あつ気けに取られた雪也だったが、すぐに気を取り直す。

「ざ、材料費は一いつ切さい出さないぞ。それでもいいって言うのかよ」

　我ながらけち臭くさい交こう渉しようだと雪也は思う。けれどこれは相手を下がらせるための無茶な要求なのだ。吞のんでもらおうとは思わない。

　だが、フィオナはにんまりと笑え顔がおで頷うなずいた。

「イエス！　ボクはお料理作るの楽しいデス。入部してくれたらユキヤのために毎日愛情込めてタダーでお食事作るデスヨ！」

「え……マジで？」

「イエス。大マジ、ヨ」

　それは破格の申し出だった。この高レベルの手料理が、好きな時に、毎日でも食べられる。それも、タダで。

　共働きをしている両親の負担を減らすために、雪也は弁当を作ってもらっていない。毎日の昼食を学食、もしくは購こう買ばいのパンという決まり切ったメニューで済ますしかない育ち盛りの高校生男子にとって、それは夢のような話だった。

「タダ飯……手料理……」

　雪也は悩んだ。まさかこんな風に悩むことになろうとは思わなかったのに、とんだ誤算である。

「雪也さん、どうでしょうか。この紙に名前を書いてくれるだけでいいんですけど」

　ぺらり、と雪也の眼前に珠実が晒さらしたのは入部届だった。名前を書くだけでよい簡潔なフォーマットのそれを雪也は睨にらむ。

「……入部したって、俺続かないよ。部室にだって料理食べに来るだけになると思う」

「それじゃ入部はしてもいいと思ってるんですね！」
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　きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせて珠実が言った。気け圧おされて雪也は思わず頷く。

「う……ま、まあ、活動を強制されなければ……」

「しません！　この部は自主性を重んじてますから！」

「たまちゃん。言げん質ち取るぞ、それ」

「構いませんっ」

　雪也と珠実は睨み合った。

　二人の間を、しゃがんだままのフィオナの視線が行ったり来たりする。

　しばらくして雪也は答えを出した。

「……分かった。名前書くだけだぞ」

「ほ、本当ですか！　やった！」

　珠実とフィオナが手を取り嬉き々きとしている横で、雪也は入部届に記名した。繰くり出したボールペンの芯しんを戻もどしてから、ふと紙面の部名が空くう欄らんになっていることに気づく。

「あのさ、」

「あ、書けましたか」

　ひゅっ。

　目にも留まらぬ速さで雪也の手から入部届が奪うばわれる。

　まるで瞬しゆん間かん移動したかのように珠実の手の内に収まった紙。その様子に目をぱちくりさせながら、雪也は再度声をかけた。

「あの、さ」

「はい？」

「何デショ？」

　不思議そうに見つめてくる二人の女子に、雪也は今いま更さらな質問を投げかけた。

「そもそも、ここって何部──」

　雪也が皆みなまで訊きく前に、がちゃ、と部室の扉とびらが開く音がした。

　目を向けると、一人の女子が入ってきたところだった。

「「あ」」

　雪也と彼女は同時に声を上げる。

　真しん紅くのリボンで括くくった黒くろ髪かみポニーテールは見覚えのあるもの。つり目がちな目が、困こん惑わくしたように雪也を見つめている。

　それは先刻、ビラを渡わたしてきた女子だった。

「……尻フェチ女子」

「誰だれが尻フェチよ、誰が！　あんたと一いつ緒しよにしないでよね変態！」

　呟つぶやいた雪也は黒髪女子に全力で否定された。しかも変態扱あつかいされた。「二人とも知り合いですカ？」と訊たずねるフィオナに、雪也も彼女も「ちょっとね」と曖あい昧まいに返す。

「璃子ちゃんおかえりなさい！　勧誘のチラシ、全部配ってくれたんだね、ありがとう！　雪也さん、こっちは麻あさ田だ璃子ちゃんです」

　璃子と呼ばれた彼女は、無ぶ愛あい想そうに雪也を一いち瞥べつした。珠実やフィオナのような気さくな挨あい拶さつの言葉はない。

「リコってば、ボクがレイのコスプレするからって、アスカのコスプレ頼みましたデショー。リコとエヴァりたくて真っ赤なプラグスーツをせーっかく用意しまシタのにー」

「着ないって言ったでしょ。何がよくてあんな格好しなきゃいけないのよ」

「タマちゃんはちゃんと着てくれまシタヨ、マクロスＦのランカちゃん」

「知らないわよ。いつも思うけど、あんたたち昔のアニメ詳くわしすぎ」

「ボクらなんて、詳しいうちに入らんデスヨ」

　ぶーぶー文句を言うフィオナを軽くあしらう璃子。彼女を見て、雪也は目を瞬またたいた。

「え。あの、もしかしてあんた、ここの部員？」

　恐おそる恐る訊ねる雪也に、璃子と呼ばれた黒髪ポニーテール女子は複雑な表情で頷いた。

「そうだけど、悪い？」

「いや、悪くはないけど……」

　雪也は既すでに珠実の手に渡っている入部届に目を向けた。

　空欄の部名。先刻貰もらったビラの文字。

「あの、つかぬことをお訊ききしますが」

「何」

　睨まれた。怖こわいが、雪也は確かく認にんしなければならなかった。

「えっと、まさか、ここって」

「社交ダンス部だけど」

　璃子の口から発せられた、ある意味予想どおりの答えに、雪也は頭を抱かかえて呻うめく。

　それから、食欲に負けて軽々しく署名してしまった自分に激しく後こう悔かいした。
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「な、酷ひどい話だろぉ……？」

　帰りのホームルームのため教室に帰ってきた春樹は、雪也の顔を見るなりこれまでに繰り広げられた惨さん事じをとつとつと語り始めた。

「写真部だと思ったら、ローアングラーたちのためのローアングル研究部……しかも女装しなきゃいけないなんて……」

　ローアングラーとは低位置からコスプレイヤーを撮さつ影えいする者たちのことだ。かつては東京・秋葉原の路上でコスプレイヤーの撮影をして話題になっていたとか。

「いいじゃん、お前下手へたな女子より可愛かわいいし」

「可愛いとか言うな、ばかー！」

　春樹が机をばん、と叩たたいた。ヘアピンでとめた前まえ髪がみをぐしゃぐしゃと搔かきむしる。

「もう、全っ然よくないよ！　何が悲しくてひらひらのミニスカート穿はいて下からパンツ撮とられなきゃならないんだよ！　僕は男だ！」

　どうやら春樹も巧こう妙みような詐さ欺ぎに遭あった被ひ害がい者しやのようだった。しかも話を聞く限り既にパンツを撮影された後。女顔でほっそりとした春樹は、ローアングル研究部の格好の餌え食じきだったのだろう。最近では、女装男子に対する需じゆ要ようも高いと雪也の耳にも入ってくるし。どの方面からの需要かは知らないが。

　被害者……とは言っても入部しては後の祭り。

　たま高には仮入部といった親切な制度はなく、一枚の用紙によって本入部が決定する。これにより、何も知らずに足を踏ふみ入れる新入生を、各部が正式な部員として獲かく得とくすることができるのだ。新入生にとっては情けもへったくれもない、鬼おにのようなシステムである。

　さらに入部してから一ヶ月は退部できないという泣きっ面つらに蜂はちの追い打ち校則があるため、現状では泣き寝ね入いりをするしかない。

「分かってるよ春樹、お前は男だ」

　机に突つっ伏ぷして泣く友人の肩かたを、雪也は励はげますように叩いた。中学の頃ころから女顔であることがコンプレックスだった春樹のことだ。悲しかろう悔くやしかろう、その気持ちはよく分かる、と。

「で、雪也。お前は結局どこにも入らなかったのか？」

　ぐすん、と鼻を啜すすって顔を上げた春樹に、雪也は乾かわいた笑い声を上げた。

「何だよ、その笑いは」

「……やられたよ」

　というよりは自分が馬ば鹿かだっただけなのだが。

　春樹が首を傾かしげる。

「それじゃ、入ったのか？　どこに？」

「社交ダンス部」

　遠い目をした雪也の答えに、春樹は目を白黒させた。

「しゃ……こうだんす？　冗じよう談だんだろ、お前が？」

「冗談なもんか。しっかりはっきり、入部届に名前書いちまったよ、こんちくしょう」

「社交ダンスってあの、じーさんばーさんがやってそうな」

「じーさんばーさんがってのは、昔の話じゃないか？　部には同い年の女子しかいなかったし」

　社交ダンスは、世界に多々ある様々なダンスの中で最も親しまれており歴史も長い。過去にはマイナースポーツとされていた……が、今では割とメジャーな存在で、その競技人口はアイススケートのそれをはるかに凌しのぐ。

　現在、ダンスというものが中学校での体育の授業で必修になってから、かれこれ十数年が経たっている。国際化が進む中、社交ダンスは西せい欧おうでコミュニケーション手段として古くから『嗜たしなみ』とされていることもあり、日本人が学ぶ重要性が増していた。そのため授業で選ばれることも多く、巷ちまたでは社交ダンスを踊おどれる若者も増えている。

　近年オリンピック競技に採用された影えい響きようだった。テレビでも芸能人の踊る姿が流れること、しばしば。お笑い芸人の誰それと女優の誰それが、ダンス競技会での優勝を目指す特番が放送されたりしているのだ。なお、ここまでフィオナと珠実の受け売りである。

　しかし、雪也たちの中学では、社交ダンスは授業に選せん択たくされなかった。この中学での教育の有無で、知っている者といない者とがほぼ分かれるのだ。知っている者は熱ねつ狂きよう的に愛好する場合も多いようだったが、雪也たちは後者。無知同然。運動会にフォークダンスもなかったので、女子と手を繫つなぐ機会も雪也たちには皆かい無むで。そんな雪也たちの知識は、当然のごとく旧きゆう態たい依い然ぜんとしたままであった。

「フォークダンス以上に女子と手を繫いで、密着しちゃったりして踊る奴やつだろ？　お前、ああいうのに興味あったのか？」

　春樹の言葉に、雪也はじろりと睨にらんで返す。

「あると思うのか」

「や、ごめん。そうだよな……でも、どうしてまた」

「訊かんでくれ」

　食い物に釣つられました、とは矜きよう持じを保つためにも言えない。

　昨日「何故なぜカレー部なんて偽ぎ装そうをしたのか」と問い詰つめると、珠実は「偽装じゃないです。華か麗れいに踊るためです」なんて親父おやじギャグをかました。「キラッ☆」なんてポーズをつけたウインクをして誤ご魔ま化かしてきたが。

　そんな社交ダ華麗なるンス部カレー部に入ってしまったのだ。滑こつ稽けいにもほどがある。雪也は、今なら箸はしが転んでも苦笑いできそうだった。

「でも、女の子と手を繫いでキャッキャウフフできるじゃないか。僕なんて女の子になってキャッキャウフフしなきゃいけないんだぞ。雪也のとこのが絶対いいじゃん、全然いい……リア充じゆう爆ばく発はつしろ」

　春樹の恨うらみ言に、雪也は至し極ごく冷静だった。悟さとりの境地のようだった。

「確かに喜ぶ奴は喜ぶ嬉うれしいシチュエーションなんだろうよ……けど、俺は別にそういうの期待してないから。女子と手を繫ぐのなんて緊きん張ちようするし、ダンス自体興味ないし」

「僕だって女装に興味なんてないよ……はあ」

　二人の男子は遠い目をした。周囲でも、同じような被ひ害がいに遭い望まぬ部に入部させられてしまったクラスメイトたちが、世界の終わりのようなため息を漏もらす。

「でもさ。お前が入った社交ダンス部って、あの〝競技ダンス部〟とは違ちがうんだよな？」

　春樹が、思い出したように顔を上げた。

　たま高には社交ダンスを行う部活が、もう一つあるのだ。むしろこちらの方が有名だ。

『競技ダンス部』と呼ばれるそこは、主に競技会に出場することを目的に社交ダンスを行っている──つまり『競技ダンス』を行っている部活である。その活動は活発で、大会優勝などの実績も多く、学校から多額の奨しよう励れい金も与あたえられているという。そのため勧かん誘ゆう活動などせずとも入部希望者は毎年殺さつ到とうし、その中から選せん抜ばつされたものだけが入部できるのだそうな。

「全然違うと思う」と、雪也は断言した。

　入ったのは雪也を含ふくめて総部員数四名の、今年設立されたばかりの小さな部である。華はなやかで活動的な印象は皆無だった。どっちにしろ社交ダンスだろうが競技ダンスだろうが、雪也に興味がないのは同じだったが。

　ホームルームが終わると、雪也と春樹は連れだって教室を出た。二人はいつも、駅まで一緒に下校する。

「で、どうすんの？」

　校門を出る頃、春樹が雪也にそう訊たずねた。部活の話の続きだと、雪也には確認せずとも分かった。春樹の物もの憂うげな表情が全すべてを物語っている。

「どうするもこうするも、ひと月は辞やめられないんだ。適当に流して、折を見て退部届を出すさ」

　真ま面じ目めに活動する気は端はなから雪也にはない。雪也の発言に、春樹も項うな垂だれるように頷うなずく。

「そうだよな、僕もそうしよう…あー、華の高校部活動生活が最悪のスタートだよ……」

　しょんぼり肩を落として歩く男子高校生二人の影かげが、空むなしく道みち端ばたに伸のびる。その陰いん鬱うつさとは対照的に、サッカー部や野球部、陸上部の活気溢あふれる声が、辺りに朗々と響ひびいていた。
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　残りの勧誘祭を、雪ゆき也やは思っていたより簡単にやり過ごすことができた。

「もう他ほかの部活に入っちゃってるんで」の一言で、呆あつ気けなく勧誘者たちは諦あきらめてくれる。最初からこの方法を使っておけばよかったのだ、と雪也も春はる樹きも後悔した。哲てつ学がく者ソクラテスは言った、無知は罪なり。

　勧誘祭が終わった時には、殆ほとんどの新入生が何かしらの部活に入部していた。させられた、と言った方がいいかもしれない。希望通り帰宅部員になれた奴なんて、ゼロだった。帰宅部員というのは都市伝説か何かかもしれない。

　実際、雪也や春樹が入ったところなど、全然よかったと思えるような部もたくさんあった。そのことを、二人は祭りが終わった後、級友たちの嘆なげきの声で知ったのだった。




　勧誘祭の翌日、雪也は昼食を普ふ段だん通り学食で食べた。約束されたフィオナのランチを、社交ダンス部の部室へと食べに行く気には、何となくなれなかったのだ。

「一ヶ月か……」

　放課後の教室で、雪也はぼそりとつぶやく。このまま自然消しよう滅めつ的に退部できれば……そんなことを考え帰宅しようと廊ろう下かに出た、その矢先のことだった。

「ゆーきーやーさんっ」

　聞き覚えのある声に、雪也はぎくりとした。

「あっ、雪也さんってば、待ってください！」

「なあ、お前のことじゃないのか？」

　無視して歩き出した雪也の肩を摑つかんだのは、一いつ緒しよに帰ろうとしていた春樹だった。春樹は女子に優やさしいというか、甘い。

　仕方なく雪也は振ふり返る。鞄かばんを持った珠たま実みが、廊下の壁かべを背にしてちょこん、と立っていた。

「えへへ、待ってました」

「……何で？」

「お昼いらっしゃらなかったんで心配してたんです。で、ご一緒に部室へどうかなと」

「いや、とても残念でならないんだけど、俺、今からこいつと一緒に帰ろうと──」

「ゆ、雪也あああああっ！」

　振り向いた時、春樹は数人の男たちに抱だきかかえられ、廊下の彼方かなたに消えゆくところだった。どうやらあれが春樹の言っていたローアングル研究部の連中らしい。思ったより、がたいのいいツワモノたちだった。

「……」

「お友達も部活に行ったみたいですね」

　行った、というか連行されたのだが。助けてーという哀あわれな親友の悲鳴が、まだ廊下に残ざん響きようしている気がする。

「なあ……もし俺がここで逃にげたらどうする？」

「ええっ！　何で逃げるんですか？　もしかして、わたしが鬱うつ陶とうしい、とか……？」

　雪也が隣となりを見下ろすと、珠実は今にも泣き出しそうに顔を歪ゆがめている。

「おい、ちょっとっ」

　傍はたから見れば完全に雪也がいじめっ子で、珠実がいじめられている、という光景だった。珠実の幼い外見は、無条件に周囲の人間の庇ひ護ご欲よくを搔かき立てるのだ。誰だれだってハムスターをいじめていたら非難されるが、つまりはそういうこと。

「何あれー」

「いじめてんの？　あんな小さな子を……信じらんない」

　辺りからの刺とげ々とげしい視線と声に、雪也の額に脂あぶら汗あせが浮うく。

　……このままでは、まずい！

「い、いや訊きいただけだ、逃げたりしない！　だから泣くなっ、な？」

「本当に、逃げませんか？」

「ほ──……本当、だ」

　その言葉に珠実が「よかったー」と満面の笑えみになった。けろっとした態度に、雪也は脱だつ力りよくする。

　結局、雪也はまんまと珠実に部室へ連れて来られてしまった。さっきの珠実のあれが演技だったとしたら、見事な人心掌しよう握あく術である。彼女は無意識だったのかもしれないが、一本取られたと雪也は思った。完敗だ。

　今日は、部室の扉とびらに『社交ダンス部』と書かれた表札がついていた。やはり意図的に情報を隠かくして入部者を集めようとしたらしい。珠実の話では雪也しか入らなかったようだが。

　それもそうだ、と雪也は思う。あんな餌えさで罠わなに引っかかる間ま抜ぬけは俺だけだろうよ、と。

「ハーイ、ユキヤ！」

　扉を潜くぐった瞬しゆん間かん、熱ねつ烈れつなフィオナの歓かん迎げいを受けた。またしても顔に押しつけられる二つの弾だん力りよくに、雪也は「もういっそ殺せ」と抵てい抗こうを諦めた。胸ってもっと優しいものかと思っていたのに、凶きよう器きだったんだな、と考えを改める。

「……で。何だ、その格好は？」

　雪也はようやく離はなれたフィオナを見て、訊ねた。

　彼女は今たま高の制服ではない。水色と白のセーラー服、そこに肩かたの辺りで切りそろえられた黒くろ髪かみのウィッグかつらと黄色いカチューシャをつけている。

　その姿は、またしてもどこかで見たアニメのキャラクターだった。

「ただのダンサーに興味はありまセーン！　見ていて面おも白しろい・楽しい・イカしてるダンサーがいたらボクのところまで来なサイ！　以上！」

「は、はあ」

「つまりダンサーはエンターテイナーでなくてはなりまセン。観客楽しませてナンボヨ！」

　フィオナがくるりと一回転して、びしっとポーズを決める。ぱちぱちぱち、と珠実が盛り上げるように手を叩たたいた。

「はあ、さいですか」

　雪也が気のない返事をすると、フィオナがずい、と顔を寄せてくる。

「ボクお昼休み、キミのことずっとずーっと待ってたデスヨ。熱々のグラタン冷めてしまいましたので冷蔵保存してありますケド、こちらで召めし上がりますか？　それともお持ち帰りしますか？」

「お、お持ち帰りで……」

　完かん璧ぺきなイントネーションの日本語に、雪也はとっさに返事をしてしまった。ハンバーガーショップか何かの店員かと思った。

「分かりマシタ、それじゃお渡わたしは踊おどった後でネ」

「踊る……？」

「イエス、ユキヤも社交ダンス部員ネ！　社交ダンス部、社交ダンスをする部デース。ボクらと踊るヨー」

「お、俺は踊るなんて一言も言ってないぞ」

「オー。踊ってくれないデスか？　社交ダンス楽しーヨ？」

「楽しいなら勝手にやっててくれ。俺は踊らない。ここは自主性を重んじる部活なんだろ？」

　その言葉にフィオナは「そうデスヨ」と頷いた。だが、彼女は諦めていないようだ。

「うむぅ。でも、まず『社交ダンスってなんぞや』ってところくらいは説明させてヨ。もしかしたら、ユキヤも興味持つかもしれないしサ」

「それはないと思うが」

「まあまあ、そこにお座りドウゾ」

　長なが椅い子すを勧すすめられ、雪也は大人しくそこへ座った。どうやら彼女の講こう釈しやくが始まるらしい。とりあえずいつになるかは分からないが、春樹が解放されるまでは学校にいようと雪也は思っていた。その間は彼女たちに付き合うのも別に構わない。いわゆる暇ひまつぶしだ。

「ではでは、始めますヨ」

　一つ咳せき払ばらいしてフィオナは話し始めた。

「社交ダンス、それはイギリスの宮きゆう廷てい舞ぶ踏とう会を起源にしたダンスのことヨ。ユキヤも何となくのイメージは持っているでござろう？」

　武士のようなフィオナの口調は無視し、雪也は頷いた。本当に何となくしか知らない。

「そのイメージはどんなデスカ？」

「どんなって……女の人がドレス着て、男が……えーと、あれは何て言うんだっけ？」

　指揮者とかが着ているあの黒服だが、その名めい称しようはうろ覚えだった。

「燕えん尾び服ふくデスね！」

　フィオナが心得たとばかりに挙手した。

「そうそれ。その燕尾服を着て、一緒に踊る……？」

　回答するものの、雪也には自信がなかった。

　けれどフィオナの反応は上々だ。満足したようにうんうんと頷いている。

「ＯＫ、その通りヨ。社交ダンスってのは二人で踊るダンス。一人じゃ踊れないワケです」

　フィオナがぎゅっと雪也の手を握にぎった。

「う、うわっ」

　突とつ然ぜんのことに雪也はあたふたする。こんな風に女子から手を握られたことなどないのだ。フィオナのしっとりした肌はだ触ざわりのいい手を意識した瞬間、顔がかーっと熱くなった。

「おほーっ、初うい々ういしいイイ反応デスね」

　フィオナが嬉き々きとして雪也の手をにぎにぎした。雪也は「ちょっ……やめ、やめろって……！」と手を引っ込めようとするが、フィオナはそれを許さない。

「踊る二人には『リーダー』と『パートナー』という役割がありまして、リーダーは『リード』、パートナーは『フォロー』をするわけデス」

　そのまま講釈を続けるフィオナに、雪也は顔を赤くしたまま、声を裏返らせて、

「り、リード？　フォロー？」

「つまり」

「うおわっ？」

　フィオナがぐいっと雪也の手を引っ張った。その力に逆らうことなく、雪也は素す直なおに椅子から立ち上がる。

「あらら、ユキヤはフォロー上手ね。とっても軽かったですヨ」

「ななな何なんだよいきなり……！　手を握ってきたり、引っ張ったり……！」

「これがリードとフォロー、ヨ。今ボクがキミを椅子から立たせようとしたのが『リード』。それをユキヤが『フォロー』した結果、椅子から立ち上がったのデス」

「う、うん？　つまり動くっていう意思を伝えるのがリードで、その意思を受け取って動くのがフォロー……ってこと、か？」

　基本的に社交ダンス用語は英語のようだ。単純に言葉を和訳すればリードは『導くこと』、フォローは『従うこと』。そのまんまの意味らしかった。

「イエス。パイロットがリーダーで、ガンダムがパートナーヨ」

「ガンダムなんてよく知ってるな」

「ボク日本の文化大好きヨ～♪」

　フィオナが自分を抱きしめるようにして言った。昨日も、今日もアニメキャラのコスプレ、そして今のガンダム発言。かなり偏かたよりのある文化である。

「で、英語では社交ダンスのことを『ボールルームダンス』って言いマス。ボールルームっていうのは舞ぶ踏とう場のことデス。二人いればどこでも踊れるケド、それでも場所ってのはわきまえないといかんデショ？」

「そりゃそうだわな」

　街のそこかしこで踊られても人に迷めい惑わくがかかる。リオのカーニバルも土と佐さのよさこいも、祭りと限定された期間にしか街頭で踊ったりはしないはず。

「それで、ここみたいに踊れるようになってる場所のことを『フロア』と言いマス。ボールルームの代わりネ。このフロアで、リーダーとパートナーが組んだ『カップル』踊るヨ」

　雪也にも何となく分かってきた。

　社交ダンスは二人一組のペア──つまり『カップル』で踊るもの。踊るにはリードとフォローを行う。踊る場所は、フロア。

「じゃあ実際踊ってるとこ見せるので、ユキヤはそこで見ててくださいマセ。タマちゃん着き替がえてきてー」

　部屋の片かた隅すみにカーテンで仕切られた簡易着替えルームがある。珠実は「はーい」と返事をして、そこに荷物を抱かかえて入った。カーテンがシャッと閉められる。

「ゆ、雪也さん、覗のぞいたらだめですよ！」

「全くもってその心配は不要だから、安心してどうぞ」

　珠実の着替えなど覗こうものなら、自分を「このロリコン野や郎ろう」と罵ののしりたくなること請うけ合いだ。とは言っても衣きぬ擦ずれの音が聞こえて、何とも言えないむず痒がゆい気分になったりもするのだが。するっ……ぱさっ……という音に、いかがわしい想像が膨ふくらまんでもない。妙みようにそわそわしてしまう。

　そこでようやく、雪也は今日、部室に音楽がないのに気づいた。指し摘てきするとフィオナが「ボクもいま来たばかりだったのでー」と着替えルームと横並びにあるＣＤデッキに向かう。

　デッキの置いてあるラックの下部分にはＣＤが並んでいた。新しいのから古いのまで、ＣＤがぎゅうぎゅうに詰つまっている。

「ミュージックは何がいいですかネー。ユキヤ、何がいい？」

「何がいいって言われても、何があるかも分からんぞ」

「結構いろいろ揃そろってるんで、ユキヤが知ってるのもあると思うヨ。ボクが集めたんだケド、特にアニソンが充じゆう実じつしておりマス。全部ダンス用に編曲されてるけどネ」

「編曲されるとどうなるんだ？」

「リズムがチョイと変わって、本来はダンスに向いてない曲でも踊れるようになるヨ。四よん拍びよう子しの曲を三拍子にしたり速いテンポの曲を遅おそくしたりネ。その辺難しいから今日は原曲のままで踊れるの流すヨ」

　ＣＤデッキが起動される。フィオナの手からデッキにＣＤが吸い込まれ、きゅるきゅると回転音を吐はき出す。

　デッキ脇わきのコンポから流れてきたのは、雪也にも聞き覚えのある曲だった。

「えっと、これ……？」

　疑問の声に、フィオナがうっとりした顔になって言った。

「何万年も昔に異星人たちの間で流行はやった……当たり前のラブソング──そう、かの有名なアニメ、超ちよう時じ空くう要よう塞さいマクロスの主題歌『愛・おぼえていますか』ですヨ！」

「かの有名なって言われても、俺観みたことないけど」

　確か、ロボットアニメなのは分かる。分かるがそれ以上は知らない。

「な、何デスって！　日本人は全員観てると思ってたのに……！」

　ふらり、と眩暈めまいを起こしかけたフィオナは、デッキ脇に置かれたＤＪ用の椅子に崩くずれ落ちた。振しん動どうでデッキの音が飛ぶ。

「あ、思い出した思い出した。たまちゃんが昨日コスプレしてたやつだろ」

「それはマクロスはマクロスでも、フロンテＦィアの方デスヨー……」とフィオナ。

「？　違ちがうのか……？」

「フロンティアでもランカちゃんが歌ってますが、こっちは初代マクロスのリン・ミンメイのバージョンデス」

　アニメ文化に疎うとい雪也には全くもって判別のつかない話だった。

「で、何でこの曲かけたんだ？」

　訊たずねると、彼女の瞳ひとみに再び生気が宿ったのが見えた。

「ボクが日本大好きになった曲なんデス！　それに、タマちゃんがいま唯ゆい一いつ踊おどれる曲だからヨ。これ以外の曲だとあの子〈カウント〉取れないんで」

「カウント？」

「音楽の速さに合わせて身体からだでリズムを刻むことデス。１ワン、２トウー、３スリーって通常は数字を刻むんだけど、このカウントが取れない人は踊り出すことができマセン」

「たまちゃん、もしかして初心者なのか？」

「ハイ。でも、部長さんですからここの権力者デスヨ」

　間違ってはいないが、フィオナの言い方はやたらと大げさで微び妙みようにピントがずれている。

　そうこう言っている間に、シャッと勢いよくカーテンが開けられた。

「準備できましたー」

　着替えルームから出てきた珠実は、運動しやすそうな格好をしていた。アヒルのポイントが入った白いＴシャツに黒のスパッツ、腰こしにひらひらしたピンクの巻きスカートをつけている。

「タマちゃん、肝かん心じん要かなめのシューズ、忘れてマスヨ？」

「はっ！　そうでした！」

　着替えルームに顔を突つっ込んでごそごそやる珠実。その小さいお尻しりがフロア側に突きだされて、短いスカートがひらひら揺ゆれている。スパッツを穿はいていなかったら大惨さん事じである。

　暫しばらくすると珠実は、ヒールの高いサンダルを両手に持って出てきた。まるで古代ローマの剣けん闘とう士しが履はいていたもののように編み込みがしてある。珠実はそれを足に履かせるために、ぺたんと床ゆかに座り込んだ。

「タマちゃんのあれはラテンシューズ。ラテンを専せん攻こうする女子が使うヨ」

「ラテン？」

　雪也は首を傾かしげる。また知らない単語が出てきた。

「いま現在の社交ダンスには、だいたい十種類のダンスがあるんだけど、それらは『スタンダード』と『ラテンアメリカン』に分けられるのヨ。女子がひらひらーの貴族みたいなドレス着てたらスタンダード、布面積が狭せまい肌はだ色露ろ出しゆつ系はラテンって覚えてたらいいヨ」

　随ずい分ぶんアバウトな解説である。だが、興味がないので雪也もそれ以上は覚えられない。今まで聞いた話で、既すでに頭のメモリがパンクしそうだった。

　それを察したのか、フィオナがつけ足す。

「エロいのがラテンで、エロくないのがスタンダードって覚えたらイイヨ」

「お前ラテン専攻の人に怒おこられるんじゃないのかそれ」

「でも事実デスもん。それに、エロいは褒ほめ言葉ヨ？」

　ウインクしたフィオナに悪びれる様子は微み塵じんもない。雪也としてもエロいなどと言われると、ラテンというものがどんなものか気になってしまうのだが。

「[image: 10]テンの・ダダンンスス全部やったっていいんだけど、タマちゃんはラテンを専攻するって決めててネ。その中でもルンバが踊おどりたいって、練習中なの。ルンバは愛のダンスだからネ」

　自動で床のゴミを吸い込んでくれる、どこかのお掃そう除じロボみたいな名前のダンスだった。お掃除ロボの名前の由来が、このダンスなのかもしれない。

　だが、愛のダンスとは、なんだかこそばゆくなる響ひびきである。

「タマちゃんは一いつ緒しよに踊ってくれる人が現れたら、その人が自分の運命の王子様だって信じててデスネ──」

「うわわわわフィオナちゃん！　言わなくていいから、そういうこと！」

　シューズを履き終えた珠実が慌あわてふためいた。顔を真っ赤にしながら、しゅばっと立ち上がる。

　シューズのヒールは七センチほどもあり、珠実の身長もそれを履いたぶん高くなった。だが、それでも雪也やフィオナの肩かたより下だ。ふらふらと足取りが覚おぼ束つかず、これで本当に踊れるのかと雪也は不安になる。

「ストレッチはしなくて平気かネ？」

「六限が体育だったので」

「なら平気だネ。ボクも準備オッケーだヨ」

　フィオナはシークレットシューズのような、黒い革かわ靴ぐつを履いていた。これはスタンダード・ラテンどちらにも対応できるシューズらしい。

　この社交ダンス部は女子しかいない。だからフィオナはリーダー役を務めるために、これを履いているのだそうだ。

「さ、タマちゃん。カモーン」

　恭うやうやしくフィオナが差し出す左手に、珠実が小さな右手を重ねる。そのままフィオナに導かれて珠実は部室のフロア、中央に向かった。こつこつ、とヒールが床を打ち鳴らす。雪也は長なが椅い子すに座ったまま二人を眺ながめる。

　音楽は先ほどかけた『愛・おぼえていますか』がリピートされている。すっと姿勢を伸のばした女子二人が向き合い、見つめ合った。

　おちゃらけていたフィオナ、頼たよりなくおどおどしていた珠実。

　その二人が、凛りんとした別の顔を見せる。

「２トウー、３スリー、４フオー、１ワン♪」

　曲の拍子カウントをフィオナが流りゆう暢ちような英語で取り始めた。

　四分の四拍子でゆったりした曲。それに合わせてフィオナが前に一歩踏ふみ出した。

　彼女の動きを感じた珠実が押されたように後ろに下がる。フィオナが戻もどると、繫つないだ手で珠実の身体が引き寄せられる。まるでゴムが伸しん縮しゆくしているようだ。

　それは雪也の知らないダンスだった。

「ルンバはネ、両足を鎖くさりで繫がれた黒人奴ど隷れいが踊ったのが起源とされてるダンスなんデス。重々しい足の動きはそのせい。たくさんは動けないのヨ」

　確かにフィオナの一歩一歩は、まるで鎖で鉄球を繫がれた足を引き摺ずるかのように重い。足も床に擦こするように動かしているためか、先ほどしたようなこつこつという音はせず、代わりに衣擦れに似た音がしている。

　愛のダンス──とは言っても、女子二人の身長差。手を繫いだその姿は、まるで親子が戯たわむれているようだ。二人とも楽しそうに微笑ほほえんでいる。

　ただ、時々どきっとさせられる瞬しゆん間かんがあった。

　ぐっと二人の距きよ離りが縮まった時、フィオナと珠実は、唇くちびるが触ふれんばかりにまで近づくのだ。フィオナが敢あえて近づけるように屈かがみ、珠実もまるで唇を求めているように背を伸ばす。見ていると呼吸が止まりそうになる妖よう艶えんな動きだった。実際、雪也は呼吸を止めていた。

　回転し、ふわりと浮うき上がる珠実のピンクの巻きスカートにはっとする。息を吹ふき返したその時、雪也はフィオナの言葉を思い出した。

『ルンバは愛のダンスだからネ』

　女子同士で愛のダンス。何と──────何と背徳的なのだ！

　雪也の頭の中で妄もう想そうが膨らみ破は裂れつしそうになった時、曲が静かに終わった。

「ど、どうでしたかっ？」

　息を切らしながら珠実が雪也に近づいてきた。どうやら見た目よりもかなり体力を使うらしい。額に薄うつすらと汗あせが浮かんでいる。

「けしからん」

「え？」

「あ。いや──」

　けしからんのは自分の頭の中だった。雪也は、ばつの悪さを誤ご魔ま化かすために頰ほおを搔かく。

「──凄すごかったよ。あんなの初めて見た」

「本当ですか！　変じゃなかったですか！」

「ああ、変じゃないよ。かっこよかった」

「よかったぁ……わたし、部員以外に見られるのは初めてで……って雪也さんももう部員ですけど。えへへ」

　照れる珠実を余所よそに、雪也は珠実を爪つま先さきから頭のてっぺんまで凝ぎよう視しした。

「たまちゃん、本当に素人しろうとなのか？」

「はい。初めてまだ、ひと月ほどです」

「結構やり慣れてるように見えたけど」

「いえ、わたしなんてまだまだで……璃子ちゃんとか凄いんですから」

「あいつが？」

「璃子ちゃんは競技会とかにも出てたんですよ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのポニーテールを思い出す。すらりとしなやかに伸びた四し肢しは、確かに踊れば様になりそうだと雪也は思った。だが、なぜ過去形なのか。問おうかとも思ったが、雪也はそこまで璃子について知りたいわけでもないと、やめておくことにした。

「わたし、フィオナちゃんに教えてもらってるんですよ。もしわたしが上手うまく踊れてるとしたら、それはフィオナちゃんの指導の賜たま物ものです」

「褒められると照れるヨ、タマちゃん」

「雪也さん、フィオナちゃんはサラブレッドなんですよ」

「サラブレッド？」と雪也は首を傾げた。馬のことではなさそうだ。照れて「たはーっ」と頭を搔くフィオナの前で、珠実は大きく頷うなずく。

「はい、フィオナちゃんは社交ダンス元世界チャンピオンの娘むすめなんです」

「……それマジ？」

「イエス、大マジ」

　肯こう定ていしたフィオナのことを、雪也はまじまじと見る。

　この変てこなコスプレイギリス人が世界チャンプの娘──信じられなかった。

「あのですね、社交ダンスって、片方が下手へただとちゃんと踊れないんです。逆に片方が上手いと踊れちゃったりするものなんです。魔ま法ほうをかけられたみたいに」

　雪也の内心を読んだように珠実が言った。

　素人の雪也には、フィオナが上手いのかどうかは判断ができない。だが、確かにフィオナの動きに淀よどみはなく、一緒に踊っていた素人だという珠実は〝踊れていた〟。ダンスの腕うで前まえだけ見たら、確かに凄い奴やつなのかもしれない。

「フィオナちゃんが上手だから、わたしみたいな初心者がここまで踊れてるんです。リーダーの動きは地味であんまり見えてこないかもしれませんが、リーダーがあってこそのパートナーです。引き立てる花か瓶びんがあってこそ生け花は美しく見えるんですから」

「そ、そうなのか」

　雪也は、珠実の言葉に何となく圧あつ倒とうされた。何か物凄い説得力があるような──

「フィオナちゃんの受け売りなんですけどね」

　かくん、と雪也の肩から力が抜ぬけた。受け売りかよ。

「だから、雪也さんも一緒に教えてもらいましょう！」

「どうしてそうなる」

「こんなに優すぐれた指導者がいるんですから、習わなきゃ損ですって」

「だから、損も何も俺は──」

　がちゃ、と扉とびらの開く音がした。

　見れば部室の入り口で璃子が靴くつを脱ぬごうとしているところだった。

　雪也と目が合った彼女は、理解不能な光景でも見ているように眉まゆをひそめる。

「……あんた、来たんだ」

「あ、ああ」

「ふーん」と頷いた璃子は靴を脱ぐと、そのまま三人を脇わき目めに着き替がえルームに入ってしまった。シャッと勢いよくカーテンが閉められる。

「──で、ですね」

　仕切り直しとでもいうように、珠実の視線が再び雪也に注がれる。フロアから戻ってきたフィオナも今度は一緒だ。

「一緒に踊りましょう！　せっかく部活、入ったんですから」

「そうデスヨ。ユキヤにはさっきのボクと同じことをしてもらいたいんデス」

「は──はあ!?　さ、さっきのって、ルンバって奴か？　俺にあれを踊れって言うのか？」

「そうデス。存分に愛を語って欲しいのデス」

「む──」

　無理だ！　と雪也は声にならない叫さけびを上げた。女子と手を繫ぐのだって凄すさまじく緊きん張ちようするのだ。だというのに、顔をあんなに近づけたり、見つめ合ったりなんてしようものなら、卒そつ倒とうしかねない。大体、口当たっちゃったらどうするんだよとか考えてしまう……だめだ、悶もだえ死ぬ。キスとかしたことないんです……

　そもそも語る愛など端はなから持ち合わせていないし、愛なんて語ったら口から砂糖を吐はく、と雪也は全力で首を横に振ふり拒きよ否ひした。

「やる気がないなら、来なければいいじゃない」

　切れ味のいい凛とした声が、会話に割り込んできた。

　シャッというカーテンが開かれる音。璃子が着替えルームから出てきたところだった。既すでに練習着になっている。

　彼女の練習着は、珠実のとは全く異なるものだった。上はスレンダーな身体からだにフィットした白いＴシャツ。下はまるで合唱団の女性が穿はいているような踝くるぶしまである黒いロングスカート。その脇わきに入ったスリットからはストッキングに包まれた細くて形のよい脚がすらりと覗のぞいている。

「……って着替え早っ！」

「時間がもったいないもの」

　そう言って璃子は入念にストレッチをし始める。床ゆかに胸までぺっとりとつけている姿に、柔やわらかいなあと雪也は感心した。床に押し潰つぶされている胸も、結構柔らかそうだと思ってしまった。

　と、じろりと睨にらまれた。

「何？　用がないなら見ないで欲しいんだけど」

「すみません」と雪也は慌あわてて目を逸そらす。いかがわしい視線を向けていた自分も悪いが、どうも彼女は苦手だ。

「璃子ちゃん、それよりあんなこと言ったらだめですよ。雪也さん折せつ角かく来てくれたのに」

　あんな、とは先さき程ほどの「来なくていい」発言のようだ。たしなめる珠実に、璃子は素そっ気なく返す。

「別に、男なんていなくても踊おどれるじゃない。嫌いや々いや来てもらわなくたっていいでしょう」

　璃子が上体を反らした。伸ばされた胸から喉のどにかけてのやわらかな曲線を描えがくラインに、雪也は再度、視線を引っ張られる。単純に、きれいだった。

　ついでに艶なまめかしくて、ちょっとドキリともした。そんなことを思っているような状じよう況きようではないはずなのだが、思わずにはいられなかった。

「でも、璃子ちゃん雪也さんにチラシ渡わたしてくれたじゃないですか。璃子ちゃんも部員、増えたらいいって思ってくれたんですよね？」

「あれは──」

　同意を求める珠実に、璃子は気まずそうに口をつぐんだ。

　雪也は璃子の内心を知っている。彼女は部員を増やそうとは思っていなかったのだから、何も言えなくなるのも分かった。

「……あたしはフィオナと踊れれば、それでいいわ」

「オー、ボクのリードにメロメロになってくれましたかリコ。まあ、ダンスは立ってするセックスみたいだと言う人もおりますしネ」

「セッ……!?　や、やかましいわよフィオナ！……とにかく、あたしは男なんていなくてもいいの！」

　頰を赤らめて反論する璃子は、怒おこっているのか恥はずかしがっているのか。雪也は、いよいよ璃子のことが分からなくなっていた。璃子の発言に「それはあれか、女の花はな園ぞのに男はいらないということか」と邪よこしまな想像を巡めぐらせてしまう。尻しりフェチな発言といい、一体全体この女子は何なのだ。っていうか立ってするセックスって何ですかフィオナさんそこんとこ詳くわしく。

「どうせダンスをやる気もないんでしょ。そんな奴いらないわ。はっきり言って、邪じや魔ま」

　ストレッチを終えて立ち上がった璃子の冷たい視線が、言葉が、雪也に容よう赦しやなく刺ささった。

　雪也と璃子を交こう互ごに見て、珠実があわあわする。

「璃子ちゃん、そんなこと」

「……そうだよ、やる気なんて、ない」

　雪也は長なが椅い子すから立ち上がった。

「あ、雪也さん！」

　呼び止める珠実の声を無視し、雪也は鞄かばんを持って部室の出口に向かう。

「じゃあな、お邪魔したよ」

　言って、雪也は部室を出た。部員たちの視線を隔へだてるように扉を閉める。パタン。

「…………………………はあ」

　扉を背に、雪也は一つため息をつく。じめついた、嫌いやなため息だ。

　閉まる扉の向こう、珠実の悲しそうな顔が見えた。その残像を振り払はらうように、雪也は社交ダンス部の部室に背を向け歩き出す。

　夕刻へ向けて涼すずやかになっていく空気は肌はだに気持ちいい。けれど、雪也の心は不快感で満ちていた。

　何故なぜあんなことを言われなければならないのか、という璃子に対する憤いきどおり。

　それから、璃子の言葉にまるで反論できなかった……自分に対する失望。

　少し、ほんの少しなら、やってみてもいいかも──雪也の気持ちは璃子が来るまで「ダンスをやってみようか」という方向へ傾かたむきかけていた。

　女子と手を繫つなぐのは恥ずかしい。緊張もする。

　けれど、踊っている珠実とフィオナが、とても楽しそうだったから。自分もその輪に加わったら楽しいんじゃないかと思ったから。これなら続けられるような、そんな気が、ちょっとだけしたから。やってみてもいい──そう思ったのだ。

　けれど結局、一歩は踏ふみ出せなかった。過去に重ねてきた三みつ日か坊ぼう主ずの亡ぼう霊れいが、雪也の身体にはまとわりついているのだ。簡単に振りほどけていたら、今まで苦労していない。

「やる」と一言口にすれば、珠実たちを期待させてしまう。期待に応こたえられずに、曇くもっていった笑え顔がおを雪也はこれまでたくさん見てきたのだ。もう誰だれかのがっかりした顔など、見たくはない。

「春樹の部室どこだろ……助けに行くか」

　言葉にしてみたものの、どこか空々しい。それは単に、このやるせない気持ちのやり場を見つけたいだけだったからかもしれない。それでも、この気持ちがどうにかなるのなら、今はどうにかして欲しかった。

　とりあえず気晴らしに友人と馬ば鹿か話でもしながら帰りたい。春樹に「仕方ないよ」と言って欲しい。そうそう僕たちの居場所は別にあるよなと、部室を出てきたことを肯定してもらいたかった。

　雪也は、春樹を捜さがすことにした。

　ローアングル研究部の部室は、社交ダンス部と同じ部室棟とうにあるらしい。三階、と春樹が言っていたことを雪也は思い出す。部室の扉にかかっている表札を眺ながめながら、雪也はその場所を探した。

「ここか」

　他ほかの部と変わらない、何の変へん哲てつもない扉をノックする。友人を奪だつ還かんするのだ、返事を待つ必要もないと思った雪也は、思い切ってガチャッと扉を開けた。

「失礼しま──」

「あ」という聞き覚えのある小さな悲鳴と、カシャカシャッというカメラのシャッター音。フラッシュがたかれた瞬しゆん間かんだった。

　部屋の中央。設しつらえられたお立ち台の上に立ち、ハイテンションでポーズを取っている制服姿の女子と雪也は目が合った。

　否いな、よく見ればその女子は──春樹、だった。

「──した」

　雪也は何事もなかったようにそっと扉を閉じた。

　ブレザーの首元にはリボン。際きわどい短さのプリーツスカート、そしてニーソックス。

　それを友人（男）が満まん更ざらでもない様子で着こなし、ポーズを取っていた。

　あれほど嫌がっていたはずの、友人が……

「……夢だ」

　いま見たのはきっと白昼夢という奴やつで現実ではない。見なかったことにしよう、と踵きびすを返そうとした矢先、

「うわ……!?」

　扉とびらが開き、雪也は肩かたを摑つかまれて中に引きずり込まれた。

　扉に背中をどん、と押しつけられる。

「は、春樹……」

　目の前に、女装をした春樹が立っていた。雪也の襟えり首くびを摑んで必死な形相を浮うかべている。顔には、ばっちり化け粧しようが施ほどこされていた。そこらの女子顔負けな可愛かわいさだ。雑誌とかに載のっていてもおかしくない。

「雪也、お前、どうしてここに……」

「いや、お前を助け──迎むかえに来たつもり、だったんだけど……」

　だったんだけど、その必要はなさそうだと雪也は思った。

　雪也がここに来たのは、嫌々ここに連れ込まれた友を救うためだ。

　けれど、さっき扉を閉める前に見た、お立ち台の上の春樹の表情。それは雪也が今まで見てきた、どんな彼の表情よりも生き生きしていた。あんないい顔した奴をわざわざ連れて帰る必要はない。

　春樹が、ぎゅっと雪也の襟を握にぎる手に力を込めた。

「……僕、女装なんて嫌だって思ってたんだけど、やってみたら楽しくなってきちゃって。何だか嫌きらいだったこの顔も、認められてる気がして、誇ほこらしく思えてきて……それで──」

「別に言い訳する必要ないだろ。楽しいならいいじゃん」

　楽しめることを見つけられたのなら、それはいいことだと雪也は思う。人の目など気にする必要はないし、胸を張って存分に楽しめばいいのだ。噓うそ偽いつわりない雪也の気持ちだった。

「雪也っ……」

　感極きわまったように春樹が声を上うわ擦ずらせる。

　妙みような展開だった。ローアングル研究部の部員たちも二人の様子に息を吞のんでいる。傍はたから見れば男子が友人（女）に迫せまられているようにしか見えない光景である。さぞ見応えがあるに違ちがいない。

「こんな僕だけど、これからも友達でいてくれるよな？　な？」

「そのつけ睫まつ毛げばっちりの目を潤うるませて言うな……大だい丈じよう夫ぶだよ、別に気にしねーから」

　雪也の返事に、春樹は安あん堵どのため息を漏もらした。雪也の襟を放すとにっこり笑う。誰が、どこからどう見ても、女の子で。ちょっとどきどきしてしまって雪也は罪悪感を覚えた。相手は男、と自分に言い聞かせる。

「僕、やってみて思ったんだ。やってみなきゃ分からないって。いつまでこの気持ちが続くか分からないけど、とりあえず続くところまで続けてみるよ」

「そか」

「他にやりたいこともないしね。雪也もどう？　よかったら一いつ緒しよに」

「それは断る」

　雪也は春樹の提案を退けた。撮とる方も撮られる方もどっちも嫌だった。別にその行こう為いを否定しているわけではなく、単純に興味の問題で。それに、

「やってみたいことなら、あるんだ」

　その言葉に春樹は「そっかあ」と残念がった。

「それって社交ダンス？」

「どうだろうな」と雪也ははぐらかした。断言するのが気き恥はずかしかったのだ。だが春樹はそれを察したように笑う。

「でも、お前がやってみたいなんて珍めずらしいことじゃん。僕は応おう援えんするよ」

「……ありがとな」

「あのー、須す藤どう君、そろそろいいかな？」

　部員の一人が春樹に声をかけた。雪也が春樹に部室へと連れ込まれてから、彼らはカメラ片手に待ちぼうけを食くらっている。雪也は慌あわてて謝罪した。

「あ、すみません、俺もう帰りますから。お邪魔しました……じゃあな、春樹。また明日あした」

「うん、じゃあな！」

　女子高生姿の春樹に見送られ、雪也はローアングル研究部の部室を後にした。その足で再度四階へ上がろうと思ったが、ふと璃子の顔が頭を過よぎった。

　冷たい視線と、突つき放すような言葉。

「……だめだ、明日にしよう」

　顔を見ればまた頭に血が上ってしまう。口くち喧げん嘩かなどに発展してしまったら、あの場所に二度と行けなくなる気がする。

　一いつ旦たん、頭を冷やす必要がある。雪也は、今日のところは帰宅することにした。

　部室棟の階段を下り、校門を出て、桜並木の通りを歩く。

　入学してから今日まで一ヶ月、毎日、春樹と一緒に下校していたことを雪也は思い出す。いつも話をしながら歩いていたせいで、周囲の光景などあまり覚えていなかった。

　ふと道みち端ばたに咲さく紫むらさきの花を見つけて、雪也は足を止めた。

「菖蒲あやめの花、だっけ」

　どこかで目にした、確か花言葉は『希望』。『私は燃えている』なんて熱血な意味もあったっけ、と雪也は思い出す。自分には縁えんのない花だと、その前向きな意味は逆に記き憶おくに残っていた。同時にこんな花が咲く季節になったんだな、と感かん慨がい深く思う。

　雪也には、一人きりの帰路が何だか新しん鮮せんだった。
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　翌日の放課後、雪也が教室を出ると、廊ろう下かで珠実が待っていた。

「あの……昨日は嫌な思いさせてごめんなさい！」

　彼女は雪也の顔を見るなり頭を下げた。理由は昨日の璃子の態度だろう。

「別にたまちゃんが謝ることじゃないだろ」

「でも、わたし、部長ですから」

　まるで璃子の不ぶ躾しつけは自分の責任だと言わんばかりに、珠実は頭を下げたままだ。

「頭上げてよ」

　雪也が促うながすと、おずおずと珠実が頭を上げる。

　それを見て、雪也は一つ咳せき払ばらいをして言った。

「とりあえず、部室行こっか」
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　ばたーん！　と部室の扉が豪ごう快かいに開かれる。

　中で床ゆかに座りストレッチをしていた練習着姿のフィオナと璃子が、その音に体たい側そくを伸のばしたまま固まった。璃子は練習着を、フィオナは巫女みこ服のような某ぼう艦かん隊たいブラウザゲームの超ちよう弩ど級きゆう戦せん艦かんのコスプレをしている。ただし、さすがに連装砲ほうなどの装備は背負っていない。

「フィオナちゃん、璃子ちゃん！　やりました！」

「はあ？」

「何デスカ？」

　興奮に鼻息荒あらく登場した珠実の言葉に、女子二人は首を傾かしげた。彼女たちに駆かけ寄った珠実が、花はな咲さくような満面の笑えみを振ふりまく。

「雪也さんが、踊おどってくれるそうです！」

「……はっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたのは璃子だった。大きな目をぱちくりさせている。フィオナがバッと立ち上がり両手を上げ万ばん歳ざいした。

「オーウ、本当デスカ！」

「はい、本当です！　雪也さん、そんなところにいないで入って来てくださいよ！」

　呼ばれて雪也は、遠えん慮りよがちに部室へと足を踏ふみ入れた。

「ユキヤ！　バアアアアニングゥ、ラアアアブ[image: !!!]」

「げふっ」

　扉を潜くぐった瞬間、助走をつけたタックル以外の何物でもない歓かん迎げいをフィオナから受け、雪也はその場に倒たおれ込んだ。馬乗りにされた状態で見上げれば、大きな大きな胸が目の前にあった。その持ち主フィオナは、うるうると瞳ひとみを輝かがやかせて雪也を見下ろしている。

「一緒に踊ってくれるって、本当デスネ？」

「あ、ああ」

「ボク嬉うれしいヨ！」

　感極まったらしいフィオナが、覆おおいかぶさるようにして抱だきついてきた。

「一いつ生しよう懸けん命めい、手取り足取り命取り教えマスからネ！」

「ぐ……ぅぐ……！」

　命取りなのはこの状じよう況きようだ。完全に首がキまっている。豊満な胸があんなところやこんなところに当たっているが、その感かん触しよくを楽しんでいられるような余よ裕ゆうも残念なことに皆かい無むだった。絡からみつく腕うでを引き剝はがそうとするがびくともしない。ああ、もう、だめかも……──

「……どういうつもり？」

　薄うつすら白みゆく雪也の視界に影かげが落ちる。フィオナの腕が緩ゆるみ、雪也は咽むせた。

　視線を上げれば、目の前には璃子が立っていた。理解不能なものを探さぐるように目を眇すがめている。

「どうもこうも、やってみたいと思っただけだ。社交ダンスを」

　今まで雪也は諦あきらめていたのだ。

　自分にはのめり込めるものなんて、一生見つけられっこないと。

　だから冷めたような態度を取り、探そうともしなかった。辞やめて人をがっかりさせたくないから何もしない──そう、言い訳してきた。

　でも、期待を裏切られたくないのは、誰だれより自分自身だったのだ。

　最初から試ためさなければ、傷つかなくて済む。自分をだめな奴だなんて思わなくて済む。

　でも、本当は見つけたいと思っていた。

　自分を夢中にさせてくれる、何かを。全身全ぜん霊れいで打ち込める、何かを。

　部活を楽しむ春樹を見て、雪也は羨うらやましくなった。気になっているものにちょっとだけ、自分も触ふれてみようかと思った。

　だから、ここへ来たのだ。自分がどれだけできるか、挑ちよう戦せんするために。

「あんた本気なの？　明日には前言撤てつ回かいとかするんじゃないの？」

「そ、そんなの、やってみなきゃ分からん。俺にだって……」

　続くかどうか、自信はない。言いかけて雪也は言葉を吞のみ込んだ。

「…………………………そこは断言してみせなさいよね。ダサい」

　そう一言言うと、璃子は興味を失ったように雪也に背を向けた。その突き放すような態度と言葉に雪也はこめかみの辺りがぴくりとしたが、深呼吸して何とか自分を落ち着かせる。我が慢まんだ、我慢。

「そうデスカ、そうデスカ。頑がん張ばりましょうネ、ユキヤ」

　立ち上がったフィオナに手を差し出される。雪也は少し迷ったものの──それを摑つかみ身体からだを起こした。やはり女子と手を繫つなぐのは緊きん張ちようしたが、フィオナは全く気にしていないようだ。

「それじゃさっそくデスガ、何が踊りたいとかありマスカ？」

「選べるのか？」

「トーゼンですとも。選せん択たくの自由ありマスヨ。ここにパソコンあれば『ＹｏｕようＴｕｂｕつぶ』とか『ニカニカ動画』でダンス動画お見せするんデスが、ないので口頭で教えマスね」

　長くなりそうだったので雪也は長なが椅い子すに座らせてもらった。

　フィオナが説明を始める。

「まず、社交ダンスにはスタンダードとラテン、二種類の区分あるって言ったヨネ」

　ドレスひらひらのスタンダードと、肌はだの露ろ出しゆつが多いラテン。雪也は思い出し、フィオナのひらひらした服の袖そでとミニスカートから覗のぞくむっちりした太ももを交こう互ごに見て頷うなずく。スエタロンくダなーいドのとラテンエロいの。

「主要メジヤーなものだとそれぞれ五つのダンスありマス。スタンダードにはワルツ、タンゴ、スローフォックストロット、クイックステップ、ウィンナーワルツ。ラテンにはルンバ、チャチャチャ、サンバ、パソ・ド・ブレ、ジャイブ」

「？？？」

　復活の呪じゆ文もんか何かを聞いている気分だった。漠ばく然ぜんと聞いたことのあるワルツと、昨日見たルンバ以外の言葉が全く頭に入ってこない。横文字は得意ではないのだ。ザ・日本人。

「今はまだ覚えなくていいヨ。そだ、スタンダードはまだ見せてなかったネ。リコ、ユキヤに見せたいからワルツ踊ろう。ボクがいつも通りリーダーで」

「……いいわよ」

　璃子が素す直なおに同意したのが珍めずらしくて、雪也は思わずまじまじと彼女を見つめてしまった。睨にらみ返された。泣く子もギャン泣きするような怖こわさである。

　音楽をかけるためにフィオナがＣＤデッキに向かった。デッキを操作し、着き替がえルームの前で待機する璃子の元へ行く。

　流れ出した曲は、優やさしい女性のアカペラから始まった。徐じよ々じよに歌のバックに曲が添そえられる。

「えっと、この音楽は？」

「エー？　ユキヤこれも知らないのデスカ？　『アイモ～鳥のひと』デスヨ。マクロスＦの劇中でランカ・リーが歌う曲デス。彼女のテーマソングでもあるのデスが──」

「すまん、全く知らん」

「Ｏｈオーノー……」

　フィオナが心底がっかりというように肩かたを落とす。そのあまりの落らく胆たんぶりに（もしかしたら日本で知らないの俺だけなんじゃ）と雪也は心配になる……が、多分そんなことはない。フィオナがやたらと詳くわしいだけだ。

「ま、まあいいデス。アニメのことは、これからボクがじっとりねっとりと教えマスから」

「じっとりねっとりって、ちょっとアレだな……」

　卑ひ猥わいだ。しかしフィオナは気づいていない。

「大事なのはユキヤが知ってるかどーかではなく、この曲がワルツだってことデスから」

「ああ、確かに」

　ワルツと言えば四分の三さん拍びよう子し。有名なものでは音楽の教科書にも載のっている『エーデルワイス』などがそうである。

　この『アイモ』もゆったりとした四分の三拍子だった。ただし、ほんわかした民みん謡よう的なエーデルワイスとは雰ふん囲い気きが若じやつ干かん異なる。女性歌手による日本語の歌が入ったこの曲は、子守唄うたのように優しく、切ない。何かを慰なぐさめているようにも聴こえる。

「それじゃ踊りマース」

　大きく腕を広げるフィオナに璃子が身体を寄せる。ちょうどフィオナの右半身と璃子の右半身が重なるように。フィオナの左手が璃子の右手を握にぎる。同時に彼女は、璃子の肩けん甲こう骨こつの辺りを右手で支えるようにした。

　四分の三拍子の『３スリー』のカウント。フィオナの左足と璃子の右足が、まるで一つになったように同時に動いた。

　二人はフロアを滑すべるように舞まう。ゆったりと語りかけるような音楽の中で浮ういては沈しずむその姿は、まるで海の波のよう。二人がくるくる回転すると、璃子の黒いロングスカートが風を孕はらみ花びらのように広がる。

「すげ……」

　ルンバとはまるで違ちがう踊りだった。宮きゆう廷ていの舞ぶ踏とう会を彷ほう彿ふつとさせる、雪也のイメージ通りの社交ダンス。くるくる、くるくる。

「ね、璃子ちゃん上手でしょう？」

[image: ]

　いつの間にか、珠実が隣となりに座っていた。雪也は頷くばかりだ。言葉が出ない。

　かっこいい。そんな風に思った。

　フロアの外周を反時計回りに踊って、最後二人は雪也の前で止まった。璃子が離はなれると、フィオナがさっそく雪也に訊たずねる。

「どうデシタ？」

「ああ、凄すごいかっこよかった──」

　言ってから雪也はふと璃子を見た。

　彼女はつん、とそっぽを向いている。その様子に雪也はいらっとして、

「──フィオナがな」

　敵視してくる奴やつを手放しで褒ほめる気にはなれなかったので、賛辞を贈おくるのはフィオナに限定した。

「オー、照れマスがなー」

「……いい度胸してるじゃない」

　どうやら雪也の意図したことが璃子にも伝わったらしい。不ふ機き嫌げんなオーラが彼女の背後から滲にじむのを雪也は感じた。「ざまーみろ」という気持ちと、「すみません調子乗りましたゴメンナサイ」という気持ちがない交ぜになる。正直、雪也は璃子が怖い。

「それじゃユキヤ。今スタンダードの代表としてワルツを見せたわけだがネ。キミはスタンダードとラテン、どっちがいい？」

「スタンダードで」

　雪也は即そく断だんした。

　フィオナと珠実が首を傾かしげる。璃子も理由が気になるのか、僅わずかに顔を向けてきた。

「スタンダードがイイの？」

「どちらかと言えば、だ」

「Ｗｈｙホワイ？　なーぜー？」

　訊ねるフィオナに、雪也は頰ほおを搔かきながらぽつりと言った。

「……相手の顔を見なくて済むから」

　雪也以外の三人がきょとん、とした。

　ややあってフィオナが大笑いした。

「アハハ！　ユキヤはシャイなのネ？」

「だって恥はずかしいんだよ。手を握ったりするのも……その、気まずいっていうのに……見つめ合ったりとか、俺には絶対できない……」

「フムフム」

「スタンダードなら顔は反対方向か同じ進行方向を向いてるし、その心配がいらないだろ？」

　先さき程ほどのワルツを雪也は思い出す。フィオナと璃子の視線が、踊おどっている最中に合うことはなかった。

「まあ、基本的にリーダーは進行方向を、パートナーはその逆を向いてるからネ。見つめ合うことはごく稀まれデス。でもスタンダードは抱だき合うみたいって言う人もおりマスが？」

「俺は見つめあう方がつらい」

　しかもラテンでは遠とお退のいたり近づいたり、相手との距きよ離りは随ずい時じ変化する。とても心臓に悪い気がした。それなら、ずっとくっついていた方がどきどきしない。相手を空気だと思えばいいのだから……思えるかどうかは、別として。

「そうですカ、スタンダード、デスネ。ＯＫ！」

　そう言うとフィオナはずいっと璃子に身体を寄せた。璃子が怪け訝げんな顔をする。

「それじゃ、教える時はリコにも手伝ってもらいましょうネ」

「何であたしが。フィオナが手取り足取り教えるんでしょ」

「外から見て教える方がいいこともあるヨ。それにネ、例えばタマちゃんをユキヤの相手にすると背が小さすぎるからサ」

「やってできないことはないでしょう。あたしは嫌いやよ。なんでそんな奴と……勝手にそっちだけでやって」

「ムー」

　暫しばらくフィオナは粘ねばっていたが、璃子の態度は頑かたくなだ。あんなに嫌がらんでも……と、雪也はちょっぴり傷ついた。大体、そんな奴ってなんだよ失礼な。

　結局、璃子の籠ろう絡らくを諦あきらめたフィオナは、渋しぶ々しぶ雪也の元へ戻もどって来た。

「それじゃさっそくやってみまショ」

　促うながされるまま、雪也は璃子から少し離れた鏡の前に立つ。ダンス用シューズを持っていないので、靴くつ下したを履はいた足が少し床ゆかを滑りそうだ。

「エー、それでは」

「あの、フィオナちゃん」

「うん、何デショ？」

　呼びかけられてフィオナは振ふり向いた。珠実が、ととと、と小走りでやって来る。

「わたしも一いつ緒しよに習っていいですか？　今はラテンだけで手て一いつ杯ぱいだけど、最終的には全部の種目を踊りたいなって思ってるし、その方がフィオナちゃんの手間も省けるかなって思って。邪じや魔まじゃなければでいいんですけど」

「オー、ＯＫデスヨ。リコがツレナイので、タマちゃんユキヤのパートナー役頼たのみマス」

「え、わ、わたしがパートナー？　無理、じゃないかな？」

「位置取りポジシヨニングとか外から教える時にネ。身長差があるとスタンダードはキツいから、実際踊る時はボクがやるケド」

　スタンダードのように身体からだをくっつけて一緒に動くダンスは、身長差があると大変だというのは雪也にも何となく分かった。珠実と雪也が組むと、子猿ざるが親猿にぶら下がっているような状態になってしまう。考えるだけで残念な光景だ。

「本当はリコの身長だとちょうどいいんデスけどー」

「……」

　あからさまに当てつけのように言われ、璃子は無言でフィオナを睨む。だがすぐに顔を逸そらし、自分の練習を始めてしまった。鏡に向かって、フィオナと組んだ時のように両手を広げて立っている。

「あれ『ホールド』って言いマス。リーダーとパートナーはホールドでカップルを組むのヨ」

　璃子を示してフィオナが説明する。

「それじゃまず組んでみよーかネ。タマちゃん」

「わたし？」

「ハイ。ユキヤと組んでみてくださいマセ」

「えっと……」

　珠実は雪也の顔を見て俯うつむいてしまった。太ももをすり合わせてもじもじしている。どうやら恥ずかしいようだ。

　もう何度も言っているが、雪也だって女子の手を握るなど恥ずかしい。相手に恥ずかしがられると、余計に。

「ホラホラ、ユキヤの左手とタマちゃんの右手、繫つなぎマース。この手、グリップ言いマス」

「あっ、フィオナちゃんっ」

　二人の手をフィオナが強ごう引いんに握り合わせる。

「……っ！」

　瞬しゆん間かん、珠実が顔から火を噴ふいた。耳まで真っ赤だ。というか、耳から蒸気が出そうだ。

「次は肩甲骨の辺りを抱きホールドします。ユキヤ、タマちゃんを抱き寄せて」

「フィオナ、ちょっといきなりすぎるって言うかなんて言うか」

　雪也もたじたじだった。珠実を抱きしめろと言われているようなものだ。手を握るだけでも恥ずかしいのに、恋れん愛あい経験も異性との接せつ触しよく経験も豊富ではない雪也には、言われて簡単にできるわけもない。

「ふぃ、フィオナちゃん……わたしやっぱり無理ぃぃぃ！」

　雪也の手を振り払はらって、珠実はフィオナの背に隠かくれてしまった。

　どきどきしていた熱がさーっと引いていく。何もやましいことはしていないのだが、雪也は罪悪感で胸がいっぱいになった。特にそれが小学生とも見み紛まがう珠実に逃にげられたのだから、なおのこと。これが公衆の面前での出来事なら、間ま違ちがいなく警察にしょっ引かれている。おまわりさん、俺じゃありません。

「フム。仕方ない、ボクと組みまショか」

　最初からそうしてくれれば誰だれも傷つかずに済んだのに……と雪也はぐっと不満を吞のみ込んだ。

「さ、ユキヤ、カモーン」

　雪也は差し出されたフィオナの手に、おずおずと手を伸のばし──握にぎった。

　何度も抱きつかれているせいか、フィオナと手を握るのは思ったより簡単だった。フィオナが全く恥ずかしがらないのも理由かもしれない。相手が堂々としていると、それにつられて触ふれていることが自然に思えてくるから不思議だ。しかしちょっと待って欲しい。胸が当たってます、先生！　それは全然自然には思えません！

「姿勢は背筋まっすぐって言うケド、ちょうど頭が天てん井じように引っ張られて素す直なおに重力に従って落ちるイメージデスね。そして息を大きく吸って、その姿勢のまま吐はく──ＯＫ。で、右手はここデス。両りよう肘ひじの高さが同じに、ちょうど胴どう体たいと十字になるイメージだヨ」

　雪也の内心の慌あわてっぷりなど素知らぬ様子で、フィオナはホールドを組んだ状態を鏡で確かく認にんする。

「ユキヤはスタイルがグッドだネ。かっこよく見えるヨ」

「た、頼たのむからこっち向かないでくれ」

　楽しそうにフィオナが話しかけてくるが、胸は当たったままだし、いかんせん顔の距離が近い。頰が強い陽ひ射ざしを浴びているようにじりじり熱くなる。そっぽを向くように左側に顔を逸らすと、フィオナが「そうそう、それデス」と言った。

「それって？」

「今みたいに顔はそっち向いててネ、ってことヨ。こっち見るのは時々でいーの、パートナーもあんまり見られたら照れちゃいマスので……でね──いくヨ！」

「おわあっ!?」

　ぐん、と身体を引っ張られて、雪也はつんのめるようになりながらも慌てて足を踏ふみ出した。わけも分からぬまま、とりあえず転ばないようにと必死に足を交こう互ごに出す。

「そうそう、それでイイヨ！　しっぽりついてきてネ！」

「しっぽりってそれ、しっかりだろ──うわあああっ」

　遠心力がかかり、雪也は目を回す。世界がグルングルンと回転する。身体がフィオナによって勝手に動かされる。耳に楽しげなフィオナの笑い声が聞こえ、めちゃくちゃな動きの中で珠実が見えた。彼女も面おも白しろいものを見ているというようにきゃらきゃらと笑っている。

「雪也さん、ファイトー！」

　からかうように応おう援えんする珠実に言い返すこともできない。

　だが、雪也の中に漠ばく然ぜんと芽生えた気持ちがあった。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振り回されているのに、ダンスなんて呼べないような雑な動きなのに。体力もぐんぐん消費しているのに。

　それでも、楽しいと思った。

　額に、背中に、滲にじむ汗あせが心地ここちよいと感じた。こんな風に思ったのは一体いつ以来だろうか。

「は……ははっ」

　思わず頰ほおが緩ゆるんだ。雪也は笑っていた。

　ふと、回る世界の中で、雪也の目に璃子の背中が映った。彼女は鏡の前で一人ホールドを張っている。

　何だかさみしそうに見えたのは頭が回転でおかしくなってしまったせいだろうか、と雪也は一瞬思ったが、すぐに転びそうになって意識をダンスに集中し直した──




　──それからのことを雪也はあまり憶おぼえていない。

　二時間近くフィオナにフロア中を引きずり回され──気づいた時には、珠実に膝ひざ枕まくらされていた。

　全身が汗でびっしょりだった。とりあえず明日あしたはジャージでも持ってこようと思う。これでは、帰りがけに風邪かぜをひく。

　見ればフィオナは既すでに璃子と踊っていた。息も切らさず、軽々と。

「な、なんつー体力してるんだ、あいつ」

　ぜえはあ、と息を乱しまくりながら、雪也は額の汗を拭ぬぐった。珠実が下した敷じきでふおんふおん、と風を送る。

「大だい丈じよう夫ぶですか、雪也さん？　頑がん張ばりすぎですよ」

「いや、俺の意思ではないんだが……」

　完全にフィオナのリードで弄もてあそばれていた。どちらがリーダーか分かったものではない。

「でも、何となく踊おどれるようになりましたね」

　そうなのである。振り回されているうちに〈ステップ〉という足型を身体に叩たたき込まれ、何となく動けるようになったのだ。人間の身体は、なかなか適応能力があるから凄すごい。

「あの、雪也さん」

　珠実に呼ばれ、雪也は「うん？」と視線を上げた。珠実がもじもじしながら言う。

「ルンバも……お暇ひまな時でいいんです。気分転てん換かんしたい時にでも、一緒に踊ってください。ルンバで手を繫ぐのは……わたしも大丈夫なので」

「あ…………………………うん。いいけど」

　きっと顔は明後日あさつての方を向きながらになると思うけれど、それでよければ……と雪也は頷うなずく。

「そもそも俺ルンバ踊れねーけど」

「それはフィオナちゃんがどうにかしてくれますよ」

　また振り回されるのだろうか。きっとラテンも教えてくれと言ったら、フィオナは嬉き々きとして雪也に叩き込むだろう。

　……でもまあ、それも悪くないかもしれない。

　明日はきっと筋肉痛だな、と雪也は一つため息をついた。悪くないため息だった。
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　雪ゆき也やが社交ダンスを始めて、かれこれ一週間が経過した。

　最初の三日間は全身筋肉痛で夜寝ねる時も死ぬほど苦しかったが、ようやく身体が慣れてきた感じだ。練習前にストレッチをきちんとやるようになったから、かもしれない。

　初日は準備運動もせずに激しく身体を酷こく使ししてしまったが、あれはよくないとフィオナは言っていた。悪びれもせず言う彼女に、どの口がそれを言うのだ、と雪也は思った。雪也が準備運動するまえに引きずり回したのは、他ほかの誰でもなくフィオナである。

　そんなこんなだが、雪也は部活が、ダンスが、徐じよ々じよに面白くなってきていた。フィオナとならば、女子と手を繫ぐことへの緊きん張ちよう感かんもなくなりつつあった。日々少しずつ現れる自分の変化に驚おどろき、感心する。

　とりあえず三みつ日か坊ぼう主ずの亡ぼう霊れいに打ち勝つことができた。それが地味に嬉うれしい。

　春はる樹きはというと、以前と違ちがって楽しいところに行くみたいに自分から部室に向かうようになった。部室棟とうの三階までは雪也も一いつ緒しよにやって来るが、最近は一緒に下校することもほとんどない。忙いそがしいんだな、と雪也は理解している。楽しいことが、忙しい。いいことだ。

「あれ」

　放課後、春樹と別れ四階の部室へ向かった雪也は、扉とびらの取っ手を回して鍵かぎがかかっていることに気づいた。どうやらまだ誰も来ていないらしい。いつもならフィオナか珠たま実みが先に来ているのだが。

　待つか、と思った矢先だった。

「げ」

　雪也はぎくりとする。

　通路の向こうから璃り子こがやって来た。フィオナや珠実が一緒にいる様子はない。

　まいった、と雪也は途と方ほうに暮れた。璃子と二人きりになるとは予想していなかったのだ。

　雪也は、相変わらずまともに口を利きいたこともない璃子のことが苦手だった。この状じよう況きようは、降って湧わいた天災に等しい。それ故ゆえに避さけようもなかった。

「よ、よう」

　気さくに声をかけようとした雪也の声が裏返った。璃子がいつも通りの涼すずしい顔で扉の前に立つ。

「何、誰もいないの？」

「そうみたいだ」

「そう」

　璃子は鞄かばんの中をがさごそと漁あさり始めた。引き抜ぬいた手には、思いのほか可愛かわいらしいブタのキーホルダーつきの鍵。どうやら彼女も部室の鍵を持っていたらしい。

　鍵を開けると璃子は部室に入った。だが、雪也が黙だまってその場に突つっ立っていると、外に顔を出してきた。

「入らないの？」

「はえ？　あ、ああ。うん、入る、入るよ」

　雪也が慌てて部室に滑すべり込むと、既に璃子は着き替がえルームに向かっていた。

　カーテンが閉められる。

　音のない、静かな部室だった。璃子の着替える衣きぬ擦ずれの音だけがフロアに響ひびいている。誰だれもいなかったからだろう、空気もしんと冷えていた。

「どうぞ」

　璃子は、あっという間に着替えルームから出てきた。気まずさや居い心地ごこちの悪さを感じる間もなかった。相変わらずの速さは、もはや手品だ。

　入れ替かわりに、今度は雪也が着替えルームに入る。

　会話はない。薄うすいカーテン一枚が、まるで二人の間にそびえる分厚い壁かべのよう。

　沈ちん黙もくの中、雪也はＴシャツとジャージのズボンに着替えた。本来はワイシャツに『スラックス』というスーツのズボンを穿はくのが一いつ般ぱん的な練習着らしい。が、生憎あいにくそんなものは持っていないし、体型の違う父親からは借りることもできない。父親はメタボ一直線で、昔は血が繫つながっていないのではとよく考えたほど。雪也は瘠やせ体型の母親似だった。

　カーテンを開けると、璃子は既にストレッチを終えて鏡に向かっている。

　無言のまま雪也も準備運動をし、フィオナに教えられたことの復習をすることにした。

　……が、どうも上手うまくいかない。

　右半身にパートナーがいないと物足りない感じがした。一人だと自由には動けるのだが、自分のやっていることが正しいのかが全く分からない。

「うーん」

　鏡の前でホールドを張ったまま、二、三歩歩いてみる。足を止めて、雪也は唸うなった。

　本当に、このやり方で合っているか？　何だか足元がふわふわして覚おぼ束つかないのだが。

「移動に体重が流されてるのよ。自分でコントロールしないと」

　背後からかかった声に雪也はびくりとする。

　鏡を見れば、後ろに璃子が立っていた。いつものような無表情だ。

「な、流される？」

　完全にビビリながら雪也は尋たずねた。すると璃子は顎あごで指すようにして雪也の足元を示す。

「ちゃんと歩けてないの、今のあんたは。そんな足の使い方してたら、そのうち怪け我がするわよ。前進する場合、体重はかかとのアウトサイドから、かかとの真ん中を経由するようにして、小指、つまり再度足の外側に移してからボールの中なか程ほどを経由して親指に抜けさせる。分かった？」

「さっぱり分かりません……！」

　雪也は頰を引きつらせた。分かるわけがない、とげっそりする。アウトサイドにボールってなんだよ。っていうか、一歩のためにやること多すぎだろ。

　対して物もの凄すごい勢いで説明する璃子は、心なしか生き生きしていた。口数も多いしちょっと珍めずらしい。そもそも雪也に話しかけてきていること自体がレアだ。

「つまり、土つち踏ふまずを使わずに足の裏のアーチを使うってことよ。本来、人が意識せずやってることなんだけど」

「な、なるほど……？」

　納なつ得とくしたような返事をしてみたものの、やっぱりよく分からないままだ。雪也は眉まゆを寄せて考える。

（足の裏のアーチ？　アーチって何だ？　そもそもそんなもんあるのか……いや、でも土踏まずは名前の通り土を踏まないところ……？　いや、やっぱりよく分から──）

　と、璃子が何の前まえ触ぶれもなく雪也の左手を取った。

「はっ？　えっ？」

　突とつ然ぜんのことに雪也は目を瞬またたく。璃子が、自分の手を握にぎっている。何で？　どうして？　どうなってんの!?

「教えたげるわよ」

「ぅええっ!?」

「……何よそのリアクションは」

　璃子が、じとっと雪也を睨にらんだ。頰に熱が上がってくるのを感じながら、雪也は彼女の顔と、握られた自分の手を交こう互ごに見る。

「だってお前……いいの？」

「いいのって、何でそんなこと訊きくのよ」

「俺のこと嫌きらいだったんじゃ？」

「は？」

「っていうか男のことが嫌いなのか？　よく分かんねーけど、俺の入部、反対してたじゃん」

　それなのに、教えてくれるというのか。なぜ。

　雪也が不思議に思っていると、璃子はばつが悪そうに視線を逸そらした。

「あれは、別にそういうことじゃなくて」

「違うのか？」

「……あんたが嫌いとか、男子がだめとか、そういうことじゃないの」

「そう、だったのか」

「そうよ。生理的に無理なだけ」

「それ完全にだめなんじゃん!?」

「冗じよう談だんよ。そんなことも分からないの？」

「俺はお前の思考が分からねーよ……」

　ドン引きしたような目で言われ、雪也は挫くじけそうになる。

　しかし、璃子の言葉に雪也は少しほっとした。自分が嫌われていたわけではないということと、それから、

「てっきり俺は、その……お前があっち系なのかと」

「あっちって？」

「だから……同性愛的な？」

「ばっ……！　違うわよ、やだ、あんた、あたしのことそんな目で見てたわけ!?　やだ、キモい！　死ね！　二度と生まれてくるな！」

「ひどいなおい!?」

「言われて当然でしょ。だいたい、なんでそんな風に……」

「だ、だって紛まぎらわしい反応するからだろ」

「それは──」

　言いかけて、璃子は言葉を途と切ぎらせる。

　逡しゆん巡じゆんするように彼女は視線を彷徨さまよわせていたが、一つため息をつくと、今度は雪也の右手を取った。

「わ」

　突然の予期せぬ状況に雪也は狼ろう狽ばいする。

　珠実の小さな手とも、フィオナの温かい手とも違う、ひんやりとした冷たい手。細くて、折れてしまいそうな頼たよりない指。璃子がきゅっと力を込め、握る。手から伝わる彼女の体温を思わず意識してしまい、雪也は緊きん張ちように息を吞のむ。胸が途方もなくどきどきした。苦手な相手なのに……いや、苦手な相手だからか。

「……あたしは、社交ダンスにやる気がある人は嫌いじゃないの」

　ぼそりと言って、璃子はさらに握った雪也の右手を自分の背に回した。ホールド、なのだが、突然のことに雪也の頭が追いついていかない。

　動どう揺ようする雪也の顔を、璃子が追い打ちでもかけるように真正面から見上げた。

「……練習、するんでしょ。付き合ってあげる」
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「もー、部室に来るの遅おそくなっちゃいましたよー」

「ウチのセンセとタマちゃんとこのセンセ、仲良しデスもんネー。困った困った」

　担任教師が井い戸ど端ばた会議していたせいで、珠実とフィオナの両クラスにてホームルーム開始が大おお幅はばに遅おくれた。終わってみればいつも部室に来る時間よりも一時間以上遅れている。教師としてそれはどうなんだ感がすごいが、部活に行きたくない生徒たちからはありがたがられているというから物は見方ですねと珠実は思う。だが、今日の珠実には全くありがたくなかった。

「どうしよう、部室、雪也さんと璃子ちゃん二人きりだよね……うう、喧けん嘩かとかしてなきゃいいんだけど……」

「リコだったら平手打ちの一発くらい入れてるかもしれませんネ、アッハッハ」

「もう、冗談に聞こえないよ、フィオナちゃん……」

　フィオナが他人ひと事ごとのようにけらけら笑う。珠実は小走りになりながら、隣となりを歩く友人をたしなめた。脚あしの長いフィオナの一歩は、珠実の一歩の二倍ほどもある。今フィオナは制服姿なので、余計に二人の差がはっきりしていた。

　珠実たちが部室の前に来た時、中からワルツの音楽が聞こえた。恐おそる恐る珠実は扉とびらを開ける。

「あの、遅れてごめ──」

「だから、そうじゃないって言ってるでしょ！」

　張り上げられた璃子の声に、珠実はびくりと目をつぶる。予想通り喧嘩が始まっていると思った彼女は、慌あわてて部室に駆かけ込んだ。

「り、璃子ちゃん落ち着いて平手打ちはだめ──」

「動きに逆らわないの、逆らえば無理が生じるわ。リーダーもパートナーの動きをフォローするのよ」

「こ、こうか？」

「そう、そうよ。やればできるじゃない」

「──って、あれ？」

　目の前の光景に、珠実は間の抜ぬけた声を上げた。

　雪也と璃子がホールドを組んでいる。二人はカップルを組み、ダンスの練習をしていた。互たがいに真しん剣けんな様子で、そこに不仲な態度は一いつ切さいない。

「オヤオヤ、案外二人とも仲良しみたいデスネ」

　ぽかんと呆ほうけている珠実の背後で、フィオナが面おも白しろがるように言った。

「さ、ボクらも練習しよう、タマちゃん」

「は……はい！」

　靴くつを脱ぬぎフロアに足を進めるフィオナを珠実は追った。

　部活を、社交ダンスをみんなが一いつ緒しよに楽しんでいる──珠実にはそう見えた。そして、それが、嬉うれしい。嬉しくて嬉しくてたまらない。

　この社交ダンス部を作ったのは珠実だ。璃子がリーダーに平手打ちをしたあの日、社交ダンスに恋こいをした珠実が──競技ダンス部に門もん前ぜん払ばらいされた初心者の珠実が、入学して間もない頃ころ一人で設立し、その後フィオナと璃子を勧かん誘ゆうしたのだ。

　けれど、彼女には心配事があった。

　璃子やフィオナを、そして雪也を無理に付き合わせているのではないか。

　自分の道楽に巻き込んで、楽しんでいるのは自分だけではないか。

　だが、今フロアで踊おどる部員たちの姿に、珠実は首を横に振ふる。

　きっとそんなことはない。

　みんなもこの部活が好きなはずだ、と。

　不安になりそうな自分に、珠実はそう言い聞かせた。
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「ユキヤにもダンスシューズが必要ネ。今度の週末に買いに行きマショ」

　週の半ば、そんなことを言ったのはフィオナだった。週末に予定もなく、ちょうどダンスシューズを買ってもいいかなと思っていた雪也は、その提案に頷うなずいた。

　提案したのはフィオナだったはずだ。予定を立てたのも、約束したのも。

　だと言うのに、待ち合わせの午前十時。

　学校の最も寄より駅の改札前、待っていた雪也の前に現れたのは璃子一人だった。

「あの………………………………何で？」

　ポニーテールはいつも通り。だが、制服とは違ちがう、クリーム色のシフォンのカットソーにデニムのショートパンツ。上げ底だが、かかと側が高いウェッジソールのサンダルを履はいている。

「フィオナにあんたの付き添そい頼たのまれたの」

「フィオナは？」

「用事があるとかで、珠実と一緒に出で掛かけてるはずよ」

「そう、なのか。用事が、ね」

　だとしても。

　雪也は苦々しく思う。なぜ。よりによってなぜこの組み合わせなのだ。

「安心して。あんたが思ってることはあたしも思ってるから。これ、何の罰ばつゲームかしらって」

「そこまで思ってねーよ！」

　本気でため息をついた璃子に、雪也は泣きたくなった。

　しかし、本当になぜなのか。

　先日、ワルツの練習に付き合ってもらった。けれど話をしたのはその日一日限り。それ以降は当たり障さわりのない挨あい拶さつを交かわしたのみで、璃子に対し、他ほかの二人ほど気軽に接することは、今でも雪也にはできずにいる。

　打ち解けた関係には至っていない彼女が、雪也はまだ苦手だった。やっぱりどこか距きよ離りを感じてしまう。

「Ｓａサｉイｃａカ、チャージされてる？」

　戸と惑まどっている雪也に、璃子が言った。

「あ、ああ。一応」

「じゃあ、行きましょ」

「どこに？」

「上うえ野の」

　そう言いながら、璃子は改札を潜くぐった。雪也もその後を慌てて追う。

　埼玉県の南部にあるたま高の最寄り駅から東京・上野までは、電車で三十分ほど。下手へたな都内の駅からよりも、よほど簡単に行くことができる。このように交通の便がいいため、埼玉から東京へ通う学生や社会人は多い。

「なあ、座らないのか？」

　電車が動き始めて五分経たった頃、雪也が璃子に訊たずねた。

　休日のこの時間、車内はさほど混こんでおらず座席も空いている。だというのに璃子は扉の脇わきに立ったまま、座ろうとはしない。

「電車の揺ゆれを利用してバランスを取るトレーニングをしてるの。付き合わせる気はないから、座りたかったら勝手に座っていいわよ」

　そんなことを言われては座る気にもなれなかった。女子を立たせて男である自分が座るのは少し情けないし、璃子よりずっとダンスが下手な自分が座るというのは、何か間ま違ちがっているんじゃないかと雪也は思った。

　並んで電車に揺られる二人の間には、相変わらず会話はない。

　ストイックな奴やつだな、と内心思いながら、雪也は璃子の横顔をチラ見する。こんな風に電車でも座らず、部室に来れば黙もく々もくと練習するのみ。

　一体こいつはいつも、何を考えているんだろう。

「何？」

　雪也の視線に気づいた璃子が、怪け訝げんな顔をする。雪也は慌てて「何でもない」と車窓に目を向けた。

　電車で立っている間は何もすることがない。時折、駅で車内に人が出たり入ったりするがそれだけで、車窓に流れる景色も代わり映ばえしない。連れがいるのに携けい帯たい電でん話わをいじる気にもなれず……雪也の意識は璃子の言葉によって自然に電車の揺れに向いた。

　意識してみると車体はかなり左右に揺れている。吊つり革かわを使わず、身体からだをまっすぐに保とうとすると結構な負ふ荷かが足にかかることに気づいた。

「うお」

　突とつ然ぜん大きく揺れると雪也はふらついてしまう。だが、隣を見れば璃子は平然とまっすぐ立ったままだ。吊り革も使わずなんと器用な、と雪也は自分と比べて驚きよう嘆たんする。

　フォロー、とふと雪也は思い出した。

　相手の動きに合わせる、あの技術。電車の揺れも、フォローすれば立っていられるのではないか。

　雪也は揺れに集中した。足裏で揺れを感じ、体幹で身体の軸じくを意識しバランスを取って立つ。これが意外と難しい。けれど、揺れに合わせられると、足の負担を軽減できることが何となく分かった。何とか感覚を摑つかみたいと雪也は思った。電車が左右に傾かたむけば、それに合わせてバランス移動。加速や減速にも膝ひざをクッションのように使って──

　上野に着く頃にはへとへとだった。ただし、フォローはちょっと上手うまくなった、気がする。

「確かにトレーニングだな……」

　雪也は乳酸の溜たまった足を引き摺ずって電車を降りた。ジョギングなどする習慣のないヘタレ男子の雪也には、少々どころかかなりキツい。

　駅構内にいくつかある出口のうち、上野公園の反対側にあるのは入いり谷や口ぐちだ。そこから外に出る璃子を、へばっていた雪也は慌てて追う。

　雑然と立つビルの間を縫ぬい、寂さびれた細い道に入る。

　それほど歩かないうちに璃子が足を止めた。

「ここよ」

　小さなビルの一階、ガラスの扉を押し璃子は中に入る。雪也も彼女に続いた。

　外からは中がよく見えなかったが、どうやらダンスシューズ専門店らしい。店内の壁かべには外国人ダンサーのポスターが貼はってあり、棚たなにはたくさんのシューズが並んでいる。

「いらっしゃいませ」

　気の良さそうな、小こ柄がらな老人がカウンターの向こうからやって来た。ワイシャツにネクタイを締しめパリッとした格好をしている。結構ご年配のはずなのに、姿勢はそこらの若者よりずっと良い。

「何をお探しですか？」

「男性用スタンダードシューズ。彼に合うものをお願いします、予算は一万円まで」

　璃子が店員に話をしてくれた。心得た老人が雪也に近づく。

「分かりました。それじゃ足を見せてください。靴をそこで脱いで」

　プラスチックの透とう明めいな板の上に、雪也は靴を脱いで立った。

「あなた、いいお尻しりしてますね」

「へっ？」

　唐とう突とつに言われ、雪也はドキリとした。璃子にも同じことを言われたのを思い出す。

「ああ、変な意味じゃないんですよ」

「はあ」

　そんなこと言われても、褒ほめられるのが尻ばかりというのは何とも微び妙みようである。

「筋肉のつき方がね、ダンサーとしては理想的な形をしています。何か運動してましたか」

　雪也の心境を察したように老人が言った。

「いえ、特に何も……」

　これまで運動らしい運動など体育の授業以外にしたことはない。一番身体を使ってたのは、先生のスカートを捲めくっていた幼よう稚ち園えん時代かもしれない。怒いかりに任せて追いかけてくる先生を撒まくのに、なかなか体力を消費していた。なんつーエロガキだ。

　それ以来これといって疲つかれたと思った記き憶おくがない。事あるごとに手て抜ぬきしてきたからだ。

「そうですか。何もしなかったのが、逆によかったのかもしれませんね。下手に運動すると、バランスの悪い筋肉がついたりするんですが、あなたの身体はそうじゃないようだ。まだ、可能性に溢あふれている」

「……ですかね」

　物心ついた時から、身体はなまりっぱなしである。思った以上に運動強度の高いダンスに、自分は不向きなのではないかと雪也は思っていた。だから、老人の言葉がちょっと嬉うれしい。ダンス上手くなれるかも、なんて自分に期待してしまう。

「筋肉のつき方によっては踊る時苦労するんですよ、全部力任せにやっちゃうっていうのかな。ダンスにおいて大事なのは、身体の造りよりも身体の使い方です。使い方がよければ、自然に必要な筋肉はつきますから」

「なるほど」

「ダンスは自然な動きこそが理想です」

　なかなか説得力のある言葉だった。

　老人が屈かがんだ。雪也の足を見て、「ふむ」と頷うなずく。

「二五・五センチ。右足が僅わずかに大きい」

　雪也はぎょっとした。足のサイズは確かに老人の言った通りだ。新しい靴くつを履くといつも右側がきついのも。

「見ただけで分かるんですか。メジャーやスケールとか使ってないのに……」

「そりゃ、プロですから」

　老人はにっと口角を上げた。雪也は、ただただ感心する。プロ、すごい。

　物の一分もしないうちに老人は雪也の足を見るのを止やめ、カウンターの奥に引っ込んでしまった。それから数分も経たずに戻もどって来る。

「これでどうでしょう」

　老人が持ってきたのは、光こう沢たくのある黒いエナメルのシューズ二足だった。だが、差し出されたのは一足のみ。

　雪也は渡わたされたシューズに足を入れてみた。

　心地ここちいいフィット感だった。初めて履いた靴とは思えないほど、しっくり来る。

「これ、凄すごくいいです」

「そうですか、やはり……しかしですね、一つ問題が」

「何ですか？」

「お値段が。これはうちで扱あつかってるスタンダード用のシューズで一番高い。二万円します」

「にま……!?」

　雪也の声がひっくり返った。予算から大おお幅はばに足が出るどころか、倍の値段だ。

「それで、ご予算に合うシューズだと、これが一番まともかと」

　履はいてみると、まとも、という言い方通りだった。先ほどのフィット感には数段劣おとる。まるで靴くつ下した一枚多く履いているような感じだった。

「こちらだと八千円です。ただ、お勧すすめは断然高い方です」

「えっと」

「高いから売りたいわけじゃないんです。あなたの足にはこちらが合っている。あなたは少し右足首が硬かたいようだから、こっちの方が絶対あなたの脚あしにはいいんです」

　雪也自身、確かに右足首は左より可動域が狭せまい気はしていた。身体の癖くせを言い当てられて、何だか超ちよう能のう力りよく者を目の前にしている気分になる。

　だが、金銭的余よ裕ゆうはない。八千円でもかなりの大金なのだ。バイトもしていない高校生にとって、一万二千円の差はでかい。

「すみません、予算が」

　悩なやんだ末、雪也は安い方を選んだ。

「ふーむ、そうですか……こちらでも踊おどれないことはないんですが」

　老人は本当に残念そうだった。しかし客の注文を断れるわけもなく、選ばれなかった靴を奥にしまいにいく。その背に漂ただよう哀あい愁しゆうは、おもちゃを買ってもらえなかった子供のようだ。

「こちらを売る上で、言っておかなくてはならないことがあります」

　靴を包装しながら、老人は難しい顔で切り出した。

「くれぐれも膝に気をつけてください」

「膝、ですか？」

「そう。足の負担は足首に、足首の負担は膝にきます。ストレッチは入念にして、あまり負荷をかけすぎないようにしてください」

「わ、分かりました」

　それは少し予言めいた言葉だった。

　黒い高級そうな紙かみ袋ぶくろに入れられた靴を受け取り、雪也は代金を払はらって璃子と一いつ緒しよに店を出た。

「あっちにすればよかったのに」

　扉とびらが閉まった瞬しゆん間かん、璃子がそう言った。雪也は「う」とたじろぐ。

「だって二万円は高すぎるだろ……それにそういうことは買う前に言ってもらわないと」

「だって選ぶのはあんただもの」

　正論だが、アドバイスくらいしてくれたっていいではないか。雪也がぐっと堪こらえていると、璃子は歩き出してしまった。雪也も黙だまって続く。

「でも、あんたはラッキーよ」

　隣となりに並ぶと、璃子が再び口を開いた。

「何がラッキーなんだ？」

「あの人、社長なの」

「え？　あの人が？」

「ええ。滅めつ多たに接客なんてしないのよ。あたしだって会ったのはこれで二度目なんだから」

「ただの気の良さそうなじいさんだったのに……」

「脚、本当に気をつけた方がいいかも。膝は、ダンサーの命みたいなものだしね」

「あ、ああ。分かったよ」

　璃子にも念を押され、少し不安になった。怪け我がなんて誰だれだってしたくはない。

　だがこれまでに膝に限らず脚の怪我など一度もしたことはない。大だい丈じよう夫ぶではなかろうか。

　そう、きっと注意していれば──

「おい、璃子……璃子じゃん！」

　雪也が怪我について考えていた時だった。

　通りの向こうから歩いてきた男が、親しげに璃子に声をかけて近づいてきた。

「うおお、久しぶりだなぁ！　どうしてんだろうと思ってたんだ！」

「篤あつ成なり……」

　嬉き々きとしている男とは正反対に、璃子があからさまに不快な顔をして彼の名を呼んだ。どうやら面識があるらしい。髪かみ型がたと目つきの悪さが、どこかイワトビペンギンを彷ほう彿ふつとさせる。

　篤成という彼は雪也たちと同じ年頃ごろのようだった。身長や体格も雪也に近い。

「こんなところで会えるとは、やっぱりオレたち縁えんがあるわ。赤い糸ってやつかぁ」

「ないわよ。あったら引きちぎって二度と繫つなげないように燃やしてやるわ」

「おーおー、相変わらずのツンデレだ。気持ちいいねー」

　今のどのあたりにデレの要素があったのか、傍はた目めで様子を見ている雪也には理解できなかった。なんというポジティブシンキング。
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「っていうか、何してんだよ、こんなところで」

「何だっていいでしょ、あんたには関係ない」

「冷てーな。リーダーに対してそれはないだろ」

　リーダー、という言葉に雪也は二人を交こう互ごに見た。

　璃子の、リーダー？　彼もダンサーなのか。璃子は、カップルを組んでいたのか。

　だが、璃子はそれをあっさりと否定した。

「『元』を忘れてるわよ」

「元なんて、お前さえよければいつでもヨリを戻せるだろ」

「戻らないわよ、絶対に。あたしはあんたとなんてお断り、金輪際、二度と、死んでもイヤ」

　きっぱり言われた篤成が興きようざめしたような顔になる。

　そこで彼は、璃子の隣にいる雪也にようやく気づいたらしい。雪也をじいっと観察するように眺ながめてむっとする。

「……もしかしてそれ、お前の彼氏じゃねーよな？」

　篤成は探さぐるように璃子に訊たずねた。敵意剝むき出しの視線が雪也に刺ささる。

「違ちがうわよ」

「だよな！　お前に彼氏なんているわけないよな！」

　璃子に言っているようでその裏、自分に言い聞かせるようだった。だが、聞きようによってはかなり失礼な言葉だ。現に璃子も、珍めずらしく不ふ愉ゆ快かいさ全開で眉み間けんに皺しわを寄せている。

「でも、じゃあ、まさかお前のリーダー？」

「それも違う」

「そ……そうかそうか！　そうだよなぁ、この競技会常勝のオレに満足できなかったお前が、他ほかの男と組むなんて、ありえねぇよなァ？」

　篤成が隠かくそうともせず喜んだ。雪也にも、彼が璃子に好意を持っているのが見え見えだ。

「でもそれ、シューズ買いに行ってたんだろ？」

「そうよ、部活仲間として付き添そいで……って、あんたに関係ない。もういいでしょ、どっか行って。てか消えて、あたしの目の前から。二度と現れないで」

　璃子の言葉はきつかった。自分に言われているわけではないのに、雪也も胸が痛むのを禁じ得ない。

　篤成へのダメージも相当だったようだ。

「……そんなこと言ってられるのも今のうちだ。お前は、絶対にオレのところに戻って来る。お前の身体からだがオレを覚えてんだよ」

　ふん、と不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らして、篤成は雪也たちの横を通り過ぎて行った。どうやら彼も、先さき程ほどの店にダンスシューズを買いに来たらしい。ちらちらと璃子を窺うかがいながら、彼はそのダンスシューズ店に入っていった。

　璃子は立ち止まったままだった。振ふり返りもせず、歩き出しもしない。ただ、宙を冷たく睨にらんでいる。そこに、大切なものの仇かたきでもいるように。

　雪也は何も言えずに頭を搔かいた。何だか喧けん嘩か別わかれした元彼との遭そう遇ぐう現場のような空気だ。そんなことを言ったら、璃子に睨み殺されそうだが。

　リーダー、と篤成は言った。もしかしたら元彼というのはあながち間ま違ちがいでもなく……二人は付き合ってたりもしたんだろうか。

「付き合ってなんかないわよ、誰があんな奴クズと」

　雪也はぎくりとして硬こう直ちよくした。心の声が口から漏もれてしまっていただろうかと慌あわてる。

「え、えっと、でも、お前の身体がどうのこうのと」

「ダンスの話でしょ。それ以外にどう解かい釈しやくするっていうのよ」

「確かにおっしゃるとおりで……」と雪也は言ったが、いや、どう解釈するも、身体の関係があったのかと普ふ通つうは思うしかない発言だろう。そんなことは言えないが。

　大変気まずい。

　だが、その空気を変えたのは璃子だった。

「……ね。お腹なか空すいた」

　璃子が唐とう突とつにそう言った。

　確かにそろそろ昼食をとっていい時間帯である。

「えっと…………何か、食う？」

　自分が璃子を食事に誘さそう。何とも雪也自身信じられないことだった。絶対にこんなこと、あるはずないと数分前まで思っていたのに。

　断ってくれたら楽なんですけど、と雪也が思った時だった。

「食べる」

　璃子が不機嫌そうに、唇くちびるを尖とがらせてそう答えた。
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　雪也は上野という場所に土と地ち勘かんがない。子供の頃ころ、家族と動物園に来たくらいで、この辺りをふらつくのは初めてだった。

「お店は任せるから」と璃子に言われ、雪也は困り果てていた。こういう時、どういうところに行けば正解なのだろう。女子との交際経験ゼロの雪也は、ない知識を総動員して考える。

　一人ならラーメン屋や牛ぎゆう丼どん屋でもよかった。が、何となくそういうところにいる璃子が想像できない。明らかに周囲から浮うく。

　しかたなく雪也は、無難に駅前のイタリアンレストランを選んだ。

　向き合って窓まど際ぎわの丸テーブルに座る。料理を待つ間、璃子は黙って俯うつむいていた。

「…………………………………………あのさ」

　長い沈ちん黙もくに限界を感じて雪也は口を開いた。璃子がうっそりと顔を上げる。

「何？」

「な、何か喋しやべんないか？」

「何かって？」

「折せつ角かくこうして飯を一緒に食うんだ。無言のままなんて、居い心地ごこち悪いったらねーよ」

「……悪かったわね、居心地悪くさせて」

　璃子がむすっと頰ほおを膨ふくらませる。

　ああもう、と雪也は自分の発言に焦じれた。

（喧けん嘩か売ってどうすんだよ。違う、そんなことが言いたかったわけじゃなくって──）

　ここが人目につくところでなければ、己おのれの失態に頭を搔きむしっていたところだ。

　落ち着け、言葉を間ま違ちがえるな──雪也がそう自分に言い聞かせている時だった。

「……そう言えば初めてだっけ」

　璃子がぽそりと言った。

「何が？」

「あんたとまともに話をするのが」

「あー……そういえば、そうだな」

　まともというか、練習以外で口を利きいたことがない。

「……ねえ、こういう時って何話したらいいの？」

「はい？……そんなの俺だって分かんねーよ。何だろ、共通の話題とかあれば」

「何かある？　あたしたちに共通する話題」

「そんなの──たくさんあるんじゃないか？」

　同じ高校、同じ部活。だったら山ほど話題などあるはずだ。普通ならこんなこと、悩なやむのがおかしい。

　だが、下手へたなことは言えない。相手は未み踏とうの地のようなもの。迂う闊かつに踏ふみ込み地じ雷らいを踏んでしまったらと考えると、雪也は恐おそろしくて一歩を踏み出せない。

「……ねえ、あんた。もしかしてあたしのこと、怖こわい？」

「へ？　あ、いや、そんなことは」

「あるんでしょ」

「…………………………………………すまん」

　つんとした態度、常備されたポーカーフェイスに人を寄せつけない冷たい言動と雰ふん囲い気き。更さらにすれ違う人々が男女問わず、十人中十人がほぼ確実に振り返る美少女だ。今も周囲の視線がちらちらと彼女に集まっている。「あんな可愛かわいい子の連れがあんなにパッとしないなんて」などと聞こえてもくる。やかましいわ、と雪也は内心で言い返した。

　しかし何を考えているのか全く分からない璃子は、雪也には異星人のようなものだった。

「別に謝らなくてもいいわ。よく言われることだもの、自分がとっつきにくい人間だって、よく分かってる。特に、ダンスが絡からむと手に負えないっていうか……まあ、そんなとこ」

「まあ、そんだけダンスに真しん剣けんなんだろ。お前、真ま面じ目めっていうか、ストイックだし……そういうところ、三みつ日か坊ぼう主ずな俺にはないところだから……正直尊敬してるよ」

　璃子が少し驚おどろいたように目を見開いた。

「……まあ、あんたよりは真剣よね」

「そこは素す直なおにありがとうだろ……！」

「別にありがたいと思ってないもの」

　頰ほお杖づえをついて気だるげに言う璃子。その表情は、相変わらず冷めているように見える。

　窓の外に向けられる彼女の視線。その横顔は、どこか物悲しく雪也の目には映った。

「そうね……こんなんだから、リーダーとも上手うまくやれないのよね」

　璃子の口から零こぼれた言葉は、愚ぐ痴ちとも弱音とも取れるように響ひびいた。雪也に言っているようで、自分に言っているようでもあった。

　さっきのリーダーのこと、だろうか。

　折角彼女がその話題を出したのだ。雪也は便乗して訊きいてみることにした。

「あいつが前のリーダーなんだよな」

「……うん。さっきのは城しろ山やま篤成っていうの。中三の時……今年の二月まで組んでたリーダー」

「最近の話だな」

　言うと璃子は再びむすっとした。雪也は慌てて言葉を継つぐ。

「お前ダンスのこと詳くわしいけどさ、いつからやってんの？」

「幼よう稚ち園えんの頃から」

　雪也は思わず自分の幼稚園時代を振り返る。その頃、自分は何をしていたか。

　先程シューズ店でも頭を過よぎった記き憶おく──友達と幼稚園の先生のスカートを捲めくって遊んでいた光景だけが浮かんできた。ただのエロガキだったことを思い出し、雪也は考えるのを止やめた。思い出し得る、最古の黒歴史だ。

　そんな雪也の思い出など知るはずもなく、璃子は話を続けた。

「近所に社交ダンスの教室があって、そこの先生と親が仲良かったから習い始めたの。篤成とは先生の紹しよう介かいで組んで、アマチュア競技会で優勝とかもしたんだけど」

「優勝とか、凄すごいじゃん」

「……でも、カップルとしては三ヶ月保たなかった。初めてのリーダーだったのに」

　璃子は踊おどり始めて約十年。そんなに長く一つのことを続けられるということに、雪也はただただ感心した。自分には、できない、できなかったことだ。

　ただ、十年もの長い歳月の間には嫌いやな事だってあったはず。それでも社交ダンスを続けてきた彼女が、三ヶ月も経たたずにカップルを解消したというのは雪也には意外だった。漠ばく然ぜんと、カップルというものは長い付き合いになるものだと思っていた。

「カップルって、片方がダンス辞やめるまで組んでるのかと思ってたけど」

「長く組んでる人もいるけど、合わなければ解消もするわ。それは本人たちの意思次し第だい」

　つまり、璃子と篤成は合わなかった。上手くいかなかったということだ。

「答えたくなきゃ無理に訊きかないけどさ。あいつとは、何で上手くいかなかったんだ？」

「あいつは……」

　単刀直入に雪也が訊たずねると、璃子は嫌な染しみでも見つけたかのようにテーブルを睨んだ。

「……あいつはパートナーのことをお人形か何かだと思ってるのよ。自分の踊りを引き立てるための道具だとしか思ってない」

「道具？」

「あたしの意見になんて耳を貸してくれなかった。余計なこと言うな、お前は黙だまってオレについて来ればいいって、そればっかりで」

　いつの時代の亭てい主しゆ関白だ、と雪也は思った。今時そんなことを恥はずかしげもなく言う奴がいるとは。

　だが、雪也は先ほど会った篤成の様子を思い出す。

　彼が璃子を恋れん愛あい対象として見ていたのは間違いない。男の勘かんだ。

　だとすれば、格好をつけようとしてそんなことを言っていたのだろう。そうしたくなる気持ちは、雪也にも何となく分かる気がする。ただし高校生にもなって、好きな子の気持ちも考えず偉えらぶったり虚きよ勢せいを張ったり……そんな無益なことしようとは思わない。そんなのは小学校までで卒業しておくべきだ。彼女が今までいたことのない雪也だって分かる。

　第一、篤成が完全に失敗しているのは、璃子の態度を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。「べ、別にあんたのことなんて好きじゃないんだからね！」とかいうデレが用意されたツンではない。ツンしかない。というか、デレる璃子とか、雪也は全く想像できない。

「好きな子はいじめちゃうっていう、あれかもな」と雪也は感想をこぼした。璃子に思いっきり睨にらまれてしまった。余計なことを言いましたすみません。

「あいつが嫌な奴やつなのは、あたしに対してだけじゃないわよ。あたしの前に何人も組んできたけど、みんな好き勝手に振ふり回してフってきたような奴なんだから」

「え？　お前、フられたの？」

「まさか。こっちからフってやったわ」

　ですよねーと雪也は頷うなずいた。とすると、あの男の璃子に対する執しゆう着ちやくも、プライドを傷つけられたことに起因するのかもしれない。プライド、超ちよう高そうだったし。

「あんなの、一人で踊ってるのと変わらないもの……」

　璃子が遠くを見つめるように目を細めた。

　その時。一つの疑問に対する答えが、すとんと雪也の胸に落ちた。

（ああ、だからこいつは俺が入部する時、男のリーダーはいらないなんて言ったんだ）と。

　初めて組んだリーダーにパートナーとして主張することも許されず、物のように扱あつかわれた。そりゃあ男リーダー不信にもなろうというものだ。

　先日、練習に付き合ってもらった時の璃子を雪也は思い出す。事細かに助言をくれた彼女のことだ。カップルで一いつ緒しよに踊るなら、その相手にも自分の意見を聞いてもらいたい──そう考えるだろうということは容易に想像できた。それくらい彼女は一いつ生しよう懸けん命めい教えてくれたから。一緒に踊る、方法を。

「カップルって難しいのな」

「……競技会に出たりするとね、お互たがい必死になっちゃうから」

　競技会とは社交ダンスの試合だ。雪也たちの通うたま高にある『競技ダンス部』はそれに出場し成績を残すことを目標として活動しているという。春樹に「そこに入ったわけじゃないよな」と心配されたことを雪也は思い出す。

　きっとそこは物もの凄すごく殺さつ伐ばつとしているのだろう、と雪也は想像した。間ま違ちがっても入らなくてよかった、と思う。そんなところじゃ、三日も保たない自信がある。

　競技会に出なければ、璃子と彼はここまで険悪になることもなかったのだろうか。

「必死すぎて、ダンスが楽しくなくなっちゃう。だからあたし、競技ダンス部には入らなかったの。篤成も、いるし」

「あいつたま高の生徒なのかよ……」

　雪也は憂うれいた。篤成の雪也を見る目は、まるで恋こい敵がたきでも前にしているかのようだった。校内で出くわしたら、ややこしいことになるかもしれない。

「あいつ、ダンス上手いのか。常勝とか言ってたけど」

「上手いかどうかは見る人によると思うけど、単純に強かったわ」

　苦いものでも飲み下すように、璃子がグラスに口をつけた。

「競技会の採点方式には二種類あるの。点数方式とチェック方式──篤成は、点数方式の試合では常に決勝に残ってたって話。あたしと出たアマの競技会でも優勝したし、他ほかのパートナーと取ったタイトルも、両手の指くらいあるって」

「マジか。すげぇ……」

「そうね、ダンスにかけるあいつの情熱みたいなものは、正直、すごいと思う」

　璃子が眩まぶしいものでも見るように目を細めた。それはまるで、

「やっぱり好きだったみたいだな」

　雪也が思わずこぼした言葉に、瞬しゆん間かん、空気がピシッと凍こおった。

　けれど、雪也が恐きよう怖ふに弁解しようとした時、

「…………悪いの？」

　蚊かのなくような声で璃子が呟つぶやいた。

「でも、もう違ちがうから」

　呆ほうけていた雪也から、璃子が目を逸そらして言った。その仕草は、言外にまだ好きだと言っているように雪也には見えて。

　──何だか、もやもやする。

「あたしはね」

　雪也が自分の中に生じた原因不明の不快感に苛いら立だっていると、璃子が仕切り直すように口を開いた。

「篤成とあんなことがあったから、競技ダンス部には入らないって決めてた。結構ショックだったのよ、これでも。でも、高校で、部活でダンスをしたいって思ってた……だから、珠実に感謝してるの。あの社交ダンス部を作ったのは珠実で、そこにあたしを誘さそってくれたのもあの子だから」

「あ。やっぱり、たまちゃんが誘ったのか」

「そう。競技会であたしを見たらしくて。あの子、入学式の日に声をかけてきて、あたしが競技ダンス部には入らないって言ったら『じゃあわたしの作った部活に入りませんか？　まだ二人だけなんですけど』って。それであたしが入って三人になったの」

「へぇ、フィオナのが先だったのか」

「フィオナは目立つでしょ。あの外見だから、珠実はすぐに勧かん誘ゆうしたそうよ。フィオナの経歴を珠実が知ったのは、フィオナが入部したあとで……あの子も踊れる場所を探してたみたい。『日本はイロイロ小さいデスね』なんて言ってたわ。色々って何のことかは、詳しく訊かなかったけれど」

「なるほど。そういう経けい緯いがあったのか」

「……あたし、あの部活好きよ。あたしはダンスがしたいだけ。たとえ相手なく一人で踊ることになっても、ダンスはあたしの一部だから……だから別に競技会にももう出なくていいし、カップルも組みたくないのよ。傷つくのも、つけるのも嫌だし」

「そっか」

　雪也は納なつ得とくして頷いた。そして、

（カップルなんて組むもんじゃないな、面めん倒どうくさい）

　その時の雪也は、何となくそう思ったのだった。たとえそれが、好きな相手とでも。

　璃子の顔を眺ながめる。遠くを見つめるようなその表情は穏おだやかだ。珍めずらしい、と雪也はまじまじとその顔を観察する。

「何よ？」

「お前、そういや笑わないのなーって」

　今まで一度も、笑っているところを見たことがない。笑え顔がお以外の表情にも乏とぼしく、変化を見せても大たい抵ていは『むすっ』とするくらいだ。まるで不ふ機き嫌げんな顔のまま固まった石せつ膏こう像のよう。氷の女王ってこんな感じかもしれない、と雪也は思う。

「悪い？」

「別に悪かねーよ。けど笑ったら可愛かわいいんじゃねーの、と思っただけ」

「……」

　璃子が雪也を見たまま硬こう直ちよくした。その様子に雪也は「しまった」と今いま更さら気づく。

「あ、いや、今のはあれだ、言葉のアヤっていうか、なんつーか……忘れてくれ」

　雪也は手を振り、必死に弁解する。

　よくよく考えてみれば「あんたあたしに気があるの？」と言われてもおかしくない、恥ずかしい発言である。思いのほか話ができたことで、気が緩ゆるんだのかもしれない。先さき程ほどまであれほど迂う闊かつなことは言わないよう注意していたのに。

「……じゃない……」

「俺は別にお前のこと──うん？」

　失態を恥じて慌あわてる雪也の耳に、璃子の声が聞こえた気がした。雪也の顔を見て、彼女ははっきり言う。

「笑いたいことがあったら、笑うんじゃない？」

　単純明快な答えだった。

　一体いつから笑っていないのか。まさか生まれた時からではないだろう。しかし結構な時間、表情筋が動いていなかったであろうことは、雪也にも何となく予測がつく。カップル解消、という言葉が、雪也の頭を過よぎった。きっと、少なくとも彼女がそれを考え始めた頃ころから、笑っていないに違いない。篤成が、彼女の心をこんな風に凍いてつかせたのだろうか。詳くわしいことは分からない。けれど、思う。

　こいつを笑わせられる奴なんているんだろうか、と。

　フィオナと珠実でもだめなのだ。そんな奴がいるとしたら本当に凄すごいと雪也は思う。

（……俺には、無理だろうな）

　雪也は、璃子が気づかないくらいの小さなため息をついた。篤成のように、璃子にダンサーとして認められているわけでもない自分には……きっと無理だ。

　昼時で店が混こんでいるためか、料理はまだ来ない。雪也は苦し紛まぎれにグラスの水をちびり、と飲んだ。
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　週明け月曜日。部室にはフィオナと珠実がいた。雪也はさっそく買ってきたシューズを履はき、フロアで二人にお披ひ露ろ目めをした。

「オー、ユキヤ、よいよい。これでますます社交ダンスに浸つかれるヨ、もうどんぶりだネ……ん、あれ、とっくりだったかネ？」

　それを言うならどっぷり、だ。どうもフィオナはこの手の日本語が苦手らしい。誰だれも教えてやらないので、彼女は一人で悩なやみ出した。「たっぷり？　むっちり？」などと、いかがわしく聞こえる単語を言うので、思わず雪也も彼女を見返してしまう。

　なお、本日の彼女のコスプレは、マクロスＦで銀河の妖よう精せいと呼ばれているキャラだ。フィオナのコスプレのせいかお陰かげか、雪也にも徐じよ々じよにアニメの知識が増えていた。

「でも、新しいシューズってなんかいいですね。わくわくしませんか」

　珠実が、雪也の足を包む真新しいぴかぴかのシューズを見て瞳ひとみを輝かがやかせた。確かにその気持ちは雪也にも分かる。自分専用の真新しい道具というのは、手にすれば心躍おどるもの。こんな気持ちになったのは携けい帯たい電でん話わを買ってもらった時以来だろうか。

「そう言えば二人とも、昨日はどこ行ってたんだ？」

　並び合う大小の凸でこ凹ぼこコンビに雪也は訊たずねた。用事がどうとか璃子が言っていたが、詳しくは聞いていない。

「池いけ袋ぶくろに知り合いのセンセがやってるダンス教室あってネ、ちょっくらそこに行って来ましタ。これを受け取りにネ」

　そう言ってフィオナは「ジャジャーン」とむっちりした胸の谷間から何かを取り出した。

「なんつーとこから出してんだよ」

「大事なものは、大事なところにしまっておくのヨ」

　言って、フィオナはその大事なものをひらひらと振ふった。

　封ふう筒とう、である。何の変へん哲てつもない茶色の。

　その中からぴらりと取り出されたのは、四枚の細長い紙だった。チケット、のようである。

「何だ、これ？　『関東スタンダードダンス選手権大会』」

「プロの競技会のチケットですヨ。スタンダードのネ」

「競技会のチケット……見られるのか？」

「イエス。夏休みに入ってからなんだケド、見に行きませんカ？　部員全員でサ」

「でも、プロの大会のチケットってことは、これお金かかるんじゃないのか？」

　シューズを買った今、金銭の余よ裕ゆうはない。

　ためらう雪也に、フィオナが首を振る。

「ノンノン、お金いらないヨ。これはセンセがタダでくれたものだからネ」

「そうなのか？」

「行きましょうよ雪也さん。本当に凄いですから、きっと見るだけで勉強になりますよ」

「別に、その辺りはまだ予定ないし、タダなら断る理由もないよ」

　興味がないわけでもない。

　雪也は、インターネット上にアップされた動画でしかプロのダンスを見たことがない。ネットを使うには、携帯電話を除けば、桧ひ野の家の居間に一台しかないパソコンだけが手段だ。だが普ふ段だん何事も詮せん索さくしないはずの両親が、息子むすこが最近何にハマっているのか興味があるらしく頻ひん繁ぱんに画面を覗のぞいてくるので、雪也はいつもダンス動画を集中して視し聴ちようすることができないでいた。

　競技会。ダンスをじっくり見る、いいチャンスである。

「ＯＫ。それじゃ詳しよう細さいは後日。あ、リコ、チケット貰もらってきたヨ！」

　話を終えたフィオナは、部室に入って来た璃子にチケットを渡わたしに行ってしまった。

　雪也は手にしたチケットをまじまじと眺める。

「競技会ねえ」

　自分で出たいとは思わないが、単純に見るだけなら面おも白しろそうだ。

　柄がらにもなくわくわくする自分がいる。そのことに気づき、雪也は苦く笑しようした。

　それは、初めて知る自分だった。
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　六月に入った。木々の緑色は濃こくなり、空気は少し蒸むし暑い。梅雨つゆが間もなくやって来るのだろう、時折その前座であるかのように勢いのいい雨が降ったりする。

　部活に社交ダンス、雪ゆき也やはまだどちらも辞やめていなかった。三みつ日か坊ぼう主ずの亡ぼう霊れいを撃げき退たいした後、継けい続ぞく日数は新記録を打ち立て続けていた。もう入部してから一ヶ月が経たつ。

　辞めようとは、もう雪也は思っていなかった。部室は居い心地ごこちがいいし、ダンスも楽しい。部員全員──と言っても、雪也の他ほかはたったの三名だが──彼女たちとも上手うまくやっている。

　辞める理由など、今のところどこにも見当たらなかった。あんなに入部を渋しぶっていたのに、人生どこでどう転ぶか分からないな、と雪也は人生の妙みようというものに感心していた。

　昼、フィオナの手料理を食べて部室から教室に戻もどってきた時だ。出で迎むかえてくれた春はる樹きが雪也をじーっと見て、それからにんまり笑った。

「何だ？」

「お前、最近楽しそうだなーって」

「楽しい……──な、うん」

　否定する要因は思いつかない。最近では通学中にもイヤホンでダンスミュージックを聴きいていたり、トイレの鏡に映った瞬しゆん間かんに思わず姿勢を正してしまったり、くるりとターンしてしまったり……人から見られると恥はずかしいが。そんな感じで、頭の中はダンス一色と言っても過言ではなかった。

　また、フィオナの強行でニカニカ動画──通つう称しよう『ニカ動』に〝ダンス初心者だけどアニソンでワルツ踊おどってみた〟という動画を投とう稿こうさせられたりもしたのだが、好意的なコメントもついていて、毎日それをチェックしてはニヤニヤしたりもしている。たまに辛しん辣らつなものもあって凹へこんだりもするが。

　以上のような感じで、生活が一変していた。多分いい変化じゃないかな、と雪也は思う。

「そっちこそ随ずい分ぶん楽しそうっていうか……変わったな」

　春樹の姿を見て、雪也は今まで言うかどうか迷っていたことを口にした。

「ん。こんな格好で登校してくるようになるとは、僕もひと月前までは考えもしなかったよ」

　そう言って春樹は、肩かたにかかる緩くウェーブした栗くり色いろの髪かみを摘つまむ。

　ウィッグかつら、である。

　珠たま実みやフィオナがコスプレでつけているあれだ。ただし、彼女たちがつけるものより、もっとリアルな人間の髪に近いものだった。

「でもね、今はすごくこの姿がいいなって」

　雪也の目の前に立ち胸に手を当てた春樹は、いま女子の制服を着ていた。ナチュラルに化け粧しようまでしている。

　部活に入り女装という新たな嗜し好こうに目覚めた春樹は、すぐに行動を起こした。学校側に許可を貰い、先月半ばからこの格好で通学している。最初は級友たちも、鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうでも食くったような顔をして戸と惑まどっていたが、存外に春樹の女装は似合っており、最近では男女問わず評判がいい。雪也もこの姿に慣れてしまった。

「僕たちは、入ったところとの相あい性しようが良かったんだと思う。適性があったっていうか」

「『は』っていうと？」

「もう一ヶ月経つだろ。やっぱり、ちらほら部活を辞める奴やつも出てるみたいなんだ。例えば〝おっぱいレスリング部〟とか、〝降こう霊れい部〟とかの奴」

　ちらりと春樹が視線を向けた席には、それらの部活に所属していた生徒がいた。前の席に座る男子生徒は胸むな元もとを守るようにしてうずくまったまま震ふるえており、その後ろの席の女子生徒は時折奇き声せいを上げたり泣き出したりしていた。

「……後こう遺い症しようは結構残るものらしい」

　啞あ然ぜんとしていた雪也の前で、春樹が彼らに同情するように言った。

「あれじゃ、退部制限が解かれたと同時に辞めたって不思議じゃないだろ」

　春樹の言葉に雪也は神しん妙みような面おも持もちで頷うなずいた。

　入部からひと月設けられている退部制限。それが解除されるこの時期、毎年退部者が続出するというのは、既すでに新入生の間でも知られている話だ。さすがに一ヶ月の我が慢まんの末に退部する者を引き止めるような権限は学校側にもない。

「あと、何でも部活が統とう廃はい合ごうされる動きもあるらしくて」

「統廃合？」

「うん。たま高では今、部活が乱立してるだろ？　学校側も提供する活動場所がなくなってきたらしくって、似たような活動してる部活を合体させちゃおう、小さい方は廃はい部ぶさせちゃおう、って話になってるらしいんだ」

「そんなん初耳だけど」

「僕は部長から聞いたよ。特に人数少ないところとか、活動実績のないところには話が行ってるっぽい。部活の統合に納なつ得とくできない子たちが辞めたりしてるらしい」

「ふーん……」

「雪也のとこ大だい丈じよう夫ぶなの？　条件としては当てはまってそうだけど」

　話を聞きながら雪也も思っていたことだ。社交ダンス部は、その活動内容が競技ダンス部に似ている。そして人数も少なければ実績もない。

「でも、たまちゃんは何にも言ってなかったけど」

「そっか。ならいいんだけど……ああ、時間だ。じゃあ」

　昼休み終しゆう了りようの鐘かねと共に春樹は自分の席に戻っていった。

「部活の統廃合、ねえ」

　机に頰ほお杖づえをついて雪也は思い返してみたが、やはり珠実が言っていた記き憶おくはない。フィオナも、璃り子こもだ。深刻な雰ふん囲い気きもないし、みんな普ふ通つうに部活を楽しんでいる。

　きっとそんな話は来ていないんだろう──雪也はそう思うことにする。

　窓の外にはどんよりとした重たい雲。陰いん気きな空からは、そろそろ雨が降りそうだった。
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「天気、悪いな」

　部室の窓から空を見上げて、雪也は言った。外は雨が静かに降っていた。他の面々も練習の合間の休きゆう憩けいにと、窓まど際ぎわの長なが椅い子す周辺に集まっている。

「そろそろ本格的に梅雨つゆ入りじゃないかしら」

「日本はイギリスよりちょっと遅おそいんデスね」

「そうなの？」

「イエス。イギリスは大体五月の下げ旬じゆんには入りマスので」

　璃子とフィオナは、長椅子に並んで座り雑談している。その傍かたわらで、珠実はぼんやりと空を見上げていた。遅れて部室にやって来たため、まだ制服のままだ。

「たまちゃん、どうかした？」

「え？……あ。いえ、か、帰りに濡ぬれないといいなーって思ってまして、ですね」

　珠実が慌あわてたように笑え顔がおになった。不自然にこわばった笑みはまるで何かを誤ご魔ま化かすよう。

　どこか様子が変だと雪也は思った。ふと春樹の話が頭を過よぎる。

　訊きいてみようか、と雪也は思った。

「なあ、たまちゃ──」

　その時、部室の扉とびらがノックされた。珠実がびくっと身体からだを震わせる。部員全員の視線が扉に向いた。

「誰だれかしら、来客なんて珍めずらしいわね」

「あ、わたしが出まっ……」

　駆かけ出した珠実が何もないところで躓つまずいた。盛大にすっ転んで、びったーんと床ゆかに顔面を打ちつける。

「きゃ、珠実!?」

「タマちゃん大丈夫デスカ！」

　璃子が悲鳴を上げ、フィオナは目を丸くしている。

「だ、大丈夫……痛っ!?」

　立ち上がろうとして珠実はよろけた。足を挫くじいたのかもしれない。

「いいよ、たまちゃん。俺が行く」

「あ、でもっ！」

「いいから」

　なおも入り口に向かおうとする珠実を女子二人に任せて、雪也は扉を開けに行った。

「はい、どちら様ですか？」

　雪也は客人に尋たずねた。

　部室の前には、眼鏡をかけた理知的な雰囲気の女子生徒が立っていた。髪はバレッタで一まとめにされている。リボンの色は緑──三年生だ。

「競技ダンス部の鈴すず原はら真ま理り奈なや。活動中、失礼するで」

　口を開くと思いもよらぬ方言である。関西弁のようだが大おお阪さかや京都とも雰囲気が少し違ちがう──四国の方、讃岐さぬき弁だろうか。雰囲気と口調のギャップに驚おどろきつつ、だが雪也はそれよりも『競技ダンス部』という言葉に引っかかりを覚えた。

「競技ダンス部の方が、一体何のご用ですか？」

「部活の統廃合の話つけにきたんや。もう部長さんから聞いとるやろ？」

「え……？」と、雪也は目を瞬またたいた。

　部活の統廃合──そう目の前の彼女は言ったか？

　眼鏡の彼女は雪也の反応にきれいな形の眉まゆをひそめる。

「何やその反応……まさかまだ周知しとらんかったんか、あのチビっ子ちゃん」

「ど、どういうことだよ」

「ごめんなさい、雪也さん。璃子ちゃんも、フィオナちゃんも」

　声に雪也は振ふり返る。璃子の肩を借りた珠実が、背後に立っていた。
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「真理奈さん、ここじゃなんですから、中へどうぞ」

「……ほな、お邪じや魔まするけん」

　部室の扉が閉まると、珠実が部員の顔を見回して言った。

「言わなきゃって思ってたんですけど」

　言えなかった、と珠実が項うな垂だれた。彼女は深刻な顔で説明する。

「そちらの真理奈さんが今おっしゃいましたが、この社交ダンス部に統廃合に応じるよう学校側から要よう請せいがかかっています。理由は競技ダンス部と活動内容が酷こく似じしていること、活動人数が少ないこと、活動実績がないこと……この三点だそうです」

　雪也たち部員は黙だまったままだった。いつも元気なフィオナでさえも、戸惑ったような表情を浮うかべている。

「競技ダンス部では受け入れ可ってことが決まったんで、それを伝えにきたんよ。統合か、廃部か決まってこの部室立ち退のくんは夏休み明けやろうけど、対応するなら早い方がええんちゃうかなと思てな」

「そんな……」

　統合か廃部──その二択たくしか用意されていないというのか。

　愕がく然ぜんとする雪也に、真理奈は困ったように眉を寄せる。

「ダンスが好きなら、別にここに拘こだわらなくてもええんちゃうかな。まあ少しギスギスしたとこはあるかもしれんが、うちらの部活も悪くないで。歓かん迎げいするけん、廃部よりは統合のがええと思うよ？」

　真理奈は、どうやら社交ダンス部のことを案じてくれているようだった。眼鏡の奥で切れ長の二重の目が、気き遣づかうように雪也たちを見ている。

「……みんなと、話し合います」

　珠実の言葉に、真理奈は「分かった」と頷いた。

「ほな、決まったら報告してな」

　そう言って真理奈は部室から出て行った。

「……」

　重苦しい沈ちん黙もくだけがそこに残っていた。皆みな、困こん惑わくと動どう揺ようと不安に、心臓を握にぎり潰つぶされそうな顔をしている。

「あの、本当にごめんなさい」

　沈黙を破ったのは珠実だった。璃子から離はなれ、ぺこりと頭を下げる。

「みんなの悲しむ顔が見たくなかった。どうにかできないかなっていっぱい、いっぱい考えて……そんな風に逃にげていたら、あっという間に時間が経たっちゃって、それで……」

「いいわよ珠実、もう謝らなくて。そういうの、分かるから」

　璃子が珠実の肩かたにぽん、と手を置いた。珠実が悔くやしげに唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「あの、タマちゃん。苦しくはなかったデスか？」

　フィオナが、顔を覗のぞき込むように珠実の前にしゃがんで言った。珠実の顔がみるみるうちに歪ゆがんでいく。

「……苦しかったです、凄すごく」

　今にも泣きそうな珠実に、フィオナはにっこり微笑ほほえんだ。

「もー、一人で抱かかえ込むのよくないヨ。ボクたち同じ社交ダンス部の部員じゃないデスか。どうしたらいいか、一いつ緒しよに考えよーヨ」

「………………はい」

　まるで妹をあやすように珠実の頭を撫なでる女子二人。

　雪也はその間、どうしたものかと真しん剣けんに悩なやんでいた。

　社交ダンス部の統とう廃はい合ごう。

　この部が、なくなってしまう？

「さて……知ったのが早いか遅いかなんて些さ事じでしかないわ。結局この部活は統廃合の対象なんだし。今考えなきゃいけないのはあたしたちの身の振り方よ」

　璃子の言葉に雪也も同意する。

　もう今まで通りではいられないことは確定しているのだから。

「デスが、部活を統合するか廃止するか、選せん択たく肢しはこの二つのみデス。どうしたらいいかネ？」

　フィオナが挙手をして言った。

「ボクは競技ダンス部入っても構わないんデスが。みんなが一緒ならネ。ただ、あそこにボクと組んでくれる相手はいないと思いマス……」

「あたしは競技ダンス部には行かないわよ。あそこに入るくらいなら、部活でのダンスは諦あきらめるわ」

　既すでに意見が嚙かみ合っていない。うーんと頭を抱える璃子とフィオナ。珠実が雪也を見る。

「雪也さんはどう思いますか？」

「俺は……」

　どうしたいかは決まっていた。けれど、それがただの我わが儘ままであることは分かり切ったことだ。

　だが、

「雪也？」

　璃子に目を覗き込まれ、雪也は思い切ってその言葉を継つぐ。

「……俺は、この社交ダンス部で、みんなと一緒に社交ダンスがしたい」

　競技ダンス部は部員数も多く、活動も部内のルールも厳しいという。そんなところに入っても、雪也はこれまでのように続けられる自信がなかった。この社交ダンス部だったから続けられたのだと思う。

　何よりもこの三人がいる社交ダンス部という居場所を、雪也は失いたくなかった。ここじゃなきゃ、だめなのだ。

「くそ……何か方法はないのか……何か──」

「………………………──あの、一つだけ。一つだけ、方法が」

　頭を悩ませていた雪也はぴたりと手を止める。顔を突つき合わせて考えていた璃子とフィオナも、発言した珠実を見て虚きよを衝つかれたような顔をしている。

「本当か!?　どんな？」

　雪也は話に飛びついた。（何だ、まだ方法があるんじゃないか）と少しほっとしながら。

　だが、

「それは、この社交ダンス部が実績を作ることです」

　言っている珠実も含ふくめ、部員全員が複雑な表情をした。

「実は統廃合の話が出た時に、学校側から存続についてこの条件を提示されました」

「でも、実績って何だ？」

「……具体的に言えば『競技会に出場して好成績を残す』というのがその条件です。例えば部員が増えたとしても、その部の活動の透とう明めい性せいは測れません。根本的な問題として、競技ダンス部との活動内容の被かぶりをどうにかすることはできませんし」

「その条件が一番、活動の有意性を主張できるってことだな」

　分かりやすく、雪也にも理解できる条件だった。何かを認めさせるには、何かで結果を残すのが一番明確である。

「それじゃ簡単じゃないか。競技会に出て、成績残せばいいんだろ？」

　競技会のレベルがどの程度か雪也には分からないが、それでもフィオナと璃子が出れば何かしらの成績は残せそうな気がする。何せ元世界チャンプの娘むすめと、十年もの時間をダンスに捧ささげてアマチュア競技会でも優勝などの華はな々ばなしい成績を出したことのある璃子だ。社交ダンス部としては出せる限りの最強のカードである。

　だが、女子たちの反応は悪かった。璃子が「本気なの？」とでも言うように顔をしかめる。

「あんたそんなこと言っていいの？」

「うん？　何で」

「出るのはあんたよ」

「へ？」

　雪也はぽかんとした。

　出るのは、俺？

「な、何で俺が？」

「あんたが男だからよ」

「男だからって、なんでそれが──」

「ドイツなんかでは同性のカップルのみによる競技会なんかもあるんデスが、日本では認められてないのヨ。リーダーは男で、パートナーは女……日本の公式競技会のルールではそうなってるんデス」

　日本らしい古風なルールに、雪也は頭をがつんと殴なぐられた気がした。フィオナが自然にリーダー役をやっているので、それが当たり前に試合でも可能だと思ってしまっていた。

　雪也が出ることになる……だから珠実も最初にこの条件を提示しなかったのだろう。

「ということでユキヤが出るのは決定事故としてデスネ」

　本当に事故だ、と雪也は頭を抱えた。まるで「桧野君が適任だと思いまーす」と誰だれもやりたがらない学級委員を押しつけられた気分である。実際、やりたくはない。

　だが、雪也としても降りるわけにはいかなかった。この場所を守りたいと言ったのは自分なのだから。

　腹を決めて雪也は頷うなずいた。なるようになれ、だ。

「そうなると、あとはパートナーですね」

　珠実が難しい顔をした。

「わたしと雪也さんでは、お互たがいスタンダードとラテンで専せん攻こうが違ちがいますし。身長差もこんななので」

　クラスで一番前に並ぶであろう小さい珠実である。高校生男子の平均身長である雪也と並ぶと、既に別の人種に見える。

　それに未いまだ手を握るだけで顔から火を噴ふく珠実だ。慣れるまでどれだけの時間がかかるか分かったものではないし、雪也としても罪悪感を覚えてしまうので練習すら難しい。雪也が今からルンバを習得するのも同様だ。

「ボクでもいいケド、タマちゃんと同じくカップルとしての見た目シルエツトが悪いヨネ。きっとスゴイ減点だと思うヨ。競技会ではカップル間のバランスも採点上重視されマスし」

　フィオナがハイヒールを履はくと雪也より十五センチも背が高くなり、一八〇センチを優に超こえる。カップルを組んでも、どちらがリーダーか分からなくなりそうだ。

「そうですよね。でも、璃子ちゃんは……」

　珠実が璃子を見て言い淀よどむ。

　カップルとしてのシルエットを重視するならば、璃子と雪也の組み合わせがベストだった。身長差は十センチ。璃子がハイヒールを履いて並ぶと、まるであつらえられたかのようにしっくり来る。ホールドも組みやすい。

　だが、璃子にそれは無理な話ではないかと雪也は思う。

　璃子ははっきり言っていた。「男のリーダーとは二度とカップルを組みたくない」と。

　彼女にとって篤あつ成なりとカップルを組んだことは、一種のトラウマなのだ。それは雪也だけでなく珠実とフィオナも察しているようだった。

「……シルエットが悪くてもさ、たまちゃんかフィオナのどっちかでいいんじゃねーかな。結果はどうなるか分かんねーけど、出ないよりはマシだろ」

　床ゆかを睨にらんでいた璃子が、雪也のその言葉に顔を上げた。瞳ひとみには困こん惑わくの色が浮うかんでいる。

「雪也。でも、それじゃ」

「俺は、お前が嫌いやだと思うことを、させたくない」

　言い切る雪也に、璃子がはっとしたように目を瞠みはった。

「お前、言ってたじゃねーか。『カップルなんて組みたくない』って。入りたかった競技ダンス部に入るのやめちまうくらい嫌だったんだろ」

「それは……」

「お前のダンスに対する真剣さ、俺知ってるつもりだよ。お前くらいダンス好きなら、競技ダンス部に入りたいのが普ふ通つうだろ。あそこほどダンスするのに都合いい場所はねーだろうし。でも、お前は入らなかった。嫌なやつがいたって、お前はそれくらいじゃそんな場所を諦めるような奴やつじゃないのに、それでも諦めたのは……それくらい、カップル組むのが嫌だったからじゃないか。あそこは必ずカップルを組まされるから。違うか」

　社交ダンスに興味を持ち始めた雪也は、競技ダンス部がどんなものか調べたことがあった。

　さいたま高校の競技ダンス部は、その『競技会に出場することが目的』という部の特性から『カップルを組むこと』が在ざい籍せきの要件になっている。組まない者、組めなかった者は、部にはいられないというのだ。

　璃子が諦めた理由はこの要件だと雪也は思った。そして、その予想は当たっていたらしい。璃子は否定しなかった。唇くちびるを嚙かみ締しめて俯うつむいているのが、肯こう定ていの証あかしだった。

「……なあ璃子、無理する必要なんてねーよ。それが一番の方法かもしれないけど、それ以外にやり方はいくらでもあんだろ」

　強要するのは酷こくな話だ。もし璃子の傷口が広がってしまったら、その時点で社交ダンス部に亀き裂れつが入るかもしれない。四人がバラバラになってしまう。そんなのは、本ほん末まつ転てん倒とうだ。何としてでも避さけたい。

「だからさ、俺は誰と組んでもいいから──」

「あたしが組む」

　三人が一いつ斉せいに璃子を向いた。璃子は唇をきゅっと引き結んでいる。

「り、璃子ちゃん、本当にいいんですか？」

「ええ。だってそれがあたしたちにできるベストだって、分かってるもの」

「でもお前、無理してないか？」

「してるけど」

　璃子の言葉が雪也の胸にぐさりと刺ささった。「男と組みたくない」という話だが、それは雪也とも組みたくないということだ。彼女の事情を分かってはいるものの、こう断言されると悲しいものがある。

　そんな風に雪也がこっそり傷ついている時だった。璃子が上うわ目め遣づかいでぽつりと言った。

「男は嫌だけど……あんたは、あいつとは違う気がするから」

「え？」

「だから、相手があんたならいっか、って思ったのよ」

　璃子はぷいっと顔を逸そらす。相変わらずのポーカーフェイスで、何を思ってそんなことを言っているのか雪也には計りかねた。

「俺ならいいって……あのさ、それってどういうことか詳くわしく──」

「深い意味なんてないわよ。あんたのことなんてどうも思ってないし、死ぬほどのことでもないから、まだ我が慢まんできるってだけの話」

　超ちよう不快そうに言われ、訊きかなきゃよかった、と雪也は打ちひしがれる。どうやら我慢しなければいけないレベルの話らしい。しかもどうも思ってないとか……最近仲良くなった気がしていたから、好意的にもとれる言葉に思わず期待してしまった。

（──期待？　何に？）

　浮かんだ疑問に雪也は首を傾かしげる。璃子に、一体何を期待するというのだ。

　そんなことを考えている雪也を余所よそに、フィオナが嬉き々きとした声を上げた。

「でもよかったヨ！　これでユキヤとリコはカップルだヨ！」

「ちょっと待て、今の意味が違うだろ！」

　社交ダンスの『カップル』と恋人アベツクを意味する『カップル』はアクセントが異なる。前者は後ろに、後者は頭にアクセントがくる。フィオナがいま言ったのは後者の『カップル』だ。そんな浮うわついた関係はいま璃子に否定されたばかりだというのに、フィオナはどこ吹ふく風でニヤニヤしている。

「兼けん任にんしてもよろしいのヨ？　ボクのパパとママは兼任しとりますしー」

　からかっているのか本気なのか判別しかねるフィオナの言葉に、雪也は顔を赤くしたまま呻うめいた。否定するのも意識しているみたいで恥はずかしいし、この場が泥どろ沼ぬま化かする恐おそれがある。

　璃子も同じ考えのようだ。無む駄だに反論せず、冷ややかにフィオナを睨んでいた。

「とりあえずおめでたいことです。二人とも頑がん張ばってください！」

　カップルを組む本人たち以外は実に楽しそうだ。帰りにファミレスでお祝い＆決起会をしようなどと話が進んでいる。

「璃子」

　雪也は、珠実たちを見ながら隣となりで観念したような顔をしている璃子に声をかけた。璃子は女子二人の騒さわぎをゲンナリしたように見つめたまま、疲つかれきった返事をする。

「何？」

「よろしくな」

「……こちらこそ」

　視線も交かわさぬまま、二人は同時に深いため息をつく。

　気がつけば、窓の外の雨雲には晴れ間が覗のぞいていた。陰いん鬱うつに翳かげる世界に、太陽の光が差し込む。帰宅する頃ころには、もう傘かさもいらないかもしれない。

　けれど、雨はまだ降り続いていた。地面をぬかるませながら、しとしとと。
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「競技会の日程が決まりました」

　真理奈が訪おとずれた翌日の部室にて、部員たちを前に珠実が言った。

　フィオナが練習を、珠実が手続きなどの事務的なことをサポートすることになった。珠実はこまごまとした仕事が早いらしく、昨日の今日でスケジュールを調整してしまった。

「ええと、部活の存続を認めてもらえる期限が九月一日──ちょうど夏休みが終わって二学期が始まる時なんです。結果は早く出した方がいいとは思うんですが、練習やその他ほかの準備が必要ですし、できるだけ後の試合を選びました。ちょうどいい試合が、それしかなかった、というのもあるんですが」

　珠実がＡ４のプリントを長なが椅い子すに腰こしかけた部員たちに配る。雪也は渡わたされたそれに目を落とした。

「アマチュアサマーカップ・スタンダード部門ノービス戦、八月三十一日……これに出るのか」

「はい。学校側に確かく認にんしたところ、期限の前日までの実績ならば受理してくれるとのことでした。また、大会の規模的にも、実績として申し分ないだろうとのことです」

「でもノービス戦なのね。よかった」

「ノービス戦って、何だ？」

　競技会にも何やら種類があるようだ。聞いたことのない用語に雪也が首を捻ひねると、フィオナが解説してくれた。

「ダンサーには、基本的に下はノービスから上はＡ級まで五段階のランクがあってデスネ。最初はノービス級から始まり、昇しよう級きゆう戦で勝つ度たびにランクが上がるんデス。ちょうどピラミッドを考えてもらうと分かりやすいかもですね。厳密にはちょっと階層の人数比が異なるのですが」

「ほう」

「ノービス戦はランクをまだ持っていない初心者ノービス級──つまり、組んで間もないカップルが出場してるんデス。対してそういった区分のない、ノービス級からＡ級まで、全すべてのランクの選手が出場する試合もあるんです。無差別級という感じデショーカ」

「言い換かえれば、ノービス戦なら確実な強敵はいないってことよ。数々の試合を勝ち上がってきたＡ級選手と張り合うなんて、素人しろうとには荷が重すぎるでしょ」

「確かに」

「でもノービス級の選手でも強敵だったりする時はあるわ。それまで昇級戦に出てこなかった人とか」

「ウチの部みたいに競技会には出ずにーってスタンスで長年やってた人が、パートナーが変わって突とつ然ぜん出ることになったりネ」

「なるほど、そういうこともあるんだな。同じ試合に出て欲しくはないけど……」

「それでも全体のレベルはそこまで高くないはず。珠実、配はい慮りよしてくれてありがとう」

「いえ、こっちのサポートは任せてください！」

　むん、と珠実が両拳こぶしを握にぎりしめて、小さな胸を叩たたいてみせる。

「それじゃ、あとは燕えん尾び服ふくだネ」

「それも買い揃そろえないといけないのか？」

「競技会には服装の規定があるからネ。この大会だと、女性はドレス、男性は燕尾服デス。でも買うと十数万円するヨ？」

　雪也はあんぐりと口を開けた。十、数万……だと？

「そ、そんなに高いのか……」

「ウン、社交ダンスは元々貴族の嗜たしなみだしネ。ドレス、高いのだと百万以上しマスし」

「おおお俺、そんな大金持ってないぞ……！」

　シューズの二万円でも手が出なかったのだ。逆さまになってもそんな大金出てこない。

「大だい丈じよう夫ぶ、ボクに任せて。パパの知り合いのセンセからお借りしまショウ」

「た、助かるよ」

　フィオナの言葉に雪也はほっと胸を撫なで下ろす。つくづく社交ダンスとはお金のかかるものなのだなと思った。だが他のスポーツも、始める時はこんなものなのかもしれない。いとこが剣けん道どうを始めた時、防具を買うのに云うん十万かかったという話を雪也は思い出した。

「ねえフィオナ、あたしのドレスもフィオナのお知り合いからレンタルしたいんだけど」

「よいデスヨー」

「でも璃子ちゃん、あの青いドレスは？」

　珠実が疑問の声を上げた。璃子が苦い顔をする。

「あれも借りられるけど、もう着たくない……カップル解消した時のこと、思い出すから」

「青いドレスって？」

「わたしが初めて見た競技会で、璃子ちゃんが着てたのが青いドレスだったんです。素す敵てきなドレスだったんですけどね」

　珠実は思い出すようにうっとりと目を細めている。

「そう言えば、雪也さんは璃子ちゃんのドレス姿見たことないんですよね。びっくりしますよ、きっと。すんごいんですから」

「どんなドレスがいいデショネー。リコにとびきり似合うのがいいデスヨネー」

　どうやらリーダーの燕尾服と違ちがい、ドレスには色々と種類があるらしい。やれシフォン生き地じがいいだのベロア生地がいいだの、フィオナと珠実が楽しそうに相談している。

　その辺りの知識のない雪也は、その手の話題には全く加われそうにない。だが、着るはずの本人である璃子も蚊帳かやの外だった。珠実が気づいて璃子に訊たずねる。

「璃子ちゃんはどんなのが着たいですか？」

「着れればいいわ。ちゃんと動ければ、それで」

「折せつ角かくの機会なのに、注文つけなきゃもったいないヨ、リコ」

　残念がるフィオナに、璃子は肩かたを竦すくめてみせる。

「……そんなことより大事なのは、あたしたちがまともに踊おどれるかどうかでしょ」

「ごもっともだ」

　雪也は首を縦に振ふって同意した。外面をいくら綺き麗れいに繕つくろったとしても、肝かん心じんのダンスが踊れなければお話にならない。

「時間もないし、練習しないとね」

　璃子が椅い子すから立ち上がった。雪也の目の前に手を差し出す。

「さあ、踊りましょ」
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「そうじゃない」

　練習を開始し二時間が経過した頃、璃子が雪也から身体からだを離はなした。距きよ離りを取った、という方が近い。そうして彼女は冷ややかに雪也を睨にらんだ。

「もう、何べん言わせるのよ。最初の三歩から進めないなんて。頭悪いの？　バカなの？　神経ちゃんと通ってる？　死ねば治る？」

「……はい、すみません」

　雪也は素直に平謝った。謝るしかなかった。

　璃子が心配していた通り、まともに踊れなかったのである。

　踊り始めて二時間、同じところで躓つまずきっぱなしだった。罵ば倒とうの言葉に言い返すこともできないのは、雪也自身、自分に非があると思っていたからだ。

　最初の三歩で、璃子とタイミングが合わないのか、何となく足同士がぶつかり合って、互たがいの動きを阻そ害がいしてしまうのである。結果、踊りが続かないのだ。

「……ごめんなさい。言いすぎたわ」

　黙だまって項うな垂だれる雪也に、璃子が自分の口の悪さを謝罪した。だが、雪也にも彼女の気持ちは分かった。ダンスに真しん剣けんな彼女には、今のこの状じよう況きようは苛いら立だちを募つのらせる以外の何物でもないはずだった。

　外から見ていたフィオナが「むう」と唸うなった。

「おかしいデスネー。ボクとは上手うまくいくのに」

「やっぱりあんたが出た方がいいんじゃないの、フィオナ」

　うんざりしたように璃子が言うが、雪也ですらそんな気がしていた。だが、フィオナと雪也がカップルを組むと、不ぶ恰かつ好こうなのは鏡に映った姿を見て雪也も知っている。フィオナ相手では、雪也が情けなく貧相に見えてしまうのだ。

「まあ組んだ初日デスから、焦あせらず頑がん張ばりまショ」

　それから土日も含ふくめ、練習は毎日続いた。踊れる時間は延びたけれど、最後まで踊り切る前にカップルが空中分解してしまう。雪也が璃子の足を踏ふむこともしばしば。奇き跡せき的に踊り切っても、じめついた空気は変わらずだ。踊ったというより、やっただけになってしまっている。

　二人の間に漂ただようぎこちなさは言葉を奪うばっていく。練習開始時にはあった会話も、時間が経過するにしたがって泡あわのように消えていった。最後には無言のまま、どちらからともなく手を離す。毎日が、その繰くり返し。

　フォローを入れてくれるフィオナと珠実がいなければ、雪也はとっくに我が慢まんするのをやめていたかもしれない。肉体の疲ひ労ろうより精神の疲労の方が大きかった。璃子のことが嫌きらいになりそうだった。きっと璃子も同じ気持ちだったに違いない。踊っている時以外、雪也から離れている時間が以前にも増して多くなっていた。

　そうして進歩なく時間だけが無情に過ぎ──

　気づいた時には、六月の中間試験も終わっていた。

　高校入学以来初めての試験だったが、結果はぼろぼろだろう──試験最終日、最後の答案用紙を提出して、雪也は机に突つっ伏ぷした。こんな精神状態で、試験をまともに受けられるわけがなかった。

　試験後、ダンスの練習を始める前。雪也は璃子に訊ねた。

「なあ、試験どうだったよ」

「訊きかないでよ……もう、思い出すだけで最悪」

　何でこんなに頑張ってるんだろう……雪也はふとそう思った。浮うかんだ疑問はじわじわと思考を侵しん食しよくしていく。

　楽しい部活を守りたかっただけなのに。居い心地ごこちのいい場所を守りたかっただけなのに。

　なのに、今どうしてこんなに苦しんでいるのだろう。

　いっそ辞やめてしまった方がいいんじゃないか──そんな風に考えては否定するように頭を振る。ここで辞めたら、今までのみんなの努力が、苦労が、無む駄だになる。

　でも、疲つかれた──

　ぐるぐるぐるぐる、下手くそなワルツのように、思考がいびつに回る。

「あの、雪也さん。大丈夫ですか？」

　練習後、長椅子に倒れ込むように腰を落とした雪也に、珠実が心配そうに訊ねた。璃子は距離を取って壁かべ際ぎわに立っている。会話は音楽の壁で彼女のところまでは届かない。

「無理……してないですか？」

　いつか雪也が璃子に訊いた言葉を、珠実が口にした。

「まあ無理してないって言ったら噓うそになるけど」

「全然してない」とは言えなかった。言ったところで、自分が常時垂れ流しているであろう悲ひ愴そう感からバレバレである。

　珠実はしょんぼりして俯うつむいた。

「……ごめんなさい」

「どしたの、いきなり？」

　何か謝られるようなことがあっただろうかと雪也は思い返す。だが思い当たる節はない。

　顔を覗のぞき込むと、珠実はぽつねんと言った。

「この部活を作ったの、わたしだから……もしかして、わたし、みんなをこの場所に縛しばりつけてしまってるんじゃないかって思って……」

「な、何言ってんだよ。たまちゃんらしくないな」

　珠実の態度に、雪也はぎょっとした。彼女がこんな後ろ向きなことを言い出すなんて、よっぽど璃子と自分は酷ひどい練習をしていたのだろうか。

「みんな好きでここにいるんだろ。だからそんな風に考えることねーよ」

「でも……」

「俺は決めたんだ、ここを、この部を守るって。少しくらい無理したって守りたいんだよ」

　自分でこんな風に何かを守ろうと思うことなんて、これまでの雪也の人生では皆かい無むだった。けれど、初めてそう思うくらい、雪也はこの場所が好きだった。こうして噓みたいに粘ねばっているのがその証しよう拠こだ。いつもならとっくに匙さじを投げていたことだろう。

　この場所を、失いたくない──その気持ちは本物だった。

「だから、これは俺の勝手だし、璃子だって多分そうなんだ。たまちゃんが申し訳なく思う必要なんて、これっぽっちもないさ」

　雪也は努めて明るくそう告げた。

　けれど雪也の言葉に珠実は黙ったままだった。彼女は何かを考えるように、暫しばらくの間ぼんやりと床ゆかを見つめていた。
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　璃子との練習のあと、雪也は「飲み物買いに行くの付き合ってくれ」とフィオナ一人を部室の外に連れ出した。

　なお、本日のフィオナは白いウサ耳と尻尾しつぽに自前の金きん髪ぱつ、赤いベストとグローブにズボンを穿はき、首からゴーグルを提さげている。初めて見る姿に雪也が何のコスプレかと訊けば、フィオナは「映画『サマーウォーズ』のキングカズマだヨ！」とファイティングポーズを決めて言った。

　なお、ベストの下は白いビキニタイプの水着。そのたわわに実った胸むな元もとがいつもより肌はだ色いろ多めに晒さらされているので、雪也は正直目のやり場に困った。彼女がポーズを決めるたびに、胸の丸みがあんな形やこんな形になって大変な状態である。

「二人っきり……これはデートだネ！」と相変わらずテンション高めのフィオナと一いつ緒しよにやって来た校舎の一階。

「……フィオナ、頼たのみがある」

「オー？　ボクに、デスカー？　えっちなコト？」

「んなわけあるか！」

　雪也がぶんぶん首を振って否定すると、フィオナはけらけらと楽しそうに笑った。完全に遊ばれている。

　気を取り直し、自じ販はん機きでスポーツ飲料のペットボトルを購こう入にゆうした雪也は、それを手て渡わたしながらフィオナに言った。

「このままじゃ、俺、だめだと思うんだ」

　開けたペットボトルに口をつけて、雪也は先ほどまでの璃子との練習を思い出す。酷い有様だった。きっと外から見たらもっと酷いのだと思うと、穴に埋うまってしまいたいくらい恥はずかしくなる。

　上手くいかないのは、自分のせいだと雪也は思った。自分に基き礎そ的な力がついていないから、上級者の璃子とでも踊おどれないのだ、と。

「俺、今あいつの足手まといでしかない。こんなんじゃ、競技会に出たって呆あつ気けなく敗退するのが目に見えてるよ」

「ウーン、そうカネ？　ユキヤは頑張ってると思うんだケドなァ」

「ありがとう……でもきっと、全然足りてない」

　気持ちでは頑張っているつもりだ。けれど「気持ちでは頑張ってます」じゃだめなのだ。実力が伴ともなわねば、試合では勝てない。勝てなければ、部活は消しよう滅めつしてしまう。

「だから、俺、考えたんだけど……特訓とか、しようかなって」

「ホウ……！　と・っ・く・ん、デスカ！」

　雪也の言葉に、ペットボトルを握にぎったままフィオナがきらっきらと瞳ひとみを輝かがやかせ出した。

「特訓──ウフフ、少年マンガやバトルもののアニメでは必ひつ須すのもんヨネ！　血の滲にじむような特訓の末、極限まで自分を追い込み限界突とつ破ぱ……倒たおせなかったはずの敵も強くなった主人公の前にはただのザク、ヨ！」

　それを言うなら雑魚ざこだろうと雪也は内心で突っ込んだ。ザクではガンダムに出てくる量産型ロボである。まあある意味、雑魚扱あつかいのロボットなので合っているような気もするが。

「いいネ！　ボク特訓大好きヨ！　ユキヤもスルー？」

「ああ。だからフィオナに声をかけたんだ。何か、すぐに上手くなれるような特訓方法はないかと思って」

「ウーン……こんなこと言うとユキヤガッカリかもだケド、ダンス上手になるためには、近道ってないのヨ。上手くなるには、たーくさん踊るのが一番だからネ」

「それは分かってるつもりだけど……やっぱりいい手なんてないか……」

　フィオナの言葉に雪也は肩かたを落とした。やはり都合よくダンスが上手くなる方法なんてない──そう、諦あきらめかけた時だった。

「ちちち。イイ特訓方法なら、あるヨ！」

　フィオナが指を振ふって、にんまりした。

「ほ、本当か」

「イエース。ただ、ごっつキツいデスヨ。ボクはそれをやって高熱にうなされまシタもの」

「ね、熱……？」

　雪也は怯ひるんだ。そんなにつらい特訓なのかと想像を巡めぐらせる。何だろう、フィオナに教えられた昔のアニメにあったが、筋肉矯きよう正せいギブスでもつけるのだろうか。はたまた精神と時の部屋にでも監かん禁きんされるのだろうか──

「それでもヤるー？」

「や、やる」

　恐おそる恐る、だが雪也は頷うなずいた。やらなければ何も変わらないが、やれば何かが変わるかもしれないのだ。怖こわいけれど、勇気を出して一歩踏み出してみる。

　返事に満足したように、ウサ耳のフィオナが胸元の魅み惑わくの谷間を強調してにっこり笑った。

「じゃあ、教えるヨ！　あのネ……」
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　翌日。部活の帰りに、雪也は「特訓ヨ！」とフィオナから一冊の本を差し出された。

「特訓……これが？」

「イエス！　これ、ダンスの教科書ヨー」

「教科書？」

「社交ダンスは、スポーツの中でも特に知的な部分が要求されるヤツでネ。グローバルでスタンダードな方法が確立してるのヨ。その方法が書いてあるのが、この本なのデス。教本ってよく呼ばれてるノ」

「これを読むのが、特訓……」

「イエスイエス。──あ、ユキヤ、ちょっと信じてないデショ。ホントに上手うまくなるのかーって顔に書いてありマース。ギシアンしてるネ」

　雪也はぎくりとした。考えていることが、ばれてしまっている。……しかし、疑ぎ心しん暗あん鬼きをギシアンなどとこのイギリス人に教えたのはどこの馬ば鹿かだ、と頭が痛くなるのが先だった。思わず顔を手で覆おおう。

「……それで、本当なのか？」

「フフフ、騙だまされたと思ってやってみてくださいマシ。この本に書いてあることを完かん璧ぺきにできるようになったら、しっかりバッキリ上手くなるからサ！」

　バッキリ心が折られやしないか不安な雪也だったが、本を受け取った。

　帰宅すると、夕食より少し早い時間だった。自室に入った雪也は、鞄かばんから教本を取り出した。小豆あずき色の表紙に、白しろ抜ぬき文字で書名が書いてある。

「〝Theザ・ Ballroomボールルーム・ Techniqueテクニツク〟か……」

　ページを繰くって、さっそく読んでみる。

　本は英語で書かれていたが、フィオナが和訳と図を書き加えてくれているので、雪也にも何が書いてあるのか分かった。アレックス・ムーアというダンサーが著あらわしたこの本には、フロアの中で進む方向、ステップを踏ふむ上での足の出し方などが、詳しよう細さいに書いてあるようだった。

　最初は机に座って読んでいた雪也だったが（実際に動いてみないと分からないな）と立ち上がり、本を読みながら部屋の中でステップを踏み始める。

「〝ナチュラル・スピン・ターン〟は、『一歩目、右足前進』。アライメント──足の向きだっけ──が、『壁かべ斜ななめに面して』。回転量は、『右回転を始める』で、ライズ＆フォール──えっと、身体からだの上下運動か──これが、『一歩目の終わりで上昇ライズを始める』……こ、こんなのがずっと続くのかよ……」

　雪也は教本を下ろし、天てん井じようを仰あおいだ。フィオナが教えてくれたので、横文字の用語の意味は理解できなくもない。だが、たった一歩動くだけなのに、これだけのことを要求されるなんて……確かに「ごっつキツい」。まるで物理の教科書でも見ている気分だ。だが──

「──……いや、やるぞ。俺はやるって決めたんだ」

　頭を振って、雪也は再び教本と睨にらみ合った。この本が、フィオナが自分に課してくれた特訓なのだ。この本を理解してステップの正しい基本を身につければ、きっと璃子と踊る時にも役に立つはずなのだと自分に言い聞かせる。大だい丈じよう夫ぶ、読めない厚さじゃない、とついでにフォローを入れてみた。

　璃子は、遠い。

　どうにかしてレベルアップしなければ、自分は彼女には追いつけないし、現状ただのお荷物だと雪也は思う。そんなのは、嫌いやだった。ミジンコほどしかなかったはずのプライドが、そんなの許さないと主張していた。彼女の隣となりに立ちたいと思った。彼女の、リーダーとして。

　そして彼女に認められたかった。一人のダンサーとして……篤成のように。

　雪也は、理解するまで読んで、慣れるまでステップを踏んでみる。最初のステップ──ナチュラル・スピン・ターン。何度も何度もやってみる。右足、前進。次は左足……

　身体のコントロールは、思った以上に難しかった。こんなにも身体に神経というものが通っているのを意識する瞬しゆん間かんは、雪也にとって初めてだった。神経に脳が動作の情報を伝えているのが、指でその部分をなぞっているかのように、分かる気がする。

「うーん。何か違ちがうよな……ホールドを張ってやってみるか──」

　などと、雪也が教本から顔を上げ、ホールドを構えようとした時だった。

　部屋の扉とびらの隙すき間ま、暗がりの中に一つの目が見えた。

「うわっ！………………………………び、びっくりした。どうしたんだよ、母さん」

　目の主は、雪也の母だった。扉からそろりと姿を現す。

「ご飯できたから呼びに来たんだけど」

「な、なら、のぞき見なんてしてないで、声かけたらいいだろ」

「いやー、何だか頑がん張ばってるなぁと思ってねー」

　母は、にこにこと嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。その表情に、雪也は何だかむず痒がゆくなる。

　雪也の母が──父もなのだが──こんな風に雪也を見るようになったのは最近だ。雪也が社交ダンスの動画を居間のパソコンで見るようになった頃ころから、両親はこんな風に、どこか嬉しそうに雪也を眺ながめるようになった。

「……俺が頑張ってたら、いけないのかよ？」

「んーん。いいんじゃないの。やれるだけ、やってみなさい。さ、その前にご飯食べちゃって。お父さんも待ってるから。今日はトンカツよー」

　雪也の母は、そう言って部屋から出て行った。雪也は、教本を閉じて、机の上に置いた。

「……そうだな。やれるだけ、やってみるか」

　母の言葉にも励はげまされた雪也は、それから時間を見つけては、教本を読みつつステップを踏むという特訓を繰り返した。

　自宅。教室。通学電車の待ち時間などなど。繰り返し繰り返し。飽あきるまで、飽きても。

　ただひたすらに、やり続けた。それが確かな力になると信じて。




　＊　　＊　　＊




　あっという間に時は過ぎ、夏休みに入った。部室には冷れい房ぼうが効いているが、外はもうすっかり夏だ。陽ひ射ざしは凶きよう悪あくで、セミの鳴き声が大気をうわんうわんと揺ゆらしている。

　終業式の日、最後に会った春樹はうきうきしていた。休みの間に撮さつ影えい会のイベントがあるのだという。彼にとっても忙いそがしい夏休みになりそうだったが、雪也が競技会に出ることを伝えると、春樹は「応おう援えんに行くよ」と快く言ってくれた。

　フィオナに教えてもらった特訓が効いてきたのか、雪也自身のダンスは格段に上手くなっていた。基本に忠実で、癖くせのない、まさしく基本的スタンダードなダンスになってきた。それはフィオナのお墨すみつきだ。

　だが、ダンスは一人で踊おどるものではないと雪也は痛感していた。

　璃子と一いつ緒しよだと、どういうわけか上手くいかないのだ。教本で身につけた知識も、技術も、そのどれもが彼女には通用しない。なぜなのか、未いまだ打開できずにいる。

　そんなわけで雪也は、喧けん嘩かにならないようにと練習中は特に気を遣つかっていた。璃子の方も険悪なムードになると、自然に距きよ離りを取って冷れい却きやく期間を設ける──




　雪也が疲つかれ果て「もうだめだ」と思った八月の頭。

　フィオナがチケットを手に入れてきた、プロの競技会を観みに行く日がやって来た。

　久々の練習休みに、雪也の中ではプロの試合に対する期待感よりも、休めることに対する安あん堵ど感かんの方が勝っていた。今日一日璃子と睨み合わなくて済むのだ。寿じゆ命みようが一年は延びたと言っても過言ではない気がする。

「あ、雪也さん！　こっちこっち！」

　夏色を帯びた太陽が激しく照りつける午前十時。たま高からさ程ほど遠くない総合体育館が競技会の会場だった。待ち合わせ場所の会場入り口に、女子たちが既すでに集合している。

　珠実はカットソーにチェック柄がらのミニスカート、白いニーソックス。璃子はスカート丈たけの長いワンピース。フィオナは大人っぽいＴシャツにチノパン──と、三人とも全く異なる出いで立ちである。フィオナに至っては、制服以外に雪也が初めて目にする普ふ通つうの格好だ。

　雪也は璃子と目が合った。

「……はよ」

「……おはよう」

　それ以上会話は続かない。二人の間に気まずい空気が流れている。

「もう始まってるヨ。行こうー」

　二人の様子を見かねたのかそうでもないのか、フィオナが暢のん気きに会場の中へと歩き出した。

　珠実がそれに続く。雪也と璃子も二人を追った。

「今日の試合には家いえ住ずみ直なお輝き・智とも美み組が出てるんですよね！　わたし大ファンなんです！」

「日本のスタンダード選手の中では、ボクもとってもフェイバリットデス。海外だとダントツでマルコ・ゴッジョーリ＆アリッシア・ペティ組を推おしマスが。ちなみに訊ききマスが、タマちゃんはラテンの選手では誰だれが好きなんデスか？」

「ラテンだと緒お田だ慶けい二じ・渡わた部なべ聡さと子こ組ですね！　とってもエロかっこいいんです」

「オオウ！　タマちゃんてば、これまたナイスなチョイスをしてきますナァ。さすがだヨー」

　先を行くフィオナと珠実は、そんな風にコアなダンス話に花を咲さかせている。ダンス界のあれこれにも疎うとい雪也には、正直何の話をしているのか分からない。動画などで見た名前の気もするが、まだアニメの方が分かる気がする。しかし珠実の口からエロなんて単語が出てきたのは意外だった。やっぱり褒ほめ言葉なのか。

　廊ろう下かを歩いていると、身体の底に響ひびくような重低音が、まるでライブ会場か何かのように壁かべの向こうからドンドコドンドコ漏もれ出ていた。階段を上り、二階の観戦席に着く。見下ろしたフロアでは、既に何人ものダンサーが踊っていた。

「すげーなー。賑にぎやかって言うかなんて言うか」

　雪也は感かん嘆たんのため息を漏らす。見下ろしたフロアはバスケットコート三面ほどの広さで、宝石箱のようにきらきら輝かがやいていた。

　リーダーはみな黒の燕えん尾び服ふく。対してパートナーたちのドレスは素材も形も様々、色とりどりで非常に華はなやかだ。そしてリーダーもパートナーも、髪かみをかっちりとまとめている。髪かみ飾かざりをしているパートナーも少なくない。装そう飾しよくのラインストーンやラメといった光り物が、ライトの光を反射してきらきら輝いている。

「競技会に出る前にプロの試合のチケット取れてよかったデス。色々と参考になりマスから」

　その通りだと雪也は思う。競技会というものがどんなものなのか、本番前に知っておくことは大事だ。何事も、予習しておくに越こしたことはない。

「試合はまず何組かの『ヒート』と呼ばれる組み合わせに分かれて予選が行われマス。で、勝ち上がった選手で本選やるのヨ。フロアの周りに審査員ジヤツジがいるの、分かル？」

　見ればフロアを囲むように、ダンサーとは異なるスーツやパーティードレスを着た八人の男女が等とう間かん隔かくで立っていた。手にはクリップボードとペン。踊る選手を見ながら何かを書き込んでいる。

「競技会には二種類ありマス。点数方式とチェック方式」

　フィオナの言葉に、雪也は以前、上野のイタリアンレストランで璃子に聞いたことがあるのを思い出した。あのいけ好かない篤成という男子は、確か点数方式が得意だとかなんとか。

「点数方式はフィギュアスケートと同じような感じで、項目──音楽性や構成とか、完成度とか──そういうのが点数に換かん算さんされマス。対してチェック方式は『審査員がいいと思うかどうか』が焦しよう点てんになりマス」

「サマーカップはチェック方式です」と珠実が補足した。つまり、如何いかに審査員の心を動かせるかが、サマーカップでは勝利条件のようだ。

「今日はどっちなのかは、分かるのか？」

「イエス。試合の要よう項こう見れば一目リョーゼンヨ。今回はチェック方式デスね。で、あの審査員たちは、選手の背番号が書かれたマークシートに『チェック』を入れているんデス。レ点とかでネ。チェックを貰もらった選手が勝ち上がれるんデスヨ」

　リーダーの背中には、白地に黒字のゼッケンが貼はりつけられている。どうやらジャッジはそれを見て、気に入った選手にチェックを入れているらしい。

「予選を上がった後の本選は、準決、決勝。これで順位が決まるのヨ」

「部活を存続させるには、決勝戦には上がらないといけませんね……」

　ぐっと重たいプレッシャーが雪也にかかる。

　決勝戦進出──ダンスを始めて現在約三ヶ月の自分が、そんな結果を残せるだろうか。

「ユキヤたちが出るアマチュアサマーカップはこんなに人数いないデス。だからそんなに気負わんでくだサイ」

「そうなのか」と雪也は少しだけほっとした。弱気で情けないことかもしれないが、ライバルは少ないに越したことはない。

「サマーカップの会場はココだから、選手の動きよく見ておいてネ。特に入場と退場、分からないと大変ヨ」

『それではワルツ、第二予選第三ヒート。背番号四四番、四五番、四九番──』

　アナウンスでヒート数が告げられると、該がい当とうする背番号の選手たちがフロアへと四方八方から入り込む。それぞれ、他ほかの選手たちとぶつからないように間かん隔かくを取って場所を選ぶ。

　スタートの場所を決めると、リーダーとパートナーは曲が始まるまでお互たがい向かい合ったまま待機。始まると同時にホールドを組んで踊り始める。

「なんか、俺が踊ってるのとちょっと違ちがうな……動きが派手っていうか……」

「ああ、『バリエーションフィガー』だからヨ」

「ばりえーしょん、ふぃがー？」

「『フィガー』はいくつかのステップの連続のことヨ。ユキヤが今やってるのは『ベーシックフィガー』っていう、社交ダンスの基本中の基本のフィガー。そのベーシックを基もとにして進化してきたのがバリエーション」

「つまり……ベーシックはショボいってことか……？」

　自分のやっているダンスが目の前のプロダンサーたちのそれと比べて地味な気がして、雪也は肩かたを落とす。だが、その言葉にフィオナが珍めずらしく頰ほおを膨ふくらませた。

「ノンノン！　全く違うヨ！　フィガーの体系を一本の木に喩たとえるなら、バリエーションは枝葉の部分で、ベーシックは幹の部分。つまり、ベーシックってとっても大切で、ベーシックをしっかり理解しないとバリエーションも上手うまく踊れないの！　確かにベーシックは地味に見えるかもしれないケド……見て、ユキヤ」

　力説したフィオナが指し示したフロアの一角には、一組のカップルがいた。動きには淀よどみがなく、雪也の目には他のカップルたちよりも上手く見えた。

「フフ、ユキヤにも分かったようデスネ。あのカップル、とてもエクセレントだヨ。でも、あれ、ベーシックなんデスヨ」

　彼らの使うステップは、確かにどれも雪也の知っているステップだった。けれど、全くショボくはない。安定感があり堂々としていて、周囲のバリエーションに見み劣おとりしないどころか、周囲をかすませるほどだった。

「チェック方式なら、ベーシックだけでもちゃんと勝てますカラ、安心してくださいナ。ベーシックを笑う者はベーシックに泣くのヨ。きちんと極きわめてネ」

「分かった。俺ベーシックしっかりやるよ──あ、ぶつかった」

　雪也が見ていたベーシックフィガーの選手たちが他のカップルとぶつかり、足を止める。だが、彼らはそのうち何事もなかったように再度踊り出した。

「ああいうのはよくあることデス。リーダーはぶつからないように状じよう況きようを見ますが、肝かん心じんなのはぶつかった時に落ち着いて紳しん士しに対応することヨ」

「できっかなー……っていうか、俺、勝てるかな」

　雪也は重いため息をついた。自分が競技会に出ることを考えるだけで憂ゆう鬱うつだ。そんな雪也の気持ちを察してか、フィオナが陽気に笑った。

「ダイジョウブ！　大事なのは〝一体感〟ヨ！　それさえあれば勝ち上がれるヨ！」

　それが現状一番の不安要素なのだが……と雪也は笑え顔がおのフィオナを見て肩を落とす。

　その後、部員たちは暫しばらく好きなように観戦を続けていた。

　二時間ほど経過した時、珠実が「昼食をとりに行きませんか」と提案したので、三人とも同意した。総合体育館の周辺には食事ができる店もちらほらある。観戦席を立ち、雪也たちは階段を下りた。

　そのまま出口に向かおうとした時だ。

「おい、璃子じゃないか」

　聞き覚えのある声、記き憶おくに残っていた状況に、雪也は顔を向けた。

　嫌いやな予感、的中。

　そこにいたのは、璃子の前リーダー・篤成だった。

「奇き遇ぐうだな、お前も来てたなんて。まさかオレに会いに」

　璃子には連れもいるというのに、彼の視界には入っていないらしい。一人で舞まい上がる篤成に、璃子は絶対零れい度どの視線を向ける。

「そんなこと原子の大きさ程度もないから安心して。部活動の一いつ環かんよ」

　その言葉に篤成はようやく雪也たちに気づいたようだ。小こ馬ば鹿かにするような笑みを浮かべる。

「へー。お遊びの部活のくせに、競技会の観戦なんて一丁前なことするんだな」

「おい、お遊びはないだろ」

　かちんときた雪也は反論しようとした。だが、篤成がそれを遮さえぎる。

「だってそうだろ。競技会に出るわけでもなく、じゃれ合ってるだけだろうが。オレから見たら遊んでるようにしか見えねーよ」

　篤成の言葉に雪也は言い返せなかった。実績のある競技ダンス部からすれば、趣しゆ味みでやっている社交ダンス部などその程度にしか思われずとも仕方ない。

　競技会に出る予定はある。が、それを篤成に言う必要はないと雪也は思った。言ったところで「勝てるわけない」とか何とか言われるのは目に見えている。ぐっと堪こらえた。

「なあ璃子、考え直せよ。お前の実力ならオレと組めばＡ級にだってあっという間になれる。そんなしょっぱい部活辞やめて競技ダンス部に入れって。な？」

「嫌だって言ってるでしょ、何度も言わせないで。あたしはあんたと金輪際二度と組む気はないし、競技ダンス部にも入らない。この意思は変わらないわよ、絶対に」

「いやいや、そんな部にいて何になるんだよ。お前はそんな部に収まってるようなタマじゃないだろ。お前はそいつらに縛しばられてるんだ。目を覚ませって」

「っ、好き勝手なこと言わないで！　あんたに何が分かるって言うのよ！」

　璃子が珍しく激げき昂こうして吐はき捨てた。

「もうどっか行ってよ！　あんたの顔なんて見たくないんだから！」

「うわ、何しよんな篤成！」

　その時、篤成の背後から物もの凄すごい速度で人が走って来た。その勢いを利用し、すぱこーん、と丸めたパンフレットで篤成の頭を叩たたくと、その人は雪也たちにぺこぺこと頭を下げる。

「このバカタレっ！　うう、本当にうちの阿あ呆ほうがご迷めい惑わくをおかけして……篤成、あんた他の観客の方に迷惑かけるなってあれほど言うたやんか！　もうあっち行っとけ！　しっしっ！」

　手で払はらわれた篤成は、むっとしながらも大人しく階段の方へ去って行った。

「ほんますんませんでした──ってあれ？　社交ダンス部のみなさんやないの」

　頭を上げたその人物は、競技ダンス部三年の真理奈だった。制服ではなく半はん袖そでパーカーにジーンズだが、部室に来た時と同じように眼鏡をかけている。

「真理奈さん……ってことは競技ダンス部のみなさん来てるんですか？」

「いんや。うちと篤成だけや」

「……もしかしてデート、デスカ？」

「ちゃうわい！　もう、やめてや、あんなガキとなんて」

　真理奈が「うげ」と吐くような仕草をする。それほどまでに嫌らしい。

「うちらが今日来たんは会場の下見や。八月末にここでやる競技会に出場するけん」

「出場って……あいつと？」

　雪也を始め、部員全員が目をぱちくりさせた。真理奈が肩を竦すくめる。

「そうなんよー。だーれもあいつの面めん倒どう見みられんちゅうから、うちが引き受けることになったんや。押しつけられたって言った方がええけどなー」

「……ご愁しゆう傷しよう様さまです」

　真理奈に心底同情するように璃子が言った。

「ああ、あんたが篤成の前の……ほんまに大変やったろー。あいつのことよく包丁で刺ささんかったなあ」

「何度も刺そうと思いましたよ。それだけじゃ足りないので、ミンチにしてやりたいくらいでした」

「あ、やっぱり？」

　真顔で過激なことを言う璃子に、真理奈はからからと笑った。

「篤成はこれまで昇しよう級きゆう戦に出とらんかったらしくて、ランク持っとらんからノービス戦からっちゅうわけなんや。まあ人格には問題ありやけど、あいつはダンスに関してはなかなかのもんやけん。アマチュアサマーカップ、よかったら応おう援えんに来てや」

　真理奈の言葉に、社交ダンス部の部員たちが固まる。雪也と璃子は気まずそうに目配せし合った。

「どうしたん？」

「いや……話から、何となく同じかなと思いましたけど」と璃子。

「…………俺たちも出るんです、サマーカップ」と雪也が続ける。

「へ？　あんたたちが？」

　真理奈は雪也と璃子を交こう互ごに見た。そして納得したように頷うなずく。

「……なるほど。部活の統とう廃はい合ごうの件でやな？」

「はい」

「そか。優勝すれば学校側も存続を認めんわけにはいかんやろ……でも、出るからにはうちらも勝たないかんけん。あんたたちには悪いけど、優勝は渡わたさんからな」

　真理奈は不敵に笑う。余よ裕ゆうの表情だった。

「ほな、お互い頑がん張ばろうや。次は大会で会おうな」

　真理奈は手を振ふると、篤成を追うようにして階段を上って行った。

「……」

　部員たちの間に気まずい沈ちん黙もくが漂ただよっていた。

　篤成のせいだ、と雪也は思った。全く、余計なこと言いやがって。

「さ！　飯食いに行こうぜ」

　気分を切り替かえるために明るく雪也は言った。フィオナも璃子も頷く。

　だが、歩き出した三人に対し、一人だけ立ち止まったままの者がいた──珠実だ。

「たまちゃん？」

　雪也が振り返ると、珠実は俯うつむいていた。小さく唇くちびるを震ふるわせる。

「……やっぱり、やめませんか」

「やめるって、何を？」

「…………………試合に出るの」

　フロアから漏もれ出ていた音楽が消えた。三次予選が終わったらしい。

「何、言ってるの、珠実？」

「そ、そーデスヨ。どうしたんデスカ急に」

　表情をこわばらせた璃子とフィオナに、珠実は顔を上げずに呟つぶやきを床ゆかに落とす。

「……あのね、ずっと考えていたの。毎日毎日、雪也さんと璃子ちゃんがへとへとになるくらいに練習させて、疲つかれた顔させて、それでも守る価値がこの部活にあるのかなって。わたし……分からなくなってしまいました」

　先日、珠実の様子がおかしかったことを雪也は思い出す。

「自分の作った社交ダンス部にみんなを誘さそったことは間ま違ちがいだったのでは」──珠実はそんな風にずっと思い詰つめていたのだ。篤成は彼女が悩なやみを吐と露ろするきっかけを与あたえたに過ぎない。

　きっとどれだけ「そんなことはない」と言っても、頑かたくなにこわばってしまった珠実の心には届かないだろう。

　どうしたらいい、と雪也は考えた。璃子もフィオナも答えが見つからずにいるようだった。簡単な言葉では珠実の考えを変えることなどできないのは、部員たち全員が理解していた。

　雪也は考えに考え──拳こぶしを握にぎりしめた。

　なら、簡単じゃなければいい。

「……たまちゃん。その価値が、見えればいいんだよな？　この部を、守る価値が」

　俯いていた珠実が、雪也の表情を窺うかがうようにそろっと顔を上げる。小さな彼女の目を見み据すえて、雪也は大きく息を吸い、一言一句はっきりと言った。

「なら、俺たち、アマチュアサマーカップで優勝するよ。それなら文句ないだろ」

「な──」

　璃子が啞あ然ぜんとしたように口を開けて固まった。フィオナも「オゥ」と驚おどろいたような声を上げる。

　珠実も目をぱちぱちと瞬またたいた。

「雪也さん……？」

「たまちゃんは、璃子とフィオナが、実力があるのにこの部にいるから燻くすぶってるんじゃないか……そう思ってるんだろ？　それなら、場所なんて関係ないってこと証明してやる。勝って証明すればいいんだろ、この部はこいつらに相応ふさわしい部だって。それなら文句ないよな？」

「で、でも雪也さん。あの篤成さんと真理奈さんも出場するって言うし、そんなの無理なんじゃ……」

「無理じゃないさ」

　……いや無理だろ、と自分に突つっ込みたいのを雪也はすんでのところで堪えた。

　ここが大事なところなのだ──退ひくな、と自分に言い聞かせる。

「なあ、たまちゃん。俺たちがあいつらに勝ったら、この部はただのお遊びなんかじゃないってことになる。認めさせることができる。だから、もし俺たちが優勝したら、もう二度とそんなこと言わないでくれ──約束だ」

「……………………………………はい」

　珠実は逡しゆん巡じゆんしていたが、やがて小さく返事をした。雪也はその反応に頷いて、璃子に向き直り声をかけた。

「それじゃ悠ゆう長ちように昼飯なんて食ってる暇ひまねーよ。璃子、学校行って練習しよーぜ」

「──……うん。分かったわ」

「じゃあそういうことで。二人とも、また明日あしたな！」

　珠実とフィオナに明るく別れの挨あい拶さつをし、雪也は会場の外に向かう。璃子が追いかけてきた。

「……ねえ、雪也。さっきの本気なの？　その、優勝するって」

　体育館の敷しき地ちを出て少し経った頃ころ、璃子が堪たまり兼かねたように訊たずねてきた。

　雪也は、ぴたりと足を止めた。

　そしてそのままがっくりと肩かたを落とし、璃子を振り返らず言った。

「……無む謀ぼう、だったかな」

「やっぱり強がっただけなのね」

　璃子のため息が背後に聞こえて、雪也は思わず目をつぶる。

　そうだ、ただの強がり。はったりだった。

　決勝戦に残るのと優勝するのとではわけが違ちがう。優勝できる自信なんてこれっぽっちもないし、誰だれも期待していなかっただろうし、現実的な話じゃないのは出場する本人である自分が一番よく分かっている。

「けど、ああ言うしかないと思ったんだよ」

　雪也は地面を見たまま呟いた。

「ああでも言わなきゃ、きっとたまちゃんは納得してくれないって思った。あのままじゃ、みんなバラバラになっちまうと思ったんだ」

　雪也は拳を握りしめ、振り返った。璃子をまっすぐに見つめる。

「俺、そんなの嫌いやなんだよ。この部を、守りたいんだ。そのためなら、あと一ヶ月もないけど、俺、本気で頑張ろうと思う。だから……力を貸してくれ、璃子！」

「雪也……」

　思いの丈たけをぶつけるように言った雪也を、璃子は静かなまなざしで見つめ返していた。

　その視線が、ふい、と逸そらされる。璃子は雪也の言葉には答えず、歩き出し、雪也を追い抜ぬいた。だが、二、三歩先で再び立ち止まる。

　そこで彼女はくるりと振り返った。

「……啖たん呵かを切ったあんたのこと、無謀だって思った。何言ってんのこのバカって思った。けど……まあ、悪くなかったわよ？」

　今度は璃子が雪也を見た。まっすぐに。

　そうして彼女は雪也に、握あく手しゆを求めるように右手を差し出した。いつものような無表情のまま、けれど確かに意志を込めた宣言をする。

「優勝、してやりましょう」




　＊　　＊　　＊




「ねぇ。まず、今まで何が悪かったと思う？」

「思うに、俺たち話し合ってこなかったよな」

「そう、それよ」

　途と中ちゆうのコンビニで昼食を買い込み、活動拠点ホームである部室にやって来た雪也と璃子は、フロアに座り込んで食事しながら顔を突き合わせていた。

「あんたにもやる気があるって分かった。ダンスが好きだってことも、この部が好きだってことも。お陰かげで吹ふっ切れたわ」

「俺も、お前が俺のこと見直したって言ってくれたお陰で、吹っ切れた」

「言いたいことがあるのよね」

「奇き遇ぐうだな。俺もだ」

　どうやら二人ともお互たがいに言いたいことはあったらしい。紙パックのミルクティーをすすって、雪也は手を差し出す。

「お先にどうぞ、レディファースト」

「言いにくいことなんでしょ」

「あ、バレたか」

「レディファーストって、元々は男が自分を守るためにやってた習慣だもの。まったく、英国紳しん士し失格ね」

　指し摘てきされ、雪也は苦く笑しようした。そう、言いたいことは、実は言いにくいことなのだ。

　雪也に発言権を譲ゆずられた璃子は、声を整えるように咳せき払ばらいした。まるで告白でもするみたいに深呼吸している。本音をこぼすのは彼女なりに苦労するらしい。

「じゃ、じゃあ……………あの、『リード』、してください」

「へ？」と雪也は間の抜けた声を上げた。

　璃子はわずかに俯いていた。表情にはあまり変化はないが、手にはかなりの力を込めているようだ。彼女の手の中のサンドイッチが可哀かわい想そうになるほどひしゃげていた。

「……言ったわよ。じゃあ次、どうぞ」

「え、えっと………………………………………リードさせてください」

「え？」と、今度は璃子がぽかんとした。

「何、あたしたち、同じこと考えてたわけ？」

「どうやらそうらしいな」

　雪也は璃子と踊おどる時、反発されているような感覚だった。だから、リードするのを遠えん慮りよした。

　璃子は雪也と踊る時、物足りなさを感じていた。だから、代わりにリードした。

「余計なことしやがって」「なんでちゃんとリードしてくれないの」二人はそう思いながら、相手に不満を持ったまま踊り続けていたのだ。

　お互い、不満を我が慢まんして自己解決しようとしていただけなのに。

「はあ」

　二人は額を押さえて呻うめいた。

「どうりで上手うまくいかないわけよ……リーダーとパートナーが真逆のことやってんだもの、上手くいくわけがないわ」

「だな……あのまま続けててもだめだっただろうし、話してよかったよ」

「やっぱりお互い言いたいことや訊ききたいことがあったら言葉にしていくべきね。うん、食べたらさっそく踊ってみましょう」

　納なつ得とくした二人は、すぐに踊りを試ためしてみるために手早く食事を進める。

（そう言えば……）

　雪也はおにぎりにかぶりつきながら、ふと思い出した。

　璃子に訊きたいことといえば──篤成のことだ。

　やっぱりまだ好きなのか、どうか。本人はもう違うと言っていたが、本当なのか。

「…………訊きたいことだけど……」

「何？」

「あ、いや！　な、なんでもない！　なんでもないです！」

　雪也が首をぶんぶん横に振ふって否定すると、璃子は怪け訝げんそうな顔をした。

「何よ本当に……訊きたいことがあるんなら、はっきり言ってよね」

「いや──…………なんでもない」

　なぜそんなことを訊きたいのか、雪也にも分からなかった。ただ、ずっと気になっていたのだ。気になって……もやもやしていたのだ。油ものを食べすぎて胸焼けでもしたように。

「……悪い。本当になんでもないんだ」

　雪也は口をつぐんだ。璃子が篤成のことをどう思っていようと、別に自分には関係ないと言い聞かせる。

「……？　変なの。さ、早くそれ食べちゃって。練習しましょう」

　素す早ばやく食べ終わった璃子が立ち上がる。雪也も慌あわてて口に残りを詰つめ込んだ。思考をしっかり練習モードに切り替かえる。

　二人は交こう互ごに着替えルームに入り、練習着に着替えた。部室に音楽をかけると、準備運動をしてシューズを履はく。

　そしてホールドを組んだ。雪也の左手に璃子が右手を重ね、その姿勢のまま言う。

「好きに動いて。フォローする」

「お、おう」

　どう動きたいか、璃子をどう踊らせたいのか、二人でどんなダンスがしたいのか──

　雪也は自分の意思を隠かくさず伝えるように、最初の一歩を踏ふみ出した。




　　・・・




　何が起きているのか……雪也には分からなかった。

　足型は基本の型ベーシツク。最初のステップのナチュラル・スピン・ターン、次のリバース・ターン──繫つながった。ウィスク、アンドそして、シャッセ・フロム・ＰＰ──いける！

　今までにない感覚だった。

　一歩踏み出すたび、心が震ふるえる。胸が熱い。湧わき上がってくるのは、高こう揚よう感かん。

　音楽がすうっと身体からだに染しみ込んできて。踏みたいステップが、踏みたいように踏めて。

　璃子の身体が、とても軽くて。互いの背中に、まるで翼つばさが生えたようで。

　くるりとターン。スピン。滞とどこおりなくフロアを舞まう二人。

（楽しい……楽しいぞ！）

　心の奥の方から、忘れかけていた『楽しい』という想おもいが浮うかび上がってくる。それは少し前まで知っていたはずなのに、随ずい分ぶん懐なつかしく感じる想いだった。

　雪也は部室の鏡の中、思わず笑え顔がおになっている自分を見つけたのだった。




　　・・・




　ヒグラシの輪唱と涼すずしい風が、開け放った窓から入ってくる。空はとっくにオレンジ色で、一番星が瞬またたき始めていた。

「こんなに簡単なことだったなんて」

　雪也が長なが椅い子すでペットボトルの水を飲んでいると、タオルで汗あせを拭ふきながら近づいてきた璃子が言った。雪也の隣となりに座る。雪也も思わず頰ほおが緩ゆるんだ。

「あんなに上手くいくとは思わなかったよな。俺、お前が別人かと思った」

「それはこっちの台詞せりふよ」

　踊っている時の感覚を雪也は思い出す。今までダンベルのように重かった璃子の身体が、まるで羽根のように軽かった。それは、押しても開かない扉とびらが開いたようで。

　これならいけるかも──雪也はそう感じた。そして璃子も同じだったようだ。

「最近のあんたは、組んだ時と比べて断然上手くなってた。だから、嚙かみ合いさえすれば踊れるとは思ってたんだけど……まさか踊れない理由が、リードとフォローが逆転していたせいだったなんてね。でも、どうしてフィオナは指摘しなかったのかしら。あの子なら、こんなこと外から見てれば分かったはずなのに」

「それは、自分たちで気づいて欲しかったからデスヨー」

　空気を入れ替えるため扉を開け放していた部室の入り口に、フィオナが音もなく立っていた。両りよう肩かたに、キャンバスほどの大きさをした黒くて大きなバッグを、一つずつ担かついでいる。

「ふいー重かったヨ。タマちゃん送ったついでに、コレ受け取ってきまシタ」

「もしかして、燕えん尾び服ふくとドレス？」

　璃子の問いにフィオナは満面の笑みで頷うなずく。

「イエス！　さっそく着てみてヨ。まずはハイ、ユキヤ」

　雪也はフィオナにバッグを一つ渡わたされた。受け取ると、見た目通りずっしりと重い。

「一人で着れル？　無理なら手伝いマスが」

「い、いいよ。とりあえず一人で着てみるから！」

　卑ひ猥わいな感じに手をわきわきとさせて着替えルームについてこようとするフィオナを、雪也は押しとどめた。バッグを持って一人で着替えルームに入る。

　カーテンを閉めると、バッグを開け中身を取り出す。手にした燕尾服は、先刻の競技会で見たプロのダンサーが着ていたものと全く同じだ。白のシャツに黒のジャケットとズボン。ジャケットはツバメの尾おのように裾すそが長く、ズボンはサスペンダーで吊つり上げるようになっている。その他、白い蝶ちようネクタイやら金属製のカフスボタンやら、付属品色々。

　雪也は、とりあえずプロの姿を思い出しながら着てみることにした。シャツを着てズボンを穿はき、ジャケットを羽織る。シャツの袖そで口ぐちにカフスボタンをつけ、首に蝶ネクタイを巻いて着替えルームを出た。

「ど、どうだろ？」

　女子二人の前に恐おそる恐る立つ。と、ぱあっとフィオナが笑顔になった。

「オー、ユキヤかっこいいデス！　キャー、素敵、抱いテ！」

「お前、意味分かって言ってんのか」

「もち、ハグ……デスよネ？　え、違ちがうんデスカ？」

　だめだこりゃ、と雪也は頭を抱かかえた。微び妙みようなニュアンスが伝わっていない。

　そんなフィオナを横目に、雪也はちらりと璃子を見た。彼女は珍めずらしくぽけーっとしていた。

「何だよ。変か？」

「違うわよ。何とやらにも衣装って奴やつだなと思って」

「いや、そこは素直に褒ほめろよ」

「……悪くない、んじゃないの」

　明後日あさつての方を睨にらみながら、璃子がぼそっと評した。

　確かに褒めてはいるのだろう。だが、もう少し嬉うれしそうに言って欲しかった。頰を染めて「かっこいい！　とっても素敵！」とか……いや、誰だれだそれ。そんなのもはや璃子じゃないと雪也は欲を捨てた。

「それじゃ今度はリコの番ヨ。ボクがお着替え手伝いマス」

　女子二人は一いつ緒しよに着替えルームに入った。雪也は鏡で自分の姿をチェックしながら、女子たちが出てくるのを待つ。

　と、着替えルームの中から会話が聞こえてくる。

「リコは脱ぬぐとスゴイヨネー」

「フィオナほどじゃないでしょ」

「ボクのは大きすぎて日本人受け悪いんデス。タマちゃんくらいぺったんこの方が人気あると聞きましタ」

　聞いてはいけない会話を聞いているようで、雪也は後ろめたい気分になる。

　素知らぬふりをしつつ待っていると、やがてカーテンが開いた。フィオナが飛び出してくる。

「ジャーン、完成しまシタ！」

　続いて、しずしずとした足取りで璃子が出てきた。

　雪也ははっと息を吞のむ。

　ドレス姿の璃子は、まるで別人に見えた。

　彼女が着ていたのは薔ば薇らのような真しん紅くのサテンドレス。元々人目を惹ひく美しさを持つ彼女に、深みのある赤のそれはとてもよく似合っている。

　胸むな元もとに輝かがやく無数のラインストーンは星のよう。背中から手首に流れる、ドレープと呼ばれる軽い布が、まるで翼のようだった。ドレスは首の後ろ部分がリボンになっており、それが大人っぽさにかわいらしさを添そえていて、まるで璃子という少女を表しているかのようだ。

「ユキヤ、感想は？…………………………あの、ユキヤ？」

「何で何も言わないのよ」

　璃子の不ふ機き嫌げんそうな声に、雪也はようやく我に返った。完全に見み惚とれてしまっていたのだ。慌てて褒め言葉を口にする。

「い、いや、いいなって！　うん、いいよ、スゲーいい」

　雪也的には最大限の賛辞を贈おくったつもりだった。だが、璃子はにこりともしなかった。

（う……褒め方、悪かったかな……）

「ありがと」

　雪也が不安になっていると、璃子がぼそりと言った。だが、それだけだった。頰を染めて「嬉しい、ありがとう！」みたいな照れもデレもなし。まあ、璃子がデレるとか考えられないし、いつも通りだと雪也は思うことにした。しかしちょっと、ほんのちょっと……さみしい。

「折せつ角かくだからそのまま踊おどってみなヨ。音楽かけるネ！」

　フィオナがＣＤデッキを操作した。四分の三さん拍びよう子しのワルツが流れ始める。映画『サマーウォーズ』の主題歌、『僕らの夏の夢』だ。優やさしく穏おだやかなピアノの伴ばん奏そうに、どこか子供時代を思い出すような懐なつかしさと、少しの切なさを覚えさせる、男性歌手の歌が流れる。

　曲に促うながされるように雪也は左手を差し出した。格好が違うだけなのに、いつもと全然勝手が違った。璃子が右手を重ねる。彼女も少し緊きん張ちようしているらしい、動きがちょっとぎこちない。

「二人とも頑がん張ばってくだサーイ」

　フィオナがぱちぱちと暢のん気きに手を叩たたく。

　彼女は全すべて分かってやっている、と最近の雪也は思っている。フィオナがいるだけで場の空気は自然と和なごむと思っていたが、それは彼女の努力によるものだ、と考えを改めた。フィオナは、慈いつくしむようなまなざしで雪也たちを見ていた。

「ほら、こっち来いよ」

「随ずい分ぶん強ごう引いんじゃない」

「リードしろっつったのお前じゃん」

「……それもそうね」

　そうして二人はフロアを舞う。ＣＤデッキのところから、フィオナが楽しそうにそれを見ている。

　その空間は、とても幸せで、とても楽しい場所だった。

（けど──……）

　雪也は踊りながら思う。

　一人足りない、と。

　この部室には本来、珠実がいるべきなのだ。本当なら、珠実もいて、フィオナと一緒に見ていてくれたはずなのに。それが本来の形なのに。

　試合で勝てなければ、きっとこのままになってしまうと雪也は思った。珠実が負い目を感じ続けている限り、ここは元のようには戻もどらない。

　取り戻したい。四人が揃そろった姿を。

　みんなが心から楽しめる場所を。

　やがて曲が終わり、二人は踊るのを止やめた。璃子が離はなれようとする。

　だが雪也は彼女の手を放さなかった。璃子が怪け訝げんな顔をして雪也を見る。

「何？」

「絶対、勝とうな」

「……当然でしょ？」

　璃子が断言する。

　たとえそれが奇き跡せきを起こすことと同義であっても。

　──必ずやってやる。

　二人の気持ちは、同じだった。
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　ドレス練を終えた雪也は、帰宅の挨あい拶さつをして一人部室から出た。

　ドレスの着き替がえはたとえ高速着替えを得意とする璃子でも時間がかかるというので、雪也は先に着替えさせてもらったのだ。

　部室棟とうの階段を下り切ったところで、ポケットに手を突つっ込みはたと気づく。

「いっけね、携けい帯たい忘れた……」

　燕尾服の着替えにすっかり気を取られていた雪也は、部室にある長なが椅い子すの上に携帯電話を置きっぱなしにしたままで出てきてしまったのだ。

　面めん倒どうだが、仕方がないので取りに戻る。

　四階の廊ろう下かは静かだった。先さき程ほどまで聞こえていた部室からの音楽も消えている。部室棟の階段は一つだが、すれ違っていないのでまだ二人とも帰り支じ度たくをしているのだろう──そう思い、雪也は部室の扉とびらを開けた。

「悪い、携帯忘れ──」

　部室の中、璃子は確かに帰り支度をしていた。
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　だが、本来『それ』は着替えルームの中で行うはずである。なのに、どういうことなのか。

　雪也はごくりと唾つばを飲み込んだ。

　フロアの真ん中で、璃子がドレスを脱いでいたのだ。

　ドレスを着るためにブラジャーはつけていなかったようだ。現在、彼女はパンツ一枚。青と白の、しましま。しまぱん。

　入り口に背を向けているので、辛かろうじて前は見えない。だが、裸はだか同然のその姿に、雪也は思わず釘くぎづけになる。ほっそりとした脚あし、きゅっと締しまった形のいいお尻しり、くびれたウエスト、真っ白な背中、背後からでも分かる胸元の膨ふくらみ──

　璃子が顔だけ振り向いて硬こう直ちよくしていた。口だけがぱくぱく動いている。

「い……い…………」

　雪也と目が合い、事態を理解した彼女の顔が瞬しゆん時じに真っ赤になった。

「い……いや─────────────────────っ!!」

「うわ、ごめ、ちがっ、璃子、違うんだ──ぶっ！」

　何がどう違うのか分からず混乱している雪也の顔面に、璃子のダンスシューズがすこーん、とクリーンヒットした。思わず仰のけ反る。

「どーしまシタ、リコ！……おや、ユキヤ。おかえりなさいマシ」

　着替えルームからフィオナが出てきた。雪也は弁解しようと丁てい寧ねいに出で迎むかえてくれた彼女の方を見るが──

　──何故なぜか彼女も、下着姿だった。白レースのブラとパンツだけを身につけたフィオナは、恥はずかしがる風もなく微笑ほほえんでいる。まんまるに盛り上がった二つの白い膨らみが、笑え顔がおのフィオナが手を振るたびにたゆたゆと揺ゆれる。

　雪也は無言でダッ！　と部室を飛び出した。

　……だが、飛び出してからやはり説明が必要だという考えに至る。このままでは着替えを覗のぞいた、否いな、着替え現場に侵しん入にゆうした変態とレッテルを貼はられかねない。主に、璃子に。

　結局雪也は女子二人が出てくるまで扉の前で待機し、土下座をする羽目になった。話を聞くと、フィオナが燕えん尾び服ふくを試着してみたいということで、璃子は着替えルームを譲ゆずったらしい。女子しかいない部室、彼女たちが完全に油断していたところに入って行ってしまったのが雪也だった。

「大だい丈じよう夫ぶデスヨー。見られて減る物じゃありマセンしー」

　にこにこしながらフィオナが、しょげ返った雪也に忘れた携帯電話を渡わたしながら言う。彼女は気にしていないようだったが、

「この変態。許可してあげるから百回でも千回でも死んできなさい」

　そう一言蔑さげすんだ目で吐はき捨てたきり、璃子は校門を出るまで口を利きいてはくれなかった。

　だが、璃子が珍めずらしく恥ずかしがる姿が見られて、ちょっとラッキー──

　──そんなことは、口が裂さけても言えない。
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　競技会が翌日に迫せまった。

　珠実はプロの試合の翌日には部室へ顔を出していたが、その態度はぎくしゃくしたものだった。自分の後ろ向きな発言を気にしているのだろう。

　けれど、自分たちが頑張れば、きっとこの関係も修復するはず──雪也はそう信じていた。

　雪也と璃子のダンスの調子は上々だった。これなら本当に優勝できるかも──そう思えるほどに雪也にも自信がついていた。それほどまでに上手うまくいっていた。もう、踊りながら相手の足を踏んだりもしなければ空中分解したりもしない。鏡に映る自分たちをかっこいいかもと自画自賛できるほどになっていた。

「競技会は明日あしたデス。今日は無理せず、この辺で練習を切り上げまショ」

　いつもは日もとっぷり暮れてから帰宅するが、さすがに試合前日。コンディションを整えた方がいいというフィオナの助言に、雪也たちはまだ明るいうちに練習を終えることにした。

「で、前日のうちにしておいた方がいい準備があってデスネ」

「はい、雪也さん。これ」

「うん？」

　ベンチで一息ついていた雪也が珠実に渡されたのは、シャンプーだった。

「いま練習終わったばっかりで汗あせだくでしょ。頭洗ってきて」

　璃子の言葉に雪也はショックを受けた。まさか頭が汗でにおったのだろうか。

　部室棟のトイレで頭をこれ以上ないほど入念に洗い、雪也は「これでどうだ」と不ふ貞て腐くされ気味に部室へと戻った。すると鏡の前にＣＤコンポの前の椅い子すが運ばれており、雪也はそこへと座らされた。

「よし、じゃあまず乾かわかしまショ」

　珠実がドライヤーを構えて風を送り、フィオナがタオルで雪也の頭をわしゃわしゃと撫なでる。雪也は何が何だか分からぬまま、されるがままだった。

「できました。それじゃ始めましょうか」

「始める……？」

「イエス！　『髪かみ上げ』するヨ！」

　フィオナの手には整せい髪はつジェルのチューブとスプレー缶かんが握にぎられている。どちらもスーパーハードタイプ──がちがちに固めるタイプのものだ。どうやら頭をセットするらしい。

「やることは分かったけど、前日にしておかないとだめなのか？」

「髪上げ、結構時間かかりマース。朝も早はよから家出デスし、できるだけ、お布ふ団とんの中にいたいデショ？」

「そうだな。家出の使い方は、間ま違ちがってるけどな」

「ありゃ、そうデシタか。まあまあ、それじゃ始めマ──」

「待って、あたしがやる」

　チューブの蓋ふたを開けようとしたフィオナの手を璃子が止めた。何やら決意を込めた目をしている。

「リコ髪上げやったことありマスカ？」

「初めてだけど、やり方は分かるわ。ほら、やっぱりあたしが雪也のパートナーだ、し」

「ホオー」

「な、何よ」

　フィオナが顔をにまにまとさせて璃子を見る。璃子はばつが悪そうに視線を逸そらした。

「いえいえ、何でもありマセン。ではリコにお任せしマス、タマちゃんとボクはアシスタントするヨ」

「じゃあ、やるわよ」

　そう言って璃子は雪也の背後に立った。難しい顔をしながら透とう明めいなジェルを手に取り、雪也の髪にぺっとりと塗ぬり込む。

　頭など普ふ段だん他人に触ふれられる場所ではない。それが異性であればなおさらで、高校生にもなると母親だって対象外である。髪を梳すくぎこちない璃子の指の動きに、雪也はひたすらにどきどきした。細い指によって頭皮をこするように塗り込まれるジェルが、ひんやりとして、気持ちいい。

　璃子は黙もく々もくと作業した。ドライヤーで珠実が乾かし、最後にフィオナが形を整える。

「ハイ、これで完成デス！」

「は……」

　鏡の中、自分の頭を見て雪也は絶句した。

　オールバック、になっている。

　髪を後ろに撫でつけてある、サラリーマンからヤンキーまでがやっている、あの髪かみ型がただ。

「……何でオールバック？」

「リーダーはみんなそんな髪型よ」

「そう、なの？」

　雪也はその事実を初めて知った。

　プロを見ている時、雪也は踊おどりのことばかりに目を向けていた。頭を固めていることは知っていたが、全員がこんな髪型だったとは。だが、

「これで家まで帰れって言うのかよ……」

　オールバックにされることなど今まで雪也の人生にはなかったため、外を歩くには抵てい抗こう感がある。これがスーツでも着ていれば様になるかもしれないが、Ｔシャツにジーンズでは間が抜ぬけている。街中を歩いたら一いつ般ぱん人が避さけていくに違ちがいない。

「しょうがないし、七三分けよりいいでしょ。あ、水で濡ぬらさないでね。あと寝ねる時とか動かさないよう気をつけて」

　かなり不便な髪型だったが、一日だけの我が慢まんである。雪也は諦あきらめて帰宅の準備をした。

「雪也」

　鞄かばんにシューズをしまっていると、璃子が声をかけてきた。

「何だ？」

「明日、頑がん張ばりましょうね」

「………………………お前さ」

「何？」

「優勝したら、笑ってくれる？」

　言った瞬しゆん間かん、雪也は鼻がムズムズしてきた。

　我慢していたが、やがて耐たえきれなくなり、璃子から思わずバッと顔を逸らす。

（な、なんつー恥ずかしいことを言ってんだ俺は……）

　発言に激しく後こう悔かいした。この場から大声を上げて逃にげ出したい気分である。

　けれど……それは、確かに雪也の願いだった。

　璃子の、笑顔が見たい。

　上手く踊れるようになった時も、できなかったことができるようになった時も、ドレス姿を褒ほめた時も……今まで一度も、璃子は笑わなかった。いつもポーカーフェイスで、冷めきったような顔をしている。まるで、喜びの感情を感じまいとでもしているかのように。

　だから、単純な好こう奇き心しんもあった。

　見てみたい。

　彼女の笑顔を。

　楽しそうに、嬉うれしそうに笑うその姿を。

「……あのね、前に言ったでしょ。笑いたいことがあったら笑うって。約束してどうなるもんでもないし、あんたあたしの作り笑いなんて見たいの？」

「いいえ……」

「約束なんてできないわよ、そんなこと……でも、」

　璃子はそこで考えるように宙を見つめて、

「そうね………………優勝できたら、笑うかもね」

　そんな風に言った。いつものように、冷めたようなポーカーフェイスで。まるで他人ひと事ごとのようだった。こんな彼女が笑うなんて、恐おそらく誰だれも信じないだろう。

　だが、雪也は一人で勝手に納なつ得とくした。明日勝てば、璃子は絶対に笑う、と。

　そして誓ちかった。

　こいつを絶対笑わせよう、と。
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　三人に見送られて、雪也は一人部室を出た。髪上げにかなり時間がかかったらしく、日はもう沈しずみ始めている。夜に飲み込まれていく空が、薄うす暗ぐらい。

　これまでの練習漬づけの生活で、身体からだ中じゆうに疲ひ労ろうが蓄ちく積せきし、くたくただった。今日は早く眠ねむろうと考えながら雪也は駅を目指す。

　時間帯はちょうど帰宅ラッシュ。駅は帰り足の勤め人でいっぱいだった。

　満員電車に乗るのかとうんざりしながら、雪也はホームまでの階段を上る。一歩一歩が足に鎖くさりでもついているように重い。こんな時に限って、エスカレーターは点検中だ。

　それでも懸けん命めいに上っている時だった。

　ちょうど電車がホームに入ってきたらしい。電車の中から人が蜘蛛くもの子を散らすように吐はき出された。降車した人々は一いつ斉せいに改札へと向かうため階段を下りる。大勢の人が雪也の方に足早に向かってくる。

　どんっ！

　その中の一人が雪也の肩かたにぶつかった。

「あ──」

　雪也はバランスを崩くずした。

　そこは階段の中なか程ほど。身体を投げ出せば転がり落ちて大おお怪け我がをしてしまう高さだった。

　とっさに雪也は右足を下げ、二段下に足をついて踏ふん張る。

　瞬間、ぴきり、と右みぎ膝ひざが嫌いやな音を立てた。

「──痛つっ!?」

　鋭するどい痛みが膝に走った。まるで誰かに強く握られているようだ。

「なん、なんだよ……」

　雪也は通行人の邪じや魔まにならないように端はしに寄った。だが、痛みのあまり上ることも下りることもできない。額に嫌な汗が浮うかぶ。夏の暑さのせいではなかった。

「あれ、雪也じゃないか」

　途と方ほうに暮れている時だった。背後から声がかかる。

　振ふり返ると、そこにいたのは春樹だった。格好は女子のそれ。既すでに常備品となっているゆるふわのウィッグかつらをつけ、流行はやりのワンピースを着ていた。イヤリングなどのアクセサリーまで身に着けており、隙すきがない。

「何か凄すごい髪型してるけど」

　顔、というか頭を見るなり春樹はそう言った。雪也は痛みに耐えながらも憎にくまれ口で返す。

「お前に言われたくねーよ」

「まあね。って、そんなことよりどうしたんだ？　こんなとこに蹲うずくまって」

「ちょっと、脚あしが、な」

「え、まさか怪け我がしたのか？　大だい丈じよう夫ぶかよ」

「少々辛つらい……」

「あー……分かった、僕が家まで送ってってやるよ」

「…………悪い」

「気にすんなよ、僕たちの仲だろ？　ほら、肩に摑つかまって」

　春樹に支えてもらい、雪也は何とか電車に乗った。オールバックの男が男言葉の美少女に支えられる姿は、周囲の人間からは珍ちん妙みように映ったことだろう。皆みな、言葉なく避けていく。

　事情を話して優先席を譲ゆずってもらった。だが、座れども右膝はまだずきずきと痛む。

『くれぐれも膝に気をつけてください』──雪也はシューズ店の老人に言われたことを思い出す。奇くしくも言われた通りになってしまった。しかも、こんな大事な時に。

「おい、それ明日あしたにでも医者行った方がよくないか？」

「いや、そんな暇ひまねーよ。明日が本番なんだ」

「そっか、そうだったな……でも、その脚で大丈夫なのか？」

「……わかんね」

　歩くのすら辛いのだ。大丈夫とは断言できない。

「うーん。そういうの、無理すると後々に響ひびくと思うよ？」

「でも、明日が大事なことは分かるだろ？　明日のために練習してきたんだから」

「うん、頑張ってたのは知ってるよ。お前がこんなに何かに一いつ生しよう懸けん命めいになれるなんて、僕、知らなかった」

　中学から一いつ緒しよだった春樹には、今の雪也は新しん鮮せんであるらしい。『三みつ日か坊ぼう主ずの桧野雪也』がこんなに何かにはまれるなんて、春樹も含ふくめ誰も想像していなかった。それは雪也本人も例外ではない。

　だからこそ。

　だからこそ、目標としてきた競技会に挑いどまないなんて考えられなかった。踊る前から諦めるなんて、嫌だった。

　それに、これは自分だけの問題ではないのだから。

「でもさ、パートナーの子には言っておいた方がいいんじゃないかな」

　春樹の言葉に、璃子の顔がふっと雪也の頭を過よぎる。その表情が失望に歪ゆがんだ気がした。

「……だめだ。あいつのがっかりした顔なんて、見たくねえよ」

　笑わせようと誓ったのだ。真逆の顔なんてさせる気はないし、そもそも帰り足で怪我をしたなんて、情けなさすぎて口が裂さけても言えなかった。かっこ悪いと思われたくない。

　暫しばらく何かを考えるように黙だまっていた春樹だったが、やがて口を開いた。

「明日、何時だ？」

「え？」

「会場に向かうの。色々と荷物もあるだろうし、僕がちゃんと無事に会場に着けるように連れて行ってやるよ」

「そんな、いいのか？」

「元々応おう援えんに行く気だったんだ。気にするなよ──っと、ほら、行くぞ」

　家の最も寄より駅についた。雪也は春樹に担かつぎ出されるようにして電車を降りた。

　桧野家に着くと、春樹は事情をかいつまんで雪也の母に伝えてくれた。そして春樹から息子むすこを引き渡わたされた母の行動は、冷静にして迅じん速そくだった。近所にこの時間開いている病院がないことをすぐに確かく認にんすると、問答無用で雪也の右膝に湿しつ布ぷを貼はりつけ、常備していた鎮ちん痛つう剤ざいを出してくれた。

　お陰かげで就しゆう寝しん時にはかなり楽になっていた。動かすと多少の痛みはあったが、それでも動かせないほどではない。

　眠ればもう少し回復するだろう。そう期待して、雪也はその日、早々に床とこに就ついた。




　そして翌日は、僅わずかの躊ちゆう躇ちよも見せずやって来た。
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　翌日午前九時。春はる樹きに付き添そわれた雪ゆき也やは、先日訪おとずれた競技会会場にやって来た。

　膝の痛みは軽快していた。歩くだけなら障さわりがない程度だ。このまま無理をしなければ、無事に踊おどり切ることができるかもしれない。

　雪也たちは、会場の入り口で社交ダンス部の部員たちに合流した。璃り子こは雪也と同じように、既にかっちりとした夜や会かい巻まきというアップスタイルに髪かみをセットしていた。右側頭部には薔ば薇らの花を模した赤い髪かみ飾かざりがついている。

「グッモーニン、ユキヤ。調子はどうヨ？」

「あ、ああ。まあまあ、だよ」

　上うわ擦ずりそうになる声を抑おさえながら、雪也はフィオナに返事した。

「それじゃ、タマちゃんとボクは受付エントリー済ませてくるヨ。ユキヤとリコは準備してきてネ」

　そう言ってフィオナは珠たま実みを連れて受付に向かう。

「なあ、さっきからどうしたんだ、璃子？」

「へ？」

　璃子が妙みようにちらちらと見てくるのに気づいて雪也は尋たずねた。璃子はさっと目を逸そらし首を横に振る。

「な、なんでもない。あたしたちも行きましょ」

　言って、璃子が歩き出す。雪也も春樹と連れだって彼女の後を追った。会場を進む途と中ちゆうで雪也は璃子と別れたが、彼女は最後までチラ見してきていた。本当にどうしたというのか。疑問に思いながら、雪也は春樹と共にロッカールームへ向かう。

　ロッカールームに春樹が何のためらいもなく入ると、他ほかの選手たちがぎょっとした。春樹はいつも通りの女装だ。「僕、男なんですー」と弁解していたが、どれだけの人が信じたか怪あやしい。春樹は傍はた目めに見て、ただの美少女なのだから。

「なあ、雪也。脚あしの調子、どうだ」

　着き替がえを始めた雪也の後ろ、ベンチに腰こし掛かけた春樹が言った。

「今のところ大丈夫だよ。お陰かげさまでな」

　雪也が肩かた越ごしに振り返って答えれば、春樹は「ならいいんだ」と微笑ほほえんだ。そうして脚をぶらぶらさせる。そんな仕草もあざとかわいい女の子だ。もう雪也自身、彼のことをかわいいと認めていた。

「……なあ、雪也。僕は時々思うんだ」

　雪也がバッグの中から燕えん尾び服ふくを取り出していると、春樹が脚の動きを止めた。

　そして、ぽつりぽつりと語り始める。

「もし、あの時、ローアングル研究部に入らなかったら、今の僕はどうなっていたのかなって」

「？　どうしたんだよ、突とつ然ぜん」

　雪也が振り向くと、春樹は困ったように笑えみを浮かべた。

「いや、まあ……選ばなかった未来について考えるだけ無む駄だなんだけどさ。それでも、僕は今みたいに人生を楽しんでいられたのかなって……あの時こっちの道を選んでいなかったらと思うと、ちょっと怖こわくなったりしてさ。お前なら、この気持ち分かってくれるんじゃないかって。こんな風に話せる時間、久しぶりだったから、つい」

「確かに久しぶりだったな。お互たがい、それだけ部活に熱中してたってことか……」

「そういうことだろうね」

　春樹も同意するように口角を上げる。

　先の春樹の言葉の意味を考えて……雪也は「分かるよ」と頷うなずいた。

　社交ダンス部に入らなかったら、きっとここに自分はいないし、違ちがった自分がいただろう。

　それは、考えると少し怖い。

　楽しい気持ち、嬉うれしい気持ち……これまでに感じたそれらが、どこにも存在しなかったかもしれないのだから。

「僕は今があってよかったと思う。ま、これからもお互い後こう悔かいしないようにやっていこうよ」

　春樹がグーに握にぎった手を突つき出す。

　雪也は「ああ」と言って、そこに自分の拳こぶしを合わせた。
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　燕尾服に着替えた雪也は、春樹と共にフィオナたちと待ち合わせていたフロアの入り口に向かう。既に受付を終えたフィオナと珠実が待機していた。

「雪也さん、背中向けてください」

　言われた通りに背を向けると、珠実が安全ピンでゼッケンを留めてくれた。

「出場カップル数は三百三十六組、雪也さんの番号は一五六です。フロア周辺で待機しつつ、呼ばれたらフロアに出てください。きっとその辺は璃子ちゃんがフォローしてくれると思うので」

「わ、分かった」

　フロアから聞こえてくる音楽と、刻々と迫せまる時間に緊きん張ちよう感かんが増してくる。思わず力が抜ぬけそうになる手をぐーぱーして血流をよくする。

「オー！　リコ、とっても素す敵てきヨ！」

　雪也が落ち着こうとしていると、フィオナが歓かん声せいを上げた。

　雪也が振ふり返ると、そこには真しん紅くのドレスに着替えた璃子がいた。

　既すでにダンス用のメイクも施ほどこされ、あとは踊るだけの状態である。きりりと引かれたアイラインに、普ふ段だんの三割増しの量になった睫まつ毛げ……まるで西洋人形のようだ。そして、人を惹ひきつけるような強いオーラがあった。彼女が自分のパートナーだと考えると、雪也は何だか誇ほこらしい気分になる。

　そして逆に不安になる。自分は彼女に相応ふさわしい姿だろうか……

　そんな風にそわそわし出した雪也に、璃子が手を伸のばした。雪也がどきっとしていると、彼女は雪也の顎あごの下、蝶ちようネクタイの位置を直し、うん、と頷く。

「いいじゃない、様になってるわよ。それじゃ行きましょうか」

　観客席に向かうフィオナ、珠実、春樹の三人と別れて、雪也と璃子はフロアのある会場の中に入った。

　すると突然、先を歩いていた璃子が立ち止まり、振り返った。

「ねえ、あの子……彼女？」

「は？」

　彼女、と言われて雪也は考えてみた……が、誰だれのことか分からない。璃子が焦じれたように言う。

「一緒についてきた子よ。すごく仲良さそう。たまに学校でも一緒にいるみたいだし、さっきもロッカーにまで……」

「ああ、春樹か。中学校からの友達だよ」

「ふーん、〝友達〟ね……はるきちゃん、か」

　璃子が唇くちびるを尖とがらせて、視線を落ち着きなく泳がせて呟つぶやいた。雪也はぽかんとして、

「『ちゃん』って、あいつ男だぞ？」

「へえ、おとこ……へっ？　お、男？」

　気のないような相あい槌づちを打っていた璃子が、声を裏返らせた。

「うそ、でしょ。だって、あんなにかわいい……」

「いんや、ホント。あいつ、女装が趣しゆ味みなんだよ」

「へ、へえ……」

「何でそんなこと訊きくんだ？」

「えっ」

　何故なぜこんな時にそんなことを話題にするのか、雪也には不思議だった。璃子は柄がらにもなく口くち籠ごもり、視線を泳がせる。

「……別に、あんたみたいなのでも彼女くらいいるのかなーって思っただけで」

「『みたいなの』ってなんだよ。しかし、なんだ。ヤキモチでも焼いてくれたのかと思ったんだけど、お前に限ってんなわけないよな。ははー」

　雪也がそんな風に苦く笑しようした瞬しゆん間かんだった。

「………………」

　璃子に、ものっすごい鋭するどい目で睨にらまれた。唇もきゅっと一文字に引き結ばれている。

「あの……璃子さん？」

　璃子は返事もせず、雪也に背を向けて歩き出してしまった。

「え？　ちょっ、璃子、どうしたんだよ、なあ」

「つべこべ言ってないで早く待機場所探しなさいよ」

　振り返りもせず璃子は歩いて行く。完全に不ふ機き嫌げんだった。

「なんなんだよ、一体……」

　璃子がどうして怒おこっているのか訳が分からないまま、雪也も仕方なくついていく。

　そんな風に雪也と璃子が会場の中で居場所を探している時だった。

「お前ら、本当に出場するんだな」

　壁かべ際ぎわに、燕尾服を着た篤あつ成なりと紫むらさきのドレスを着た真ま理り奈ながいた。篤成は腕うでを組み、相変わらずの不ふ遜そんな態度。対して真理奈は眼鏡をかけておらず、化け粧しようのせいもあっていつもとかなり印象が違った。雪也たちに気づき、二人は近づいてきた。

「やあ、調子はどうや。お二人さん」

　真理奈が気さくに声をかけてきた。だが、篤成は敵対心剝むき出しで雪也をじろじろと眺ながめる。

「なァ璃子。やっぱりそんな素人しろうとリーダーお前に似合わねーよ。な、オレと組み直そうぜ」

「篤成ィ、あんたまだそんなしょうもないこと言うとるんか……」

　真理奈が呆あきれたように肩かたを竦すくめる。彼の言動はパートナーとして組んでいる真理奈に対しても失礼であるはずだが、真理奈は既に諦あきらめているらしい。

　だが、雪也は篤成の言葉にむっとした。

　確かに自分は素人だ。が、そんなことを言われる筋合いはない。それに璃子をパートナーに誘さそわれたのが気に入らなかった。雪也は思わず前に出て反論する。

「……っ、あのなぁ、璃子は俺の──」

「あたしは雪也のパートナーよ」

　璃子が、ぐい、と反論しようとした雪也の腕を引っ張ってはっきりと言った。雪也と真理奈は目を瞬またたき、篤成は顔にコップの水でもかけられたように目を瞠みはっている。雪也は思わず璃子の横顔を見た。気づいた璃子が、涼すずしげなポーカーフェイスの中で、応じるように眉まゆだけを上げてみせる。

「あくまでそのド素人がリーダーだってか……まあ、お前らのしてることはもうすぐお遊びだって証明されるんだ。そうしたら璃子、お前は嫌いやでもオレの元に戻もどってきたくなる」

「そんなわけ──」

「認めろよ」

　否定しようとした璃子を制して雪也は言った。篤成が「何をだよ？」と睨んでくる。

「もし俺たちが勝ったら、お遊びなんかじゃないってこと、認めろ」

「おいおいおい！　こりゃ笑えるな！　オレに勝てるかもなんて、本気で思ってんのか？　お前が、オレに？」

「俺がじゃない。俺たちが、だ」

　雪也の言葉に、篤成が馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「いいぜ。勝ったらな。まあ不可能に決まってるが、せっかくだから条件をつけようぜ」

「条件？」

「お前、負けたらダンスやめろ」

「……っ！」

　篤成が不敵な笑えみで雪也を見下すように提案した。

「だって勝つんだろ？　なら、この話、受けられないわけがないよなぁ？」

「ちょっと篤成、何馬鹿なこと言いよん！　桧ひ野の君、そんな条件飲むことないで！」

　真理奈が慌あわてたように篤成と雪也の間に入る。だが、雪也はその制止を聞かなかった。

「……わかった」

　そう返事をすると、篤成は自分の勝利を確信しているのだろう。さも愉ゆ快かいだというように、

「雑魚ざこがいくら踊おどったってハエが飛んでるようにしか見えねーよ。こりゃ表ひよう彰しよう式しきが楽しみだぜ」

　そうせせら笑ってその場を去った。

「その、すまんなぁ……」

　真理奈が心底申し訳なさそうに言った。雪也は首を横に振る。

「真理奈さんのせいじゃありません。それに、まだ負けが決まったわけでもないんで」

「うちらに勝つって言うんやな？　うちは……手加減せんよ？」

「して欲しいなんて思ってません。全力で戦って、勝ちます」

「……そか。じゃあ、決勝でなぁ」

　真理奈は手を振り篤成を追いかけていった。

「言うじゃない」

　真理奈を見送った雪也の隣となりに、璃子がぴたっと寄り添そうように並んだ。

「まったく、頼たのもしいわ」

「もっと頼もしそうに言って欲しいんですけどね……っていうか、お前だって」

「何よ」

「嬉しかったよ。俺をリーダーだって認めてくれて」

　璃子はきょとんとした。それから落ち着かない様子でそっぽを向く。

「……やるわよ。あたしがせっかく育てたんだもの、あんたにダンスやめさせてたまるもんですか」

　璃子がそう言ってくれたことに雪也は励はげまされた。彼女が言うと、本当にそうなる気がした。
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　アマチュアサマーカップは単たん価か戦せん──つまり一種目のみで競きそい合う試合だ。何種目も踊って総合点を競うことになる総合戦とは異なり、一度の踊りで八人いるジャッジからチェックをより多く貰もらえれば勝ち抜ぬけが決まる。今日のスタンダード部門は、ワルツの一種目。

　会場では既に、同時開かい催さいされているラテン部門の競技会が始まっていた。重低音まじりの陽気で軽快な南国風の音楽が鳴り響ひびいているが、スタンダードだけでいっぱいいっぱいだった雪也には何の種目かさっぱりだ。

　十八ヒートあるラテンの一次予選のあとは二十四ヒートもあるスタンダードの一次予選だ。準備運動をしながら、雪也と璃子はフロアの片かた隅すみで出番を待った。

　やがてスタンダードの一次予選が始まった。

　第一ヒート、第二ヒートと選手たちがワルツを踊る。フロアの外で出番を待つ雪也の目には、自分以外の選手たちがとても上手に見えた。この中で戦うのかと思うと不安でいっぱいになる。今日の競技会はチェック方式──勝ち上がるために、チェックをきちんとジャッジから貰えるか、雪也は心配で堪たまらなかった。

　そしてあっという間に出番がやって来た。

『背番号、一五四番、一五五番、一五六番──』

「行くわよ、雪也」

　璃子に引っ張られるようにして、雪也はまばゆいライトに照らされたフロアに出た。雪也たちを含ふくめて十組のカップルがポジションを奪うばい合う。雪也と璃子は、フロアの前面に設けられた審しん査さ員席の近くでスタンバイした。

　手を離した璃子と向かい合う。

　　…く…　　どく…　　どくん

　心臓の音が徐じよ々じよに大きくなり、音楽が聞こえなくなる。緊きん張ちようで指先が冷たくなっていく。呼吸が苦しい。

　その時『大だい丈じよう夫ぶ？』と璃子の口が動いたのが見えた。

　彼女が心配そうに雪也を見つめている。

「……すー…………………………………………はあっ」

　雪也は大きく息を吸い、吐はき出した。

　そうだ、自分は一人ではない。共に戦う璃子パートナーがいるのだ。

　気持ちを落ち着け、雪也は璃子に微笑ほほえんでみせる。大丈夫だ、と伝えるために。璃子が、うん、と頷うなずいた。

　音楽が、流れ出した。

　四分の三さん拍びよう子し。雪也はしっかりと身体からだの奥でリズムを感じる。カウントを取る。

　璃子が手を伸のばし近づいてきた。雪也はその手を取り、ホールド。

　璃子の身体を感じながら、雪也は競技会前の練習中、フィオナに常々言われていたことを思い返した。

　周りをよく見て、他ほかのカップルにぶつからないこと。ぶつかりそうになったら、立ち止まってやり過ごすこと。ぶつかったらとにかく落ち着くこと。そして、紳しん士し的に。

　璃子はほぼ後ろ向きに移動しなくてはならない。彼女を無事に踊らせるために、雪也は冷静でなくてはならなかった。

　冷静に──そう思った瞬間、周囲がよく見えた。

　燕えん尾び服ふくと色とりどりのドレスが組み合わさり、色の渦うずを作るように動いている。自分たちの他に、九組いるカップル。皆みな、フロアを左回りに流れていく。１ワン、２トウー、３スリー、１、２、３……恐おそらく観客席からは、さざ波が寄せては引く穏おだやかな海のように見えるであろう光景。それは、今の雪也には嵐あらしに荒あれる海のようだった。

　だが、飛び込みをためらうことは許されない。

　シューズの底が、硬かたい床ゆかを摑つかむ。

　いくぞ──

　雪也は覚かく悟ごを決めて、一歩踏ふみ出した。

　人のいない場所へ向かうために、数あるステップの中から最適の組み合わせを選んでいく。ナチュラル・スピン・ターン。回転量を増やし、ターニングロック・トゥ・ライトで中央斜ななめ方向へ。そこには凪なぎの空間がある。飛び込んでいく。それから体勢を整え、比ひ較かく的てき波の穏やかなフロアの外側へ。

　特訓──フィオナから渡わたされたあの教本で学んだことが、頭の奥から絶え間なく勝手に溢あふれてくるような感じだった。踊りやすい場所を意識し、ステップを踏んでいく。広いフロアの中で初めて踊る雪也にとって、右みぎ腕うでの中にいる璃子だけが、雪也の左手を取る璃子だけが、己おのれを奮い立たせてくれる存在だった。彼女を踊らせる。彼女と、踊る──




『──以上、第十一ヒートでした！』

　声にはっとして立ち止まる。気づいた時、雪也は踊り切っていた。時間にして約一分三十秒──あっという間だった。

　一礼して、カップルたちは音楽が鳴り止やんだフロアを出て行く。雪也たちも同じようにしてフロアの外へ。

　フロアを背に璃子の手を握にぎる雪也の手は、まだ微かすかに震ふるえていた。

　その手を、璃子がそっと握り返してきた。彼女は静かにフロアを見やる。

「……あとは結果を待ちましょう」
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　一次予選全すべてのヒートが終しゆう了りようすると、今度は間断なくラテンの二次予選が始まった。

　暫しばらく経たつとフロアの入り口側の壁かべにチェック方式の試合で使用される『チェック表』と呼ばれる数枚のＡ４プリントが貼はり出された。スタンダードの選手が一いつ斉せいにその場へぞろぞろと詰つめかける。チェック表には八人のジャッジからいくつチェックが貰もらえたかが記き載さいしてある。チェックが通過基準以上取得でき、通過の欄らんに丸がついていれば一次を通過したことになる。

　いつ踊ったのか定さだかでないが、篤成たちは通過したらしい。篤成は上じよう機き嫌げんな様子でフロアの片隅で待つ真理奈のところへ戻って行った。

　それを見て雪也は胃が痛くなる。自分たちはどうだろうか……

　人ごみが晴れてきた頃ころ、雪也と璃子はチェック表を見に行った。白地の紙に黒い線で表が描かかれており、縦に選手の背番号である数字が並んでいる。横よこ軸じくにはジャッジの番号が並び、最後に通過の可否を記す欄。チェックはレ点で表され、背番号の横、ジャッジが入れたところにだけ記入されている。そして通過カップルの通過者欄にだけ丸がついていた。

　雪也は上から順に自分の背番号を探す。

　生きた心地ここちがしない。

「一五六番、あった……チェック数は──」

　──七。

　チェック数が通過ラインの六以上。通過者欄にも、丸は確かに記されていた。

「──……通った？　通ったぞ!?」

「とりあえず第一関門突とつ破ぱってところね」

「やったー……って、お前、嬉うれしくないの？」

　喜びに舞まい上がりかけた雪也は、璃子の落ち着き払はらった態度に素面しらふに戻もどった。

「嬉しくないことはないけど、あたしたちは優勝目指してるんだから。これで満足してちゃだめなの」

「……さようでございますか」

「ユキヤー！　リコー！　よかったヨー！」

　璃子の言葉に雪也がしょんぼりしていると、二階席から景気のいい声がした。

　見れば、フィオナが手すりから身を乗り出してぶんぶん手を振ふっている。春樹もそれに倣ならって「雪也も璃子さんもかっこいー！」と黄色い声を上げている。いつやって来たのか、春樹が声をかけたらしいローアングル研究部の面々がカメラのシャッターを切りまくっていた。全くローアングルではないのだが、彼らは気にしていないらしい。迷めい惑わくにならないよう、フラッシュもきちんと消されているあたり、とても常識的な人たちのようだった。

「あ、あのっ……雪也さん、璃子ちゃん！」

　その時、それまでフィオナの脇わきで縮こまっていた珠実が突とつ然ぜん叫さけんだ。

　久しぶりに聞いた珠実の大声に、雪也も璃子も顔を上げ、きょとんとする。

「えと、えと、その……」

　珠実は口を開いたり閉じたりしている。全員が黙だまっていると、珠実はようやく意を決したらしい。

　大きく息を吸い込んで、言った。




「……っ、が─────────────────────────頑がん張ばって、くださいっ!!」




　観客の声とフロアに響く音楽の中。それはさほど大きな声ではなかった。小さな小さな珠実が、精せい一いつ杯ぱい出した声。

　だが、その声は、言葉は、雪也と璃子の耳に、

　確かに、はっきりと、届いた。

「お──おう！　頑張るよ！」

　雪也はにかっと歯を見せて笑った。璃子が頷くと、珠実がぱっと笑え顔がおになった。

　いい流れが生まれている気がして、雪也は嬉しくなる。部員たちの心が一つに戻ってきている──

　その後、雪也と璃子は順調に予選を勝ち上がっていった。一次予選の緊張が噓うそのように、二次予選からの雪也は生き生きと踊おどることができた。璃子の動きもどんどん良くなっている。三次、四次と重ねるにつれ、二人のリズムは嚙かみ合っていった。

「本当に優勝できるかも……」

　四次予選の勝ち抜けが決まった時、雪也の中にようやく確かな自信が生まれ始めた。

　鎮ちん痛つう剤ざいの効果が切れ始めているのか、膝ひざは少しずつ痛んできている。だが、このまま踊るだけなら問題ないだろう。このままなら──いけるかもしれない！

「雪也、行きましょう。準決勝よ」

　地べたに座っていた雪也に、璃子が手を差し出した。雪也はその手を取って立ち上がる。もう、最初に感じた恐きよう怖ふはなくなっていた。希望の光が、眼前には強く見えている。あとは、それを摑むだけだった。

『──以上、ラテン部門十四カップル、準決勝でした』

　ラテン部門準決勝終了のアナウンスが、曲の終了と共に流れる。

　本選である準決勝は一ヒートのみ。予選で勝ち残った十四カップル全てが同じフロアで踊り、そのうち上位六カップルだけが決勝戦に進むことができる。

　篤成・真理奈組も当然のように残っていた。彼らも雪也と璃子が残っていることに気づいているらしい。先さき程ほどからフロアの外で待機していた雪也は、二人の視線をじりじりと感じていた。

　篤成と目が合う。その目はもはや一人の確固とした敵として雪也を捉とらえているようだった。先刻までの小こ馬ば鹿かにしたような雰ふん囲い気きは一いつ切さいない。

『続きましてスタンダード部門、準決勝です。背番号、五番、三五番……一五六番──』

　背番号がアナウンスに読み上げられた雪也は、璃子の手を引きフロアに歩み出た。

　あと少しで、決勝だ──

　雪也はこの準決勝、絶対に勝ち上がろうと決めた。

　全十四カップルがフロアに出で揃そろう。十カップルで踊っていた予選と比べると、四カップルも増えたフロアは、雪也には少し窮きゆう屈くつに感じられた。前後左右から圧あつ迫ぱく感かんがある。

『──以上、十四カップル、ワルツです』

　音楽が始まる。璃子の手を取りホールドし、雪也は踊り始めた。先ほどまでと同じように思い切ってステップを踏む。だが。

　踊り始める前の印象通り、フロアは狭せまかった。

　行きたいと思ったどの方向にも他ほかのカップルがいる。まるで信号のない交差点のように、一歩間ま違ちがえば衝しよう突とつ事故が起きそうだ。オレンジ、黄色、緑、水色、青──様々な色が、自分の眼前すれすれで通過していく。後ろからも左右からもそれらは加減することなく迫せまってくる。

　雪也は焦あせった。他のカップルに囲まれそうになるのを、何とかフロアの中央に逃にげて凌しのぐ。だが、そこからどちらへ行ったらいいか判断ができない。

（くそ、どこに行ったらいいんだ）

　目を動かし、進行可能な場所を探す。迷っていられる時間もない。どこだ、どこに──

（あそこだ……！）

　空いているのは会場入り口側の角。

　この閉へい塞そく感かんから逃げたい──その切せつ迫ぱく感が、雪也を間かん髪ぱつ容いれずそこへ飛び込ませた。

　だが、それがいけなかった。

「な……っ!?」

　同じことを考えたのだろう、四組のカップルが一斉に雪也たちの場所へ向かってきた。皆みな、そこから抜ぬけ出せなくなり団子状になる。誰だれもが焦ってしまっているせいか、なかなか混雑は解消されない。それどころか、どんどんぐちゃぐちゃと乱れていく。

　雪也と璃子は他の背の高いカップルたちに囲まれ、抜け出せなくなってしまった。ダンサーのホールドは肘ひじを横に張って作られる。特に技量の低い者のそれは、柔じゆう軟なんさがないため硬くがっちりと固められていることが多い。そして、眼前に迫るそれらの他者の肘は、この団子になった集団の中で身長の低い雪也たちには凶きよう器き以外の何物でもなかった。

「きゃ……！」

　璃子が小さな悲鳴を上げた。

　隣となりに並ぶリーダーの肘。それが璃子の目に迫る。

　このままでは、ぶつかってしまう……！

「くそっ……！」

　雪也は璃子を守るため、身体からだを捻ひねって彼女と場所を入れ替かわった。狭い空間に無理やり身体をねじ込み、璃子を広く安全な方へと解放する。

　よし、成功した──

　──雪也が璃子を守れたことにほっとした、その瞬しゆん間かん。

　ガッという衝しよう撃げきと共に鋭するどい痛みが右みぎ膝ひざに走った。

「……っ、ぅ!?」

　狭い空間で強ごう引いんに踊り続けた他のリーダーの足が、雪也の右膝を蹴け飛とばしたのだ。

「雪也、大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　ぐらついた雪也に、璃子が雪也の右みぎ腕うでの中で息を吞のんだ。

「……大、丈夫だ」

　膝の肉を硬かたいスプーンか何かで抉えぐられるような痛みが走る。神経が悲鳴を上げている。痛い、痛い痛い痛い痛い……！

　だが、雪也は踊り続けた。

　激痛に気が遠くなりかける。けれど、足を止めるわけにはいかなかった。ここで止めれば、全すべてが終わってしまうのだ。

　社交ダンス部を存続させるための戦い、部員たちの心を一つに戻すための戦い。

　居場所を、守るための戦い。

　それを途と中ちゆうで諦あきらめるなんて──

（そんなのは、絶対に、嫌いやだ……！）

　雪也は歯を食いしばって痛みに耐たえた。足に意識を集中し、フロアに立つ。

　まだだ、まだやれる。

　穏おだやかに流れるワルツの中で、必死にステップを踏ふみながら雪也は願う。




　頼たのむ。あと少し。あと少しでいいんだ。




　あと少しだけ──




　＊　　＊　　＊




『──以上スタンダード部門十四カップル、準決勝でした』

「雪也、しっかり！」

　アナウンスが準決勝終しゆう了りようを告げたあと、雪也は璃子に支えられるようにしてフロアから退場した。

「いててて……」

　壁かべに背を預け、床ゆかに腰こしを下ろす。璃子が問答無用で燕えん尾び服ふくのズボンを捲まくり、雪也の右膝を確かく認にんした。その目が険しくなる。

「凄すごい腫はれてる……いつ痛めたの？　さっきじゃないでしょ」

「えと……実は……」

　雪也は、昨日帰路で怪け我がをしてしまったことを明かした。

　璃子が眉まゆ根ねを寄せる。

「どうしてこんなになるまで放ほうっておいたのよ。どうして言ってくれなかったの」

「それは──」

　言えるわけないだろ、と雪也は思った。この日のためにどれだけの練習を重ねてきたか、雪也自身が知らないわけがない。

　練習を一いつ緒しよにしてきたのは璃子だ。彼女の努力を無む駄だにするようなことだけはしたくなかった。そして、その努力に報むくいたいと雪也は思っていた。

「ねえ、あたしはあんたのパートナーなんでしょ？　隠かくし事なんてして欲しくないし、頼たよって欲しい」

「…………………………悪かった」

　悲しげに視線を落とす璃子に、雪也は申し訳なくなった。彼女のそんな顔を見たくなかったのに、結局させてしまった自分に腹が立つ。

「大丈夫デスカ、ユキヤ！」

　フィオナが二階席から駆かけ下りてきた。観戦していた時から異変を察知していたのだろう、彼女はすぐに雪也が右膝を負傷していると理解したようだ。

「そのままヨ、下手へたに動かさないでくだサイネ。ボク救護席から救急セット借りてきマス」

　フィオナは二人に背を向けると、その長い脚あしで颯さつ爽そうと風のように駆けていく。やがてフィオナは救急道具を根こそぎ借りて帰ってきた。

　そして雪也の右膝の半月板周囲を軽く押す。

「痛っ──」

　膝の外側を押された瞬間、身体に電気が走り、雪也は呻うめいた。

「フム、これは靱じん帯たい痛めてるかもデスネ……」

　膝の様子を確認したフィオナは、てきぱきと膝を冷やし始めた。雪也は患かん部ぶにコールドスプレーを吹ふきかけられ、新しい湿しつ布ぷを貼はられる。ひんやりした感かん触しよくが、腫れて熱を持った膝に気持ちいい。苦しさが和やわらぐ。

　雪也がフィオナの手て際ぎわに感心していると、突とつ然ぜん、わっ、と壁かべ際ぎわが賑にぎやかになった。たくさんの人が集まっている。

　準決勝の結果が記された一枚のチェック表……それが、壁に貼り出されたのだ。意識した瞬間、雪也の身体に得も言われぬ緊きん張ちようがせり上がってくる。

「……あたしが見てくるわ」

　璃子が一人、結果を確認しに行った。

　チェック表を前に微び動どうだにしない璃子だったが、やがて重い足取りで戻もどってきた。難しい顔をしている。

「だめだった、か……」

　目の前にやって来た璃子の表情を見て、雪也の気持ちは沈しずんだ。

　こんな脚では、やはり決勝に上がるのなんて無理だったんだ。終わってしまった──

　だが、璃子は首を横に振ふった。

「いいえ。決勝に、残ってた」

「ほ────────────本当かっ!?」

　喜びに顔を綻ほころばせる雪也。だが、璃子は真逆の硬い表情のままだ。「落ちたと思った？　噓うそでーす」とでも彼女は言うつもりだったのでは……いや、彼女に限ってそんなこと言うはずがないのは雪也も分かっているが、ではなぜ。

「何でそんな浮うかない顔してるんだよ、喜ぼうぜ？」

「喜べるわけないでしょ………………………………決勝戦は、棄き権けんする」

「なっ──!?」

　璃子の言葉に雪也は絶句した。

　棄権？

　決勝戦に、出ない？

「そんな……ふざけんなよ！」

「っ、ふざけてんのはどっちよ！　この脚で踊おどれるわけがないでしょ、怪我が悪化したらどうすんのよ！」

「だ、大丈夫だよ。あと一曲くらい踊れるって」

「決勝戦は二曲よ。背番号順に一組ずつフロアに出て、ソロダンスを踊るの。そのあと準決勝までのように全カップルで。優勝したらもう一回おまけもあるけど……それはいま考えないとして」

「二曲だっておんなじだろ」

「あのねえ、さっきみたいに他の選手と接せつ触しよくしたらどうするのよ！　いい？　怪我を甘く見ないで。膝ひざはダンサーの命なのよ、これが悪化したら……もしかしたら二度と踊れなくなっちゃうかもしれないのよ？」

「けど……っ！」

　雪也は助け舟ぶねを求めるようにフィオナを見る。だがフィオナも苦しげな表情をしていた。

「ユキヤ、決勝戦、この脚で踊るのは難しいヨ……」

　その言葉に、雪也はぎっと唇くちびるを嚙かんだ。

　ダンスが二度と踊れなくなるかもしれない──

　──それは、今の雪也にとって、生きがいを奪うばわれることに等しい。

　社交ダンスに出会って、雪也は一いつ生しよう懸けん命めいになることの楽しさを知った。頑がん張ばることで得られる充じゆう実じつ感かんを、人と手を取り合うことの安心感を知った。

　自分の存在理由を、世界との接点を見つけられた気がした。居場所を、見つけた気がした。

　もし、踊れなくなったとしたら──それらを失うことになるかもしれない。

　怖こわくないわけがない。想像するだけで足元から世界が崩くずれていく気がする。

「……俺は……」

「雪也、大丈夫か！」

　その時、珠実と一緒に春樹がやって来た。

　雪也は春樹と目が合う。

　すっかり変わった友人を見て──ふと、ロッカールームで言われた言葉を思い出した。

「……『後こう悔かいしないように』、か」

　春樹がはっと目を瞠みはった。彼だけがその言葉の意味に気づいたようだった。

　春樹はしばらく雪也を見つめていたが、やがて頷うなずいた。

　それを見て、雪也は頷き返し、璃子に視線を向ける。

「璃子……俺は決勝戦に出るぞ」

「雪也……！」

「諦めたくないんだ」

　社交ダンスは、雪也にとって大事なものだ。

　だが、社交ダンス部はもっと大切なものだ。

　だって、社交ダンスを教えてくれたのは、社交ダンス部の部員たちだから。

　珠実、フィオナ、璃子──彼女たちがいたから、雪也は今まで部活を続けてこられたのだ。彼女たちがいたから、踊る楽しさを知ることができたのだ。

　そんな仲間たちとの居場所を守りたい──それが雪也の想おもいだった。

　できることがあるなら、何でもする。たとえその代だい償しように、一生踊れなくなったとしても。

　部活がなくなるのを、指をくわえて見ているだけだなんて。そんなの後悔しないわけがない。

　だから、諦めるなんて絶対に……




　絶対に、嫌だ────────────────────!!




「……………………仕方ありまセンネ」

　ふう、と呆あきれたようにフィオナがため息を零こぼした。

　俯うつむいていた雪也は顔を上げる。青い瞳ひとみが穏やかに雪也を見ていた。

　雪也の指導者、そして社交ダンス元世界チャンピオンの娘むすめ。彼女が、にやりと口角を上げる。

「では、こうしまショウ」







　＊　　＊　　＊




　雪也の脚はフィオナの手により、伸しん縮しゆく性のあるテープでぐるぐる巻きにされた。サポーターと同じような筋肉補助効果があるらしく、膝を動かすのがだいぶ楽になった。まだじんじんとした痛みはあるが、耐たえられないほどではない。いや、耐えてやる、と雪也は自分に活を入れる。あとは〝フィオナのアドバイス〟を実行するだけだった。

　雪也たち決勝戦出場選手は、フロア脇わきに設けられた選手入場口で一列に並んでいた。雪也と璃子は列の最さい後こう尾び。篤成と真理奈も列に並んでいる。やはり彼らは豪ごう然ぜんたる態度や言葉に違たがわぬ実力者だった。

『それではアマチュアサマーカップ・スタンダード部門決勝戦、出場選手をご紹しよう介かいします』

　決勝戦の始まりを告げる女性のアナウンスが高らかに流れる。雪也たちを含ふくめた七組のカップルが、呼ばれた順に一組ずつフロアに吐はき出され始めた。フロアに出たカップルからソロダンスを踊っていく。会場は明かりが消され、フロアで踊る一組のカップルをスポットライトが照らしている。

　三組目は、篤成と真理奈のカップルだった。雪也はフロアを覗のぞき込む。

　選手入場口の先に、二人のダンスが見えた。彼らはとても堂々として、輝かがやいていた。暴れ馬のように動く篤成の手た綱づなを、真理奈が的確に取っているように見える。とてもダイナミックで気持ちのいいダンスだ。真理奈の紫むらさきのドレスの裾すそが大きく美しく広がって、まるで大輪のアサガオが花開いていくよう。

　篤成は、過去に何度も大会での優勝経験がある。待ち時間に聞こえてきた選手たちの噂うわさ話ばなしでは、本大会の優勝最有力候補だという。強敵すぎるくらいの強敵。まるで行く手を塞ふさぐようにそびえ立つ高い壁かべだ。

　だが、雪也たちはこれから彼らと競きそうのだ。勝たねばならないのだ。

　怯ひるんでいる場合では、ない。

「大だい丈じよう夫ぶだ、大丈夫……」

　そう自分に言い聞かせるものの、胃がキリキリと痛む。こんな大だい舞ぶ台たいに立つのが生まれて初めてである雪也の緊張は、いま極限に達していた。心臓が口から飛び出すのではないかと思え、吐き気すら覚える。手が震ふるえそうになる。

　その時。

　璃子が、握にぎり合った手にきゅっと力を込めた。フロアを見つめたまま、彼女は小さく囁ささやく。

「雪也、大丈夫。あたしがついてるから」

　彼女の言葉は、不思議なほど簡単に身体からだの中に染しみ込んで雪也を勇気づけた。

「そう、だな」

　雪也も手を握り返す。

　そう、自分は、一人じゃない。

『──背番号一五六番、桧野雪也・麻あさ田だ璃子組！』

　とうとう雪也たちの名が呼ばれた。二人は拍はく手しゆの渦うずの中、スポットライトに照らされたフロアへ入場する。

　光の中には雪也と璃子だけ。暗くら闇やみの中の審しん査さ員と観客の視線は全すべて雪也たちに注がれていた。

　音楽が始まる。

　曲は、なんとアニソンだった。テレビアニメ『新世紀エヴァンゲリオン』挿そう入にゆう曲、『Both of You, Dance Like You Want to Win!』。




　　・・・




「ホォ。これはかのユニゾンアタックの曲ですね」とフィオナが観客席で呟つぶやいた。

「えっと、初号機と弐に号機がシンクロして戦う？」と珠実。

「イエス。テレビアニメ第九話、『瞬しゆん間かん、心、重ねて』の挿入曲ヨ。和訳すれば『二人とも、勝ちたいなら踊りなさい』といったところデスかね。心と身体が一つになるような──これはベリーベリーグッドな選曲デスよ！」




　　・・・




　降りしきる天からの光のようにフロアを満たすピアノの旋せん律りつを聞きながら、雪也と璃子は、向かい合ってまっすぐ見つめ合う。

　璃子が手を伸のばしてきた。雪也はそれを摑つかみ、彼女を腕うでの中へ招き入れる。

　ホールドする。力強く、想いを一つにユニゾンするように。

　共に、戦うために。

　自分たちの居場所を守るため、雪也は璃子と共に、強く一歩踏ふみ出した。




　＊　　＊　　＊




『いいデスカ？　ユキヤの負担を軽くするためには、リコ、あなたもリードしてくだサイ』

　雪也が決勝戦に出ると言ってきかなかった先刻。

　こうしまショウ、と提案したあとに、フィオナはそう言った。

　だが、璃子が雪也の代わりにリードをしようとしていた時、嚙み合わずに上手うまくいかなかったのを雪也は思い出す。璃子も同じことを考えたらしい。彼女がそれを口にすると、フィオナは指を振ふった。

『ノンノン。失敗してた時のリードと違うヨ。本来リードとフォローっていうのは、リーダーとパートナー、どちらもやらなきゃいけないことなのヨ。だって片方だけじゃ、相手の気持ちなんて分からないデショ。一方通行じゃ片想いだヨ。両想いにならなくちゃ』

　リーダーはリードを、パートナーはフォローだけをしていればいいと雪也は思っていた。お互たがいが、それだけをしていれば上手く踊おどれるのだと。

　けれど、フィオナは違うと言う。

『リーダーは意思を押しつけるだけじゃなくて、パートナーの意思も尊重フオローしマス。パートナーも大人しく動かされっぱなしじゃなくて、リーダーを手伝ってあげるノ。そうしてお互いの動きと気持ちを一つにして協力するのヨ。ユキヤとリコにならきっとできるはずデス。……ユキヤが踊り切るには、二人が勝つには、それしか、ナイ』

　そうしてフィオナは雪也と璃子の手を繫つながせた。




『社交ダンスは二人で踊るもの。一人じゃ無理でも二人なら、きっと行きたい場所に行けるヨ！』




　＊　　＊　　＊




　ソロダンスが終わり、全てのカップルがワルツを踊るフロアの中。

　雪也はこれまでとは全く違うダンスの中にいた。

　雪也がそちらに行きたいと思うと、その場所に吸い寄せられるように足が動く。力はいつもの半分以下なのに、いつもの倍動けた。１ワン、２トウー、３スリー、１、２、３……こんなに動いているのに、膝ひざも全く痛くない。

　それは璃子が、力を貸してくれているからだった。

　彼女は雪也が「こうしたい」という意思を見せると、敏びん感かんに感じ取って介かい添ぞえするように動く。雪也もそれに合わせてフォローする。リード、フォロー。フォロー、リード……

　二人の力が一つに合わさっていた。

　雪也は足を踏み出す。シューズが摑んだ地面を、強く蹴ける。ステップを繰くり出し、身体をめいっぱい動かす。筋肉がしなり、身体が存在の限界を超こえて世界に広がる。

　足が、身体が、軽い。今ならどんなステップだって踏めそうだ。ナチュラル・スピン・ターン、リバース・ターン……璃子と一歩ずつ前進し、フロアを蹂じゆう躙りんしていく。璃子のドレスが、真っ赤なバラが生命の限り花開くように大きく大きく広がる。

（ああ、すごい……）

　これまで感じたことのない、璃子との一体感に雪也は陶とう酔すい感かんを覚えていた。璃子の息づかいが、熱が、鼓こ動どうが、自分のそれと一つになる。融合ユニゾン。まるで温かい海の中で璃子と融とけ合い一つになり、波に揺ゆられているような気持ちよさだった。波の中で、雪也は璃子で、璃子は雪也だった。

　１ワン、２トウー、３スリー、１、２、３……リズムが、カウントが、自然とステップになる。ステップが、ダンスになる。そしてダンスは、雪也と璃子の想おもいの発はつ露ろだ。

　雪也はその時、ふと冷静に状じよう況きようを見つめた。

　視界には、色しき彩さいの嵐あらし。他ほかの選手たちだ。まばゆい光の中、彼らに囲まれたフロアそこには確かに、璃子と共に自分がいて。

　最高に楽しかった。この世の中に、こんな心沸わき立つ感情があったことを初めて知った。

　このまま、ずっと踊り続けていたい──雪也は心からそう思う。

　このワルツが終わらなければ。結果が出なければ。

　そうすれば──自分たちの部活は、終わらない。

　変わってしまう日常を、夢から覚めた現実を見なくて済む。

　けれど、やはり時間は無情に流れていく。止めることは誰だれにもできない。ステップを踏めばいつかは前に進まねばならないように、同じ場所にとどまり続けることはできない。できないのだ。
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　雪也は踊りながら、入部してからこれまでの四ヶ月のことを思い出していた。

　初めて社交ダンス部に足を踏み入れた日、三人の部員と出会った。しっかり者で頑がん張ばり屋な珠実と、ムードメーカーのフィオナ。

　そしてクールな氷の女王様──絶対に仲良くなどなれないと思っていた璃子。

　雪也は彼女と今こうして踊っている。彼女と手を取り合い、続くはずがないと思ったダンスを、今こうして踊っている。

　雪也は苦く笑しようしそうになる。世の中どうなるか、なってみないと分からないものだ。いや、〝やってみないと〟分からない。

　そして、この試合の結果も、どうなるかは分からない。

　社交ダンス部が存続できるのかも、神様以外、誰にも分からない。けれど、

　──自分は、足あ搔がけるだけ足搔いたはずだ、悔くいはない。

　そう、悔いはない。あるのは、ただ、渇かつ望ぼうだ。

　部活を失いたくないという、切なる望み。

　これからもみんなで楽しく踊りたいという、ささやかな願い。

　だから。だから、どうか──




　盛大な拍手と共に、ワルツの曲が鳴り止やんだ。

　雪也と璃子、二人の足が、名残なごりを惜おしむようにゆっくりステップを止める。

『──以上、スタンダード部門、決勝戦でした！』

　アナウンスの声が、雪也たちの戦いに幕を引く。

　うねるような歓かん声せいの中、雪也は璃子と共に観客席に向かって一礼した。フィオナと珠実が、拍手をしながら泣いているのが見えた。雪也の目め頭がしらも熱くなり、鼻の奥がつんと苦しくなった。ぐっと奥歯を嚙かみ堪こらえてフロアを出る。

　始まりがあれば、終わりは必ずやって来る。

　その流れを止めることは、やはり雪也にもできなかった。




　＊　　＊　　＊




　全すべての競技が終わり、厳おごそかに表ひよう彰しよう式しきが始まる。

　ラテン部門の表彰が終わり、次はスタンダード部門の番だ。

　七位から順位が発表されている。現在、三位までの発表が終わった。

　雪也と璃子の名は、まだ呼ばれていない。そして残っているもう一カップルは、当然のように篤成と真理奈だった。

　どちらかが準優勝で、どちらかが優勝。

　雪也たちが優勝しなければ、部員たちの関係は元に戻もどらない。実績を残せばいいとはいえ、競技ダンス部部員に負けたとあれば、部活が消えてしまう可能性も残る。

　やはり、憂うれいを断たつには、

　……優勝しか、ない。

『それでは準優勝を発表致いたします』

　アナウンスが結果を告げようとしている。これで、全てが決まる。

　審しん査さ員たちを前に、雪也は祈いのった。

　お願いします。神様。どうか、どうか俺たちを勝たせてください。

　終わらせないでください──

『準優勝は────────────城しろ山やま篤成・鈴すず原はら真理奈組です』

　雪也ははっと目を見開いた。

　見れば篤成が愕がく然ぜんとしたように立ち尽つくしていた。それを真理奈が引っ張るようにして、賞状とトロフィーを受け取りに行く。呆ぼう然ぜんとその光景を眺ながめていた雪也の手を、璃子がそっと引いた。

「雪也……」

　見上げてくる彼女の表情は、相変わらずの感情が読めないポーカーフェイス。

　だが、その声は微かすかに震ふるえていた。

『それでは最後の発表です。本日の熱い戦いを制しました、アマチュアサマーカップ・スタンダード部門、優勝は──』
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　大会翌日、雪ゆき也やは近所の整形外げ科かへ行った。

　医師による診しん察さつの結果、全治一ヶ月。雪也は、右膝の側そく副ふく靱じん帯たいを損傷していた。

　だが、幸い靱じん帯たい断だん裂れつには至っておらず、痛みの割に損傷の度合いも比ひ較かく的てき軽度。当分は脚あしをサポーターで固定する生活だが、完治すれば今までと同じように運動できるとのことだった。

「それじゃダンス続けられるんですね！　よかった！」

　雪也の隣となりで、珠たま実みが嬉うれしそうに笑う。

　通院の帰りに部室に行くと、そこでは既すでに他の部員たちが練習していた。雪也が長なが椅い子すに座ると、珠実がもじもじしながら隣にやって来て、現在に至る。

「あの……すみませんでした」

　珠実が何の前まえ触ぶれもなく謝罪してきた。雪也は「何のこと？」と首を傾かしげる。

「わたしが部活をもう辞やめようだなんて変な気を起こさなければ、雪也さんがこんな無茶することもなかったのかなって思いまして……」

　雪也はぽん、と萎い縮しゆくする彼女の頭に手を載のせた。わしゃわしゃと柔やわらかい髪かみを撫なで回す。

「気にするなよ。もう、そんなこと思ってないんだろ？」

「は──はい！　もちろんです、本当にありがとうございます！」

　珠実が満面の笑えみで応こたえた。そして昨日の興奮冷めやらぬ様子で話し始める。

「それにしても表彰式での審査員の先生方の講評べた褒ぼめでしたね。『今回、優勝した桧ひ野の・麻あさ田だ組は〝一体感〟が素す晴ばらしかった。二人のダンスには全カップル中、最も我々の心を動かすものがありました』って。わたしとっても嬉しかったです！」

「技術的には拙つたないものがありましたがーとか言われてたじゃん。かなり接戦だったみたいだし」

　だが、〝一体感〟──それが、雪也と璃り子こが優勝できた理由だった。

　それは、奇くしくもいつかフィオナが大切だと語っていたものだ。

「式の後の篤あつ成なりさんの謝罪にも……わたし、すかーっ！　としてしまいました！」

「ちゃんと謝ってきたな、あいつ。『お遊び発言は撤てつ回かいする』つって……意外と素直だった」

「いやいや、渋しぶって真ま理り奈なさんにお尻しり蹴けられてたじゃないですか、ハイヒールで」

　あれは痛そうだった、と雪也は苦笑する。ちょっと可哀かわい想そうだったが、渋る方が悪い。

「何より……部活が残ることになったのが嬉しいです」

　珠実が心からの喜びを表すように胸に手を当てて言った。

　そう、昨日。珠実が迅じん速そくな報告をした結果……学校側から『部の存続を認める』という待ちに待った許可が下りた。社交ダンス部に、平和な日々が戻ってきたのである。

　ＣＤラックの上に飾かざってあるトロフィーを見て、雪也はあの時頑張って本当によかったと思った。あの時もし諦あきらめていたら……この今日という日は全く違ちがったものになってしまっていたはずだから。

「あとはやっぱり最後のオナーダンス。凄すごかったです！」

　珠実の言葉に、雪也は忘れようとしていたことを思い出させられた。思わず頰ほおが引きつる。

「ああ、あれ、な……」

　オナーダンスは日本語で『名めい誉よのダンス』を意味する。表彰式後、優勝者のみが観客の前で、フロアを独どく占せんして踊おどることを許されるのだ。

　優勝した雪也と璃子も、最後にオナーダンスを披ひ露ろうすることになった……が、雪也の膝ひざは限界だった。それを見み逃のがさなかった璃子は「辞退しましょう」と雪也を止めた。しかし雪也はどうしても踊りたいと言い張った。

　それが、いけなかったのかもしれない。

　結局オナーダンスをすることになったものの、踊り出す直前、向かい合った時。

　璃子は物もの凄すごい膨ふくれっ面つらをしていた。眉み間けんに深い皺しわを刻み唇くちびるを嚙み締しめ、まるでこの世界全部が敵だというような、雪也が見たことのない超ちよう怖こわい顔をしていた。

　そしてオナーダンスが終わると、彼女はお辞じ儀ぎもそこそこにフロアを飛び出して行ってしまったのだ。観客たちがどよめくフロアに雪也を一人残して。

　それから今まで、雪也は璃子と一言も口を利きいていない。

　部室のフロアでホールドを張っている璃子を見る。何故か着き替がえずに制服姿だ。彼女の横顔は、何事もなかったように平然としていた。いつも通りのクールなポーカーフェイス。結局、優勝しても笑わせられなかった。

「なんつーか……俺、あいつが嫌いやがることさせたのかなーって」

　珠実が「嫌がる？」ときょとんとした。

「そんな。璃子ちゃん、すっごく喜んでましたよ？」

「え？　噓うそだろ、だってあいつ、怒おこってたようにしか……」

「あ、そっか。一いつ緒しよに踊ってた雪也さんには、見えなかったかもしれませんけど」

　そして雪也は聞いた。

　最後のワルツを踊っていた璃子が、雪也の肩かた越ごしで嬉し泣きしていたことを。




　＊　　＊　　＊




　珠実が長椅子を離はなれると、今度は待っていたと言わんばかりにフィオナが雪也の隣に座った。

　彼女の本日のコスプレ衣装は、黒い長なが袖そでワンピースに黒い三つ編みおさげ、首に青い石のペンダント。雪也も知っているスタジオジブリの某ぼう天空の城のキャラだ。「手を出してくだサイ」と言われたので「俺いま踊れないけど」と言いながらいつもしているように雪也が右手を差し出すと、彼女は自分の左手を重ねて「バルス！」と叫さけんだ。これがやりたかっただけらしい。

「膝を大切にしない奴やつなんて大だいっ嫌きらいだ！」

「フィオナ、それも確かにジブリの作品だけど、コスプレとは別の作品のセリフじゃ……」

「アハハ、ユキヤもだいぶアニメ詳くわしくなってきたネ！」とフィオナが嬉しそうに笑った。

　ふと、部室に流れる曲が切り替かわる。彼女の登場に合わせたかのようだ。

「ほほ、これはいい曲ネー」

　今かかっているのは『愛は花、君はその種子たね』という『おもひでぽろぽろ』というジブリ映画の曲だ。この曲には原曲があり、洋楽のそれは『The Roseザ・ローズ』という名前の名曲である。

　ゆったりとしたピアノの伴ばん奏そう。静かな歌に乗って、窓から晩夏の風が吹ふき込んできた。昨日で八月は終わっており、明日あしたからはたま高も二学期が始まる。

　夏はあっという間に過ぎていこうとしていた。

「傷つくのを恐おそれていては、ダンスは決して踊れない。夢から目覚めるのを恐れていたら、チャンスは絶対に摑つかめない。奪うばわれることを恐れていては、与あたえることはできないだろう。そして死を恐れていては、生きる喜びを知ることもできない」

　突とつ然ぜん、流りゆう暢ちような日本語でフィオナが言った。雪也は訳わけが分からずぽけっとしている。

「何それ」

「……この歌の原曲、その歌詞の和訳デース。ユキヤとリコを見てて、歌の通りだなって」

　フィオナはフロアに目をやる。彼女の視線の先には鏡の前でホールドを張る璃子が。

　相変わらず真ま面じ目めだなーと雪也が感心しつつ寂さびしく思っていると、フィオナがニヤニヤして、

「さて、そろそろリコもユキヤと喋しやべりたくてうずうずしてるんじゃないでショーカ？」

「な、何よ突然」

「ユキヤが来てからずっとそわそわしてたデショー。我が慢まんしてないで喋ったらいいのに」

「ないわよ、我慢なんてしてないったら！　別にあたしは……雪也と喋らなくたっ、て……」

「もー、そんな強ごう情じよう張ってないで、こっちへいらっしゃいマセ。ユキヤと踊れないからって着替えなかったクセにー」

「ちっ、ちがっ、これは、別に、そういうことじゃ……！」

「じゃあ、どういうコト？」

　フィオナの問いに、璃子は唇を引き結んで黙だまった。フィオナがにっこりする。

「ホレホレ、ここにカモーン」

「……だから、別にいいって言ってるのに……」

　むっつり顔で璃子は雪也たちのところへやって来た。フィオナが席を譲ゆずる。

「それじゃボクはタマちゃんの指導してくるんで、あとはお二人でお楽しみくだサイ」

「あ、ちょっとフィオナ……！」

　璃子の呼びかけなど無視して、フィオナは珠実のところへ行ってしまった。

　雪也と璃子はお互たがい黙ったまま。

　やがて沈ちん黙もくに雪也が限界を感じた頃ころ。

「……………………あの時は、ごめんなさい」

　璃子がぽつりと言った。

『あの時』がオナーダンス直後、フロアから逃にげ出した時のことだと、雪也は訊きかずとも分かっていた。

「仕方ないよな、涙なみだで化け粧しようが崩くずれてたんじゃ」

「ちょっ、なんでそれ……！」

「たまちゃんから聞いた」

　璃子は「……珠実ったら余計なことを」と、額を押さえて呻うめいた。

「あたしだってオナーダンス踊れて嬉うれしかったわよ……でも、」

　璃子がぶつぶつと呟つぶやく。心配だったんだもん、と雪也には聞こえた気がする。

　隣を見る。璃子は床ゆかを睨にらんでいた。でも、その様子はいつもと少し違った。

　横顔。つん、と尖とがらせた桜色の唇。大きな瞳ひとみは潤うるんでいて、頰はほのかな朱しゆに染まっている。

　それは雪也が初めて見る彼女の表情で。とてもきれいで……かわいかった。

　雪也は、すう、と、自分を奮い立たせるように深く息を吸い込み、はああ、と吐はき出す。

　それから一つ強く頷うなずくと、思い切って切り出した。

「なあ。試合終わったじゃん……俺たち、もうカップルでいる必要、ないんだろうけどさ」

　俯うつむいていた璃子が顔を上げた。どこか傷ついたような顔をしている。

　そんな顔するなよ、と雪也は思う。そんな顔されたら──少し、期待してしまう。

　……俺たち、両りよう想おもいなのかな、とか。

「ねえ、だから、何なの？」

　黙ったままの雪也に、璃子が痺しびれを切らしたように言った。雪也は腹を括くくる。

「脚あし、さ……治ったら、また俺と踊ってくれるか？」

「………………………………………………それ、わざわざ言うことなの？」

　雪也は「んな──」と絶句した。思い切って言ったのに！

　失敗だっただろうか──そう雪也が後こう悔かいしかけた時だった。

「そんなの当然でしょ。あたしはあんたのパートナーなんだから」

　そう、はっきりと璃子は言った。「他ほかに誰だれがあんたと踊るのよ」と、呆あきれているような不ふ貞て腐くされているような、そんな顔をして。

　雪也はほっとして大きく息を吐き出した。それを見た璃子が、雪也に不意に提案する。

「そんなにやる気があるなら、ＳＡ級目指してみる？　ＳＡ級は、Ａ級選手の中から技術と人格が優すぐれていると認められた極ごく少数の者だけが選ばれる、ざっくり言えば競技ダンサーの頂点だけど」

「頂点って……随ずい分ぶん遠い道のりだな」

　だが、雪也は思った。

　一人では絶対に行けない場所でも、璃子とならたどり着けるのではないか、と。

　どんなに遠くても。

　どこへだって。

「……それじゃ、目指してみますかね。でも、競技会に出てばっかじゃ、競技ダンス部と変わらなくなるんじゃ？　また廃はい部ぶ騒そう動どうとか、嫌だぜ……？」

「大だい丈じよう夫ぶでしょ」と、璃子がけろっとした顔で断言した。

「だって、競技ダンス部はみんなギスギスしてるけど、あたしたち『社交』してるもの」

　フロアに目を向けた璃子がしらっと言った言葉に、雪也は目から鱗うろこが落ちた気がした。

　社交ダンスとは、社交を目的にして踊るダンスなのだ。その定義に当てはめれば、これ以上社交しているダンス部はないと雪也も納なつ得とくする。

　フィオナと珠実が目の前で楽しそうに踊っている。璃子は隣となりに座って涼すずしい顔。

　自分を含ふくめて部員数、四名。たったこれだけの人数だけど、確かにここはたま高社交ダンス部。

　雪也の大好きな、居場所だった。

「ああ、俺も踊りてー」

　璃子と長なが椅い子すに座ったままフロアを見つめ、雪也が呟いた時だ。

　手に、ひんやりとした感かん触しよくが。

　すっかり覚えた感触──その正体は璃子の手だった。雪也の手に、そっと重ねられている。

「治ったらね。いっぱい踊おどってあげるから、覚かく悟ごしなさい」

　璃子は挑いどむように片眉まゆを上げて言った。

　とっとと治そう──瞬しゆん間かん、雪也はそう決意した。

　踊るために。璃子と堂々と手を繫つなぐために。

　一緒に、目指し始めた道の先へ歩き出すために──




　＊　　＊　　＊




　あたたかい、と感じて、璃子は目を細めた。

　雪也に触ふれている手が、心が、あたたかい。

　ちら、と隣を見る。フロアを羨うらやましげに見ているから、雪也は璃子の視線に気づいていない。

　こんな風に、穏おだやかな気持ちでリーダーの隣に座れる日が来るなんて思わなかった。

　こんな風に……また人を好きになるなんて。

　璃子は目を閉じて思う。

　珠実と出会ったあの時──人と踊ることを諦あきらめていなくてよかった。

　フィオナに雪也のシューズ購こう入にゆうの付き添そいを頼たのまれたあの時──断らなくてよかった。

　雪也と踊ることになったあの時──投げ出さなくてよかった。

　感謝している。仲間と、過去の自分に。

　だからこそ、伝えたい。珠実に、フィオナに……雪也に。

「みんな、ありがとう」

　目を開け、立ち上がりながらそう言った璃子を、三人の部員がきょとんとして見つめる。

　璃子は鏡の前まで歩いていくと、三人を振ふり返った。

　ちょっとだけ頑がん張ばって、笑ってみる。




「……さあ、踊りましょ？」




　その時、璃子自身には見えなかったが、彼女の顔には満開の笑え顔がおが咲さいていた。
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作中引用楽曲名：

・『愛・おぼえていますか』歌：飯いい島じま真ま理り／作詞：安やす井いかずみ／作曲：加か藤とう和かず彦ひこ

・『アイモ～鳥のひと』歌：ランカ・リー（中なか島じま愛めぐみ）／作詞：Gabriela Robin　坂さか本もと真ま綾あや／作曲・編曲：菅かん野のよう子

・『僕らの夏の夢』作詞・作曲：山やま下した達たつ郎ろう

・『Both of You, Dance Like You Want to Win!』作曲：鷺さぎ巣す詩し郎ろう

・『愛は花、君はその種子』歌：都みやこはるみ

・『Shall we dance ?』歌：大おお貫ぬき妙たえ子こ




本作は第20回スニーカー大賞特別賞受賞作「Ｓｈａｌｌ ｗｅ ダンス部？」を改稿したものです。







　あとがき







　社交ダンスは一人では踊おどれません。人と人とが手を取り合って初めて成り立つもの。

　この本を出版することも、一人ではできなかったことです。

　よって、この一ページでは、そんな方々へ謝辞を申し上げます。




　作品を見み出いだしてくださったスニーカー文庫編集部の皆みなさま、中でも原げん稿こうを磨みがき上げるために懇こん切せつ丁てい寧ねいにやりとりを重ねてくださったＭ担当、社交ダンスというラノベでは特とく殊しゆな題材であるにもかかわらず素す晴ばらしいイラストを描かいてくださった伍ご長ちようさまを始め、この小説を発売するまでにご尽じん力りよくくださった全すべての方、私にダンスの楽しさを教えてくれたリーダーとＡ先生、応おう援えんしてくれた両親やリアル＆インターネット上の友人に心より感謝を。

　最後に、この本を手に取ってくださった読者の皆さま。本当にありがとうございます。

　願わくば、この作品が皆様に楽しんでいただけますように。

　そして、社交ダンスの面おも白しろさが少しでも多くの人に伝わりますように。


三み萩はぎせんや　　



























プレパレーション・ステップ







「うちでは素人さんはお断りしとるけん。部の決まりでなぁ……」

　入学式の少し前、三月某日。

「たま高に入ったら社交ダンスをする！」とたま高競技ダンス部の見学をしに行った珠実にかけられたのは、そんな悲しい一言だった。部員たちが練習するフロアを背景に、きれいな女部長が心底申し訳なさそうに言う。「ごめんな」。

「いえ、その、いいんです、ごめんなさい」となぜか悪くもないのに謝って、珠実は競技ダンス部の部室を後にした。鼻の奥がつんとして、涙がこぼれそうになって──こぼれた。

「うう、誤算でした……経験者しか入れないなんて」

　珠実は社交ダンス初心者だ。ついひと月前に社交ダンスの試合──競技会を見に行って興味を持ったばかりで、ステップのスの字も踏んだことがない。

「初心者じゃなくなれば……ううん、それだと入部できるのいつになるか分かんないよね……」

　涙を拭い、しょんぼりと肩を落としたまま、珠実はたま高の敷地を校門へ向かって歩く。

　校舎前の広場に差し掛かったその時だ。

　金色の光が視界の右端に映った気がした。

「……？　なに？」

　珠実は頭を右方に巡らせる。

　広場に、背の高い少女がいた。金色の正体は彼女の髪の毛だった。その髪の毛が、彼女の動きに合わせて光を照り返す。

　彼女はまるで踊っているかのように──いや、踊っていた。回転、ジャンプ……あの複雑な動きをなんと呼ぶべきか。珠実には分からない。

　だが、珠実は知っている。あれは、あのステップは──

「社交ダンス……！」

　身体の熱が、一気に三度は上昇したのを感じた。思わず駆け寄って声をかける。

「あのっ──」

　そこで珠実は硬直する。

　振り向いた金髪の少女は、青い瞳に目鼻立ちがくっきりとした外国人だった。

（どどどどうしよう、英語しゃべれないよ……!?）

　珠実の熱が、さーっと引いていった。

「え、えっと、へ、ヘロー？　アイ、あいきゃんとすぴーくイングリッシュ、ばっと、あい、アイ──アイうぉんとぅーダンス！」

　金髪の少女はきょとんとしていたが──珠実の言葉が通じたのか、その顔を綻ばせて答えた。

「OK !　Ah……Shall we dance ?」

　流暢な英語だったが、その言葉を珠実は映画で見て知っていた。

　シャル・ウィ・ダンス──意味は、『踊りましょうか』。珠実は嬉しくなって、興奮に赤く上気した顔をぶんぶんと縦に振る。

「は、はい是非！　あ、ちが……イエス！　イエス！」

「あ、大丈夫だヨ。ボク日本語分かりマスから」

　金髪の少女が笑った。珠実の顔が別の意味で赤くなった。




「へえ、入部断られたんデスか」

　駅前のハンバーガー店で、珠実は金髪の少女・フィオナに先ほどの話をしていた。

「はい……フィオナちゃんは入らないんですか？　ダンスすごく上手なのに」

「実はさっき見学行ったんだケド、決まりやらナニやら肌色が合わズ……うん？　髪色？」

「毛色かな？」と珠実が指摘すると「それデス！」とフィオナが指を鳴らした。

「もっと自由に踊れる部ならよかったんデスが……」

　ため息をつくその様子を見ていて、珠実はふとひらめいた。

　一人なら無理かもしれないけれど、二人なら──

「あの、よかったら……わたしと一緒に部活作りませんか。ダンスの……自由に踊れる、社交ダンスの部活を」

　珠実の提案に、フィオナは「オゥ！」と興奮気味に手を叩く。

「ＹＥＳ！　競技ダンスじゃなくて……Ballroom《ボールルーム》……いや、この場合はSocial Dance《ソシアル・ダンス》がいいデスかな」

「そしある・だんす？」

「社交ダンスのことデスよ。ただし、『社交する』という意味が強いデスが……

　どうデショ、『社交ダンス部』？」

「い──いいと思います！」

　差し出されたフィオナの手を、珠実が握る。




　これが、たま高社交ダンス部創立のきっかけだった。
















カバー・口絵・本文イラスト／伍長

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ＋松田マサヨシ（ムシカゴグラフィクス）
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